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Ⅰ  序 章  

第 1 節  背 景  

給 食 は 、 特 定 多 数 人 に 継 続 的 に 食 事 を 提 供 す る こ と で あ り 、 そ の

対 象 と し て 、 医 療 施 設 、 社 会 福 祉 施 設 、 学 校 、 事 業 所 な ど が あ る 。

従 来 、給 食 の 目 的 は ､栄 養 欠 乏 へ の 対 応 で あ り 、「 作 っ て 食 べ さ せ る 」

こ と が 栄 養 改 善 と し て の 運 営 だ っ た 。社 会 の 進 歩 に よ り ､食 生 活 が 豊

か に な っ て き た こ と に 伴 い 国 民 の 栄 養 状 況 は や が て 過 剰 に シ フ ト し

て 行 き 、 給 食 は 「 集 団 給 食 」 か ら 「 特 定 給 食 施 設 ( 1）」 と 名 称 と と も

に そ の 役 割 は 大 き く 変 化 し て い っ た 。特 定 給 食 施 設 に は 、そ の 規 模・

内 容 に よ り 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の 配 置 規 定 が あ る ( 2）。 な か で も 管 理

栄 養 士 は 、 地 域 社 会 の 子 ど も か ら 高 齢 者 、 健 康 人 及 び 病 者 や 障 害 者

を 対 象 と し て 、 そ の 個 人 や 集 団 、 あ る い は 地 域 社 会 の 健 康 ・ 栄 養 ・

食 の 課 題 を ア セ ス メ ン ト し 効 果 的 な 支 援 や 活 動 を マ ネ ジ メ ン ト す る

こ と が 必 要 で あ る ( 3）。  

管 理 栄 養 士 養 成 に お い て は 、栄 養 士 法 の 改 正（ 2000 年 ）に よ り カ

リ キ ュ ラ ム が 変 更 さ れ 、 従 来 の 「 給 食 管 理 」 が 「 給 食 経 営 管 理 」 と

な り 、そ こ で は 、「 給 食 運 営 や 関 連 の 資 源 を 総 合 的 に 判 断 し 、栄 養 面

安 全 面 、 経 済 面 全 般 の マ ネ ジ メ ン ト を 行 う 能 力 を 養 う 。 マ ー ケ テ ィ

ン グ の 原 理 や 応 用 を 理 解 す る と と も に 、 組 織 管 理 な ど の マ ネ ジ メ ン

ト の 基 本 的 な 考 え 方 や 方 法 を 修 得 す る 」 こ と が 新 た な 教 育 目 標 と し
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て 示 さ れ た ( 4）。「 栄 養 ・ 食 事 管 理 」 と 「 経 営 管 理 」 の 2 つ の 柱 を 理

論 化 し 融 合 さ せ な が ら 、 効 率 的 な 経 営 手 法 を 説 き 、 応 用 展 開 す る 知

識 や 能 力 を 指 導 す る こ と が 必 要 と さ れ て き た の で あ る 。 こ の カ リ キ

ュ ラ ム の 中 で 、 給 食 経 営 管 理 分 野 は 、 実 践 専 門 科 目 と し て 「 給 食 と

経 営 管 理 を 理 解 す る 」に 位 置 づ け ら れ て い る 。具 体 的 に は 、1）給 食

経 営 管 理 の 理 論 と 組 織 管 理・マ ネ ジ メ ン ト 、2）マ ー ケ テ ィ ン グ 、3）

給 食 シ ス テ ム 、 4） 食 材 料 の 開 発 ・ 流 通 と 食 材 料 管 理 、 5） 給 食 施 設

の 運 営 、6）特 定 給 食 施 設 に お け る 衛 生 管 理 、7）給 食 の 生 産 管 理 、8）

危 機 管 理 、9）外 食 産 業・給 食 の デ リ バ リ ー サ ー ビ ス に お け る 管 理 栄

養 士 の 役 割  の 9 項 目 に 分 類 さ れ て お り 、 こ れ を 積 極 的 に 活 用 し 、

教 育 の 質 の 向 上 を す る こ と が 示 さ れ た 。  

給 食 を 取 り 巻 く 団 体 に は 、 全 国 栄 養 士 養 成 施 設 、 日 本 栄 養 士 会 、

日 本 栄 養 改 善 学 会 な ど が あ り 、カ リ キ ュ ラ ム に 沿 う よ う に ､様 々 な 議

論 が 繰 り 広 げ ら れ て き た と こ ろ で あ る が 、 よ り 専 門 的 に 給 食 を 特 化

す る こ と を 目 的 に 「 日 本 給 食 管 理 学 会 」 が 2005 年 に 設 立 さ れ た 。  

名 倉 ら は 、「 給 食 の 運 営・給 食 経 営 管 理 に 関 連 す る 実 習 の 教 育 カ リ

キ ュ ラ ム 」の 中 で 、「 実 習 内 容 の 項 目 ① 栄 養・食 事 管 理 、② 人 事 管 理 、

③ 作 業 管 理 、 ④ 品 質 管 理 、 ⑤ 栄 養 教 育 、 ⑥ 洗 浄 ・ 清 掃 、 ⑦ 施 設 ・ 設

備 管 理 、 ⑧ 衛 生 管 理 、 ⑨ 原 価 管 理 、 ⑩ 食 材 管 理 、 ⑪ 危 機 管 理 、 ⑫ 帳

簿 管 理 の う ち 、 実 習 に 取 り 入 れ て い な い 割 合 が 多 い 項 目 は 、 ⑨ の 原
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価 管 理 と ⑪ の 危 機 管 理 で あ る 。」 こ と を 明 ら か に し た ( 5 ）。 さ ら に 、

辻 ら は 、「 給 食 経 営 管 理 論 分 野 に お け る 教 育 の 現 状 と 課 題 」 の 中 で 、

「 教 員 の 半 数 以 上 が 実 習 プ ロ グ ラ ム に 入 れ て な い 内 容 と し て 、 危 機

管 理 、栄 養 教 育 、労 務 費 や 経 費 計 算 な ど 経 営 に 係 わ る 部 分 」( 5） と 述

べ て い た 。  

教 育 の 現 場 で は 、 そ の 指 導 す る 教 職 員 の 給 食 施 設 等 で の 就 業 経 験

は 少 な く ( 5）、さ ら に 実 際 給 食 を 運 営 し て い る 管 理 栄 養 士 等 の ほ と ん

ど が 、「 給 食 管 理 」 と し て の 理 論 の 教 育 を 受 け 、「 給 食 経 営 管 理 」 と

し て の 理 論 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 方 策 に よ り 運 営 し て い る こ と か

ら 、 危 機 管 理 、 労 務 費 や 経 費 計 算 な ど 経 営 に か か わ る 指 導 部 分 は 脆

弱 で あ る こ と が 懸 念 さ れ て い る 。  

以 上 の こ と に よ り 、 示 さ れ た カ リ キ ュ ラ ム や 現 在 管 理 栄 養 士 の 行

っ て い る 業 務 の 中 で 、検 討 さ れ る べ き 項 目 は 、「 危 機 管 理 」お よ び ｢経

営 管 理 」 で あ る こ と 示 唆 さ れ た 。  

危 機 管 理 に お い て 、 須 藤 ら は 、 災 害 時 の 食 事 支 援 は 、 管 理 栄 養 士

に 求 め ら れ る 役 割 と し 、 管 理 栄 養 士 養 成 施 設 （ 4 年 生 大 学 ） の 公 衆

栄 養 学 と 給 食 経 営 管 理 論 担 当 教 員 を 対 象 に 調 査 を 行 っ た 結 果 、「 被 災 、

災 害 支 援 、 調 査 研 究 、 講 演 や シ ン ポ ジ ウ ム の 聴 講 経 験 が い ず れ も な

い と 教 育 を 行 わ な い 傾 向 が 見 ら れ た 。」と し 、教 員 の 自 信 や ス キ ル の

な さ 、 良 い 教 材 が な い な ど の 問 題 を 解 消 す る 必 要 性 を 論 じ た ( 6）。 ま
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た 、 大 村 ら は 、 食 品 の 衛 生 リ ス ク に よ る 危 害 を 損 保 保 険 会 社 が 公 表

し た 資 料 、 新 聞 等 か ら 食 品 事 故 の 補 償 額 に つ い て 調 査 を 行 い 、 そ の

結 果 か ら 経 済 的 損 失 に よ る 危 害 の 一 例 を 示 し 、 リ ス ク に つ い て 経 済

的 側 面 か ら 危 害 の ひ ど さ を 検 討 し て い る ( 7）。し か し 給 食 施 設 に お け

る リ ス ク 予 測 と そ の 対 応 に 関 す る 包 括 的 な 報 告 は み ら れ な い 。  

 

第 2 節  課 題 と 分 析 方 法  

(1)本 研 究 の 課 題  

給 食 に お い て も ど ん な に 注 意 を し て も リ ス ク を 完 全 に 取 り 除 く こ

と は 困 難 で あ る ( 8 )。安 全 で 安 心 な 食 事 を 提 供 す る た め に は 日 頃 か ら 、

リ ス ク に 対 す る 具 体 的 な 対 策 を 講 じ て お く 必 要 が あ る 。 給 食 経 営 管

理 分 野 に お い て 、 具 体 的 に リ ス ク を 分 析 し 、 そ の 対 応 に つ い て 検 討

し た 例 は 見 ら れ な い 。 そ こ で 給 食 経 営 管 理 に お い て 、 議 論 が 不 十 分

と さ れ て い る 「 危 機 管 理 」 に 焦 点 を 当 て 、 そ の 対 応 す べ き 方 策 に つ

い て 明 ら か に し て い く こ と を 目 的 と す る 。  

こ れ ら の こ と か ら 、 給 食 経 営 管 理 に つ い て 次 の 点 を 検 討 し て い く

の が 、 本 研 究 の 課 題 で あ る 。 給 食 経 営 管 理 の 在 り 方 に つ い て 、 そ の

担 当 者 で あ る 管 理 栄 養 士 が 、 自 ら 課 題 を 分 析 し 改 善 策 を 見 出 せ る よ

う に 、 第 1 に 、 危 機 意 識 を 明 ら か に す る 方 法 を 探 る 。 第 2 に 、 危 機

意 識 を 払 拭 さ せ る た め の シ ス テ ム を 構 築 す る 。 第 3 に シ ス テ ム に つ
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い て 検 討 し 、地 域 的・社 会 的 に も 成 立 す る 可 能 性 に つ い て 提 言 す る 。

こ の 3 点 か ら 、 給 食 経 営 管 理 上 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 分 析 を し 、 対

策 シ ス テ ム を 導 入 す る 際 の 基 準 を 提 示 す る こ と に よ り 、 今 後 の 展 開

と 可 能 性 を 明 ら か に す る 。  

 

(2)リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 分 析 方 法  

問 題 の 原 因 を 探 る 統 計 的 手 法 に CS 分 析 注 1 ） が あ り 、 CS と は

“ Custom e r  S a t i s f a c t i o n”の 略 で 顧 客 満 足 の こ と を 指 す 。顧 客 に 満

足 を 感 じ さ せ る に は 、 ど の 要 素 の 改 善 に 力 を 入 れ る べ き か を 調 査 す

る 分 析 法 で あ る 。  

本 研 究 に お い て 、 給 食 担 当 者 が 、 給 食 の 運 営 上 の ど の 項 目 が 適 切

に 執 行 し づ ら い の か 、 あ る い は ど の 項 目 を 改 善 す れ ば 、 給 食 マ ネ ジ

メ ン ト が 円 滑 に 遂 行 さ れ る の か 、 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る 手 法 と し

て 、“ 顧 客 が 重 要 視 し て い る に も 関 わ ら ず 満 足 で き て い な い 要 素 ”を

“ 担 当 者 が 重 要 視 し て い る に も 関 わ ら ず 満 足 に 対 応 で き て い な い 要

素 ” と 置 換 し 、 問 題 の 原 因 を 探 る CS分 析 の 活 用 を 検 討 す る 。  

 

(3)対 応 シ ス テ ム と し て ： 改 善 支 援 プ ロ グ ラ ム 注 2）  

本 研 究 で は 、 対 象 者 ら の 給 食 管 理 上 の 危 機 管 理 に つ い て 、 危 機 意

識 の わ り に 、 給 食 マ ネ ジ メ ン ト 改 善 が さ れ て い な い 傾 向 が み ら れ る
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現 状 か ら 、 プ ロ グ ラ ム の 内 容 に 重 点 改 善 項 目 を 話 題 に し た シ ナ リ オ

を 採 り 入 れ 、対 象 者 ら が 自 己 解 決 で き る 学 習 方 法 に つ い て 検 討 し た 。

先 行 研 究 を 参 考 に 、 プ ロ グ ラ ム の 内 容 や 構 成 に つ い て 構 築 し 、 シ ナ

リ オ に よ る グ ル ー プ ワ ー ク や ミ ニ 講 話 な ど で 問 題 を 解 決 で き る よ う

な 改 善 支 援 プ ロ グ ラ ム を 企 画 す る 。  

 

(4)対 応 シ ス テ ム と し て ： 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 注 3） の 活 用  

「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」と は 、 1 日 に「 何 を 」「 ど れ だ け 」食 べ た

ら 良 い か に つ い て コ マ を イ メ ー ジ し 、イ ラ ス ト で 示 し た も の で あ る 。

そ の 活 用 法 と し て 、 地 域 で の 活 用 事 例 や 小 売 業 ・ 中 食 産 業 ・ 外 食 産

業 、 あ る い は 小 中 学 生 へ の 活 用 事 例 が 、 紹 介 さ れ て い る ( 9）。 食 事 バ

ラ ン ス ガ イ ド を 給 食 施 設 や 避 難 所 を 考 慮 に 、 災 害 用 に 活 用 し た 例 は

み ら れ な い こ と か ら 、 備 蓄 食 品 に 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 概 念 を 導 入

し 検 討 す る 。  

 

(5)本 研 究 の 分 析 ・ 調 査 対 象  

本 研 究 の 分 析 ・ 調 査 の 対 象 は 、 社 会 福 祉 施 設 の 給 食 担 当 者 お よ び

一 般 市 民 と し た 。 児 童 福 祉 施 設 の 保 育 所 で は 、 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士

の 配 置 が 充 実 し て い な い こ と 、 危 機 意 識 の わ り に 給 食 マ ネ ジ メ ン ト
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の 改 善 が さ れ て い な い 傾 向 が 見 ら れ た （ 1 0） こ と か ら 、そ の 対 象 と し

た 。 ま た 、 介 護 老 人 施 設 に お い て は 、 介 護 保 険 3 施 設 （ 介 護 老 人 福

祉 施 設 ・ 老 人 保 健 施 設 ・ 介 護 療 養 型 医 療 施 設 ） の う ち 、 介 護 老 人 福

祉 施 設 が 、 施 設 数 お よ び 利 用 者 数 が 最 も 多 く 、 給 食 施 設 と し て 今 後

ま す ま す そ の 存 在 が 重 要 視 さ れ る 施 設 （ 1 1） と い う こ と か ら 、そ の 対

象 と し 、 そ れ ぞ れ の 給 食 担 当 者 と し て ど の よ う な 項 目 が 改 善 で き れ

ば よ り よ い 業 務 の 遂 行 が 出 来 る の か 、 危 機 意 識 の 改 善 項 目 の 抽 出 を

試 み 、 そ の 対 応 策 を 検 討 し 実 施 し た 。 ま た 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 採

用 に 当 た り 、 パ イ ロ ッ ト ス タ デ ィ の 対 象 と し て 管 理 栄 養 士 養 成 施 設

学 生 の 協 力 を 得 た 。  

 

第 3 節 本 論 文 の 構 成  

本 論 文 の 構 成 は 次 の と お り で あ る 。  

序 章 で は 本 研 究 の 課 題 と 方 法 を 明 ら か に す る 。 第 Ⅰ 章 で は 、 こ れ

ま で の 給 食 経 営 管 理 に つ い て 、 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 の 成 立 か ら そ

の 事 業 内 容 に つ い て の べ 、 補 足 す べ き 分 野 が 危 機 管 理 に 関 す る こ と

で あ る こ と を 述 べ る 。 第 Ⅱ 章 で は 、 保 育 所 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト を

明 ら か に し 、 さ ら に そ の 改 善 に つ い て 事 例 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、

保 育 所 給 食 に お け る 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 し 、 そ の 項 目 の 改 善 の た め

に 改 善 支 援 プ ロ グ ラ ム を 用 い 、 そ の 介 入 効 果 に つ い て 検 討 す る 。 第
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Ⅲ 章 で は 、 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 給 食 施 設 の 運 営 上 の 危 機 意 識 を 明 ら

か に し 、 そ の 周 辺 に あ る 課 題 を 探 り そ の 方 策 を 対 案 す る 。 具 体 的 に

は 、 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 給 食 に お け る 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る 。 第

Ⅳ 章 で は 、 危 機 管 理 上 の 給 食 施 設 に お け る 対 応 シ ス テ ム に つ い て 考

案 し 、 そ の 妥 当 性 を 明 ら か に す る 。 第 Ⅴ 章 で は 、 本 研 究 の ま と め と

今 後 の 給 食 経 営 管 理 上 の 課 題 に つ い て 提 言 を 行 う 。  

 

［ 注 釈 ］  

注 1） C S分 析  

顧 客 に 満 足 を 感 じ さ せ る に は 、ど の 要 素 の 改 善 に 力 を 入 れ る べ き か を 調 査 す る 分

析 法 で あ る 。顧 客 の 満 足 度 に 関 す る 個 別 の 項 目 の 満 足 度 を 縦 軸 に 、重 要 度 を 横 軸 に

と り グ ラ フ 化 す る 。ど の 項 目 に 対 し て 改 善 努 力 を 重 点 的 に 配 分 す る か 、す な わ ち ど

の 箇 所 を 重 点 的 に 改 善 す べ き で あ る の か を 導 出 し て い く も の で あ る 。一 般 に 民 間 企

業 が マ ー ケ テ ィ ン グ の 一 環 と し て 活 用 す る 手 法 で 、自 社 の 製 品 ・ サ ー ビ ス に 対 す る

顧 客 の 評 価 と 満 足 の 度 合 い を 定 期 的 に 定 量 調 査 す る 顧 客 満 足 度 調 査 で あ り 、そ の 結

果 を 改 善 ・ 向 上 活 動 に 役 立 て て い る も の で あ る 。 樋 口 ら は 、 授 業 を サ ー ビ ス と し 受

講 生 を 顧 客 と と ら え る な ら ば ､授 業 改 善 過 程 は 顧 客 満 足 向 上 活 動 の 一 部 と 考 え る こ

と が で き る と し 、授 業 改 善 に お い て は 、こ の サ ー ビ ス の 主 た る 管 理 者 で あ る 授 業 者

は ､ P D C A の マ ネ ジ メ ン ト サ イ ク ル に も と づ き ､ 授 業 改 善 の 計 画 ( P ) と そ の 取 り 組 み

( D )を 実 施 し 、 そ れ に 対 し て 顧 客 満 足 度 調 査 ( C )を お こ な う こ と で ､さ ら に 満 足 度 を
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高 め る 次 な る 改 善 活 動 ( A )に つ な げ て い く こ と に な る ｡こ の よ う に ､授 業 評 価 は 次 な

る 改 善 段 階 に 活 用 さ れ て こ そ 意 味 が 出 て く る と 報 告 し て い る ( 1 2 ） ｡ま た 、 相 良 は 、

実 習 生 の 習 得 ．理 解 度 ア ン ケ ー ト に 市 場 調 査 分 析 ツ ー ル で あ る C S分 析 を 用 い た 場 合

に お い て も 具 体 的 に 改 善 項 目 を 抽 出 す る こ と が 可 能 で 有 用 な ツ ー ル で あ っ た 。と 述

べ て い る ( 1 6 ）。 渡 邉 は 、 看 護 師 の 労 働 問 題 分 野 に お い て 、 看 護 師 の 離 職 を 防 止 す る

た め の 改 善 項 目 に つ い て C S分 析 を 用 い て 検 討 し た 結 果 、優 先 し な け れ ば な ら な い 項

目 を 明 ら か に し た ( 1 7 ）。 ま た 、 三 池 は 、 C S分 析 に つ い て ､店 舗 経 営 や 企 業 経 営 ､商 品

開 発 に 関 す る マ ー ケ テ ィ ン グ 分 野 で 開 発 さ れ た デ ー タ 解 析 法 で あ り ､評 価 段 階 で 得

ら れ た 顧 客 満 足 度 調 査 デ ー タ か ら 顧 客 満 足 度 を 高 め る た め の 指 針 を 導 出 す る 上 で

有 効 な 解 析 法 で あ る ( 1 3 ）。 と 述 べ て い る 。  

① 満 足 度 偏 差 値 及 び 独 立 係 数 偏 差 値 の 求 め 方  

C S 分 析 で は 、 総 合 的 な 満 足 度 評 価 に 対 す る 各 評 価 項 目 の 満 足 度 の 水 準 を 見 る た

め に 、 5 段 階 評 価 を 数 値 化 （ 満 足 ＝ 5、・ ・ ・ 、 不 満 ＝ 1） し 、 偏 差 値 を 算 出 し た も

の で 、 こ れ を 「 満 足 度 偏 差 値 」 と 定 義 す る 。 次 に 各 評 価 項 目 の 満 足 度 と 総 合 評 価 と

の 相 関 係 数 を 算 出 す る 。 こ の 相 関 係 数 を 偏 差 値 化 し た も の を 「 独 立 係 数 偏 差 値 」 と

定 義 す る 。 満 足 度 偏 差 値 お よ び 独 立 係 数 偏 差 値 の 計 算 式 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

縦 軸 に 満 足 度 偏 差 値 、横 軸 に 独 立 係 数 偏 差 値 を と っ て 各 項 目 を プ ロ ッ ト し C Sグ ラ

フ を 作 成 す る 。 各 項 目 が 含 ま れ る 分 野 に よ っ て 、 改 善 の 必 要 の 有 無 や 、 重 要 性 を 把

握 す る た め の グ ラ フ で あ る 。 重 点 維 持 分 野 (満 足 度 偏 差 値 が 5 0以 上 、 独 立 係 数 偏 差
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値 が 5 0以 上 )は 、 顧 客 の 満 足 度 が 高 く 、 総 合 評 価 と の 相 関 が 強 い エ リ ア で あ る 。 適

切 な 対 応 が な さ れ て い る と 判 断 で き る こ と か ら 現 状 の 水 準 の 維 持 が 求 め ら れ る 分

野 で あ る 。重 要 度 も 高 く 、満 足 度 も 高 い 領 域 で あ り ､こ れ ま で 企 業 等 が 自 社 の 製 品 ・

サ ー ビ ス に 対 す る 顧 客 満 足 度 を 高 め る た め に お こ な っ て き た 努 力 の 蓄 積 で あ り ､い

わ ば “ 強 み ” に 相 当 す る 。 維 持 分 野 (満 足 度 偏 差 値 が 5 0以 上 、 独 立 係 数 偏 差 値 が 5 0

以 下 )は 、 顧 客 の 満 足 度 が 高 く 、 総 合 評 価 と の 相 関 が 弱 い エ リ ア で あ る 。 現 状 で 十

分 な 分 野 と さ れ 対 応 は 適 切 に な さ れ て い る と 判 断 で き る が 、過 剰 対 応 に 注 意 す べ き

分 野 で あ る 。 改 善 分 野 (満 足 度 偏 差 値 が 5 0以 下 、 独 立 係 数 偏 差 値 が 5 0以 下 )は 、 顧 客

満 足 度 が 低 く 、 総 合 評 価 と の 相 関 が 弱 い エ リ ア で あ る 。 満 足 度 は 低 い も の の ､重 要

度 も 高 く な い の で 、満 足 度 を 上 げ る 努 力 は す べ き で は あ る が 総 合 的 満 足 度 に お い て

は あ ま り 貢 献 し な い 分 野 と な る 。 重 点 改 善 分 野 (満 足 度 偏 差 値 が 5 0以 下 、 独 立 係 数

偏 差 値 が 5 0以 上 )は 、顧 客 の 満 足 度 が 低 く 、総 合 評 価 と の 相 関 が 強 い エ リ ア で あ る 。

顧 客 が 重 要 視 し て い る に も 関 わ ら ず 満 足 で き て い な い と 判 断 で き 、早 急 な 改 善 が 必

要 な 分 野 で あ る 。 重 要 度 が 高 く 、 満 足 度 が 低 い 領 域 で あ る の で ､こ こ に 位 置 す る 項

目 は い わ ば “ 弱 み ” で あ り 、  総 合 的 な 満 足 度 を 高 め る 上 で 最 優 先 に 改 善 す べ き 対

象 と な る （ 図 1）。 4つ の 象 限 の う ち 、「 重 点 改 善 分 野 」 は 、“ 顧 客 が 重 要 視 し て い る

に も 関 わ ら ず 満 足 で き て い な い 要 素 ”が 集 ま っ て い る 項 目 で あ り 、効 果 的 な C S分 析

向 上 を 図 る た め に は 、「 重 点 改 善 分 野 」 を 優 先 的 に 改 善 す れ ば 良 い と い う こ と に な

る ( 1 4 ）。  
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修 正 指 数 （ ｒ ） ＝  9 0 - 角 度 （ α ）  

9 0  

独立係数偏差値→

維持分野

重点改善分野改善分野

図1 CSグラフの概念

重点維持分野

←

満
足
度
偏
差
値

重要度 高

満足度 高

（50,50）

重要度 高

満足度 低

重要度 低

満足度 低

重要度 低

満足度 高

独立係数偏差値→

図２ 改善度指数の算出方法（角度）

←

満
足
度
偏
差
値

O（50,50）

B（20,80）

C（20,20） D（80,20）

A（80,80）

（x,y）
α

② 改 善 度 指 数 の 求 め 方  

改 善 度 指 数 は C S グ ラ フ に お け る プ ロ ッ ト 位 置 を 改 善 優 先 の 順 に 得 点 化 す る も の

で あ り 、 以 下 に よ り 算 出 す る 。  

( 1 )  各 指 標 の 点 O（ 5 0、 5 0） か ら の 距 離 を 次 の 式 で 算 出 す る 。  

 

( 2 )点 O か ら 点 D（ 8 0、 2 0） に 直 線 を 引 く 。    

( 3 )プ ロ ッ ト し た 各 指 標 と 原 点 を 結 ぶ 線 分 と 、2）で 引 い た 線 分 D の 角 度 を 求 め

る （ 図 2）。  

( 4 )上 記 ( 3 )で 求 め た 角 度 を α と し 、 次 の 式 で 修 正 指 数 （ ｒ ） を 算 出 す る 。  

 

 

( 5 )  ( 1 )距 離 と ( 4 )修 正 指 数 を か け た 値 が 改 善 度 指 数 と な る 。  
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注 2） 改 善 支 援 プ ロ グ ラ ム  

P B L は 、 P r o b l e m - b a s e d  l e a r n i n g の 略 で 、 問 題 解 決 型 学 習 で あ り 、 判 断 能 力 を 高

め る 主 体 的 学 習 と し て 、 医 学 教 育 な ど の 分 野 で 導 入 さ れ 、 日 本 で は 1 9 9 0 年 に 東 京

女 子 医 科 大 学 が 最 初 に 導 入 後 、 急 速 に 広 が り 2 0 0 4 年 度 の 全 国 調 査 で は 約 2 / 3 の 医

科 大 学 が 何 ら か の 形 で P B L 教 育 を 採 用 し て い る こ と が 報 告 さ れ て お り ( 1 5 ）、 学 習 上

の 一 定 の 効 果 な ら び に 成 果 が 明 ら か と さ れ 認 め ら れ て い る 。鶴 岡 ら は 、医 学 部 生 を

対 象 に 、 小 グ ル ー プ に よ る N B M（ n a r r a t i v e - b a s e d  m e d i c i n e） 実 習 を 試 み た 。 N B M

は 、「 患 者 の 病 の 物 語 を 傾 聴 し 、 そ の 意 味 を 理 解 し 、 対 応 す る こ と 」 と し 、 臨 床 に

お け る 物 語 の 重 要 性 を 認 識 さ せ 、 E B M ( e v i d e n c e - b a s e d  m e d i c i n e ）・ M C S ( m e d i c a l  

c o m m u n i c a t i o n  s k i l l )な ど 、 地 域 医 療 で 必 要 な ス キ ル の 理 解 を 深 め 知 識 を 総 括 す る

手 助 け と な っ て い る 。医 療 者 と し て の 自 分 と 他 者 へ の 気 づ き を 芽 生 え さ せ た こ と や 、

リ ア ル な シ ナ リ オ を 用 い た 小 グ ル ー プ に よ る 実 習 は 、学 生 の 気 づ き と 想 像 力 を 活 発

化 し 、 N B M 教 育 の 一 方 法 と し て 大 き な 可 能 性 を 持 つ 。 と 報 告 し て い る ( 1 6 ）。  

こ れ に 対 し 、 実 際 の 健 康 教 育 は 、 地 域 の 一 般 住 民 が 対 象 と な る た め 、 個 人 の 日 常

の 生 活 体 験 等 が 学 習 資 源 と な る 。従 っ て 、P B L を そ の ま ま 一 般 住 民 に 実 行 す る に は 、

困 難 で あ り 一 定 の 改 良 が 必 要 で あ る 。そ こ で 竹 森 ら は P B L を 基 に 健 康 教 室 に 参 加 す

る 住 民 の 一 人 ひ と り の 「 自 ら 学 ぶ 力 」 を 引 き 出 す よ う な 新 し い 教 育 モ デ ル と し て 、

「 シ ナ リ オ 学 習 方 式 」 を 開 発 し た 。 竹 森 ら が 開 発 し た T Y A 方 式 2 0 0 2 は 、 P B L 方 式

を 地 域 住 民 の 健 康 教 室 に 合 う よ う に 改 良 し た 新 し い 教 育 方 法 モ デ ル で 、継 続 的 な シ

ナ リ オ 学 習 と し 、 市 民 対 象 の 健 康 教 室 に 採 り 入 れ 成 果 を 上 げ て い る ( 1 7 - 2 0 ）。  
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注 3） 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド  

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド に お け る 先 行 研 究 は 、 数 多 く 有 り 、 平 光 ら は 、 食 事 バ ラ ン ス

ガ イ ド の 活 用 に つ い て 、一 般 者 を 対 象 に そ の 活 用 に 関 す る 認 知 度 と 理 解 度 に つ い て

調 査 し た 結 果 、 そ の 認 知 度 は 低 く ､「 ほ と ん ど 参 考 に し な い 」 が 7 6 . 9％ だ っ た が 、

コ マ 型 の イ ラ ス ト と 料 理 例 を 用 い た 演 習 を 行 っ た 後 は 、「 今 後 は 利 用 す る よ う に 心

が け た い 」と す る も の が 4 8 . 9 %に 増 加 し た こ と か ら 、演 習 は「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」

の 活 用 、 意 識 向 上 に 役 立 つ 。 と 述 べ て い る 。 ま た 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 を 対 象 に 行

っ た 調 査 に お い て は 、「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 は 、 栄 養 教 育 の 場 に は 使 用 す る が 、

給 食 に お け る 献 立 紹 介 の 場 で の 利 用 度 は 低 い と い う 実 態 な ど か ら 、対 象 者 の 理 解 度

向 上 に 向 け て 、前 述 の よ う な 演 習 を 効 果 的 に 活 用 す べ き だ と 考 察 し た ( 2 1 － 2 3 ）。一 方 、

「 食 育 推 進 基 本 計 画 」 ( 2 4 ） で は 、 平 成 2 2 年 度 ま で に 「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 等 を 参

考 に 食 生 活 を 送 っ て い る も の の 割 合 」 を 6 0％ 以 上 に す る と い う 目 標 を 設 定 し 、 さ

ま ざ ま な 場 で の 啓 発 普 及 が 進 め ら れ た 。 平 成 2 2 年 度  「『 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 』 認

知 及 び 参 考 度 に 関 す る 全 国 調 査 」（ 農 林 水 産 省 ） に お い て 、「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」

を「 内 容 を 含 め て 知 っ て い る 」は 、2 3 . 9％ 、「名 前 程 度 は 聞 い た こ と が あ る 」が 3 7 . 1％

で 、 両 者 の 合 計 で あ る 〈 認 知 し て い る 〉 は 、 6 1 . 0％ で あ り 、 6 0％ を 超 え 目 標 が 達 成

で き た と 評 価 さ れ た ( 2 5 ）。 一 方 で 認 知 は 広 が っ た も の の 、「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 を

参 考 に 食 生 活 を 送 っ て い る 人 は い ま だ 低 位 に 留 ま っ て い る こ と か ら 、今 後 の「 食 事

バ ラ ン ス ガ イ ド の 活 用 」の 実 践 を 促 す た め に は 、そ の 具 体 的 な 普 及 手 法 の 確 立 と と

も に 科 学 的 な 見 地 に 基 づ く 効 果 の 証 明 の 蓄 積 が 不 可 欠 と さ れ た ( 2 6 ）。  
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第 1 章  管 理 栄 養 士 養 成 に お け る「 給 食 経 営 管 理 」の 意 義・役 割  ～

特 に 「 危 機 管 理 」 を 中 心 と し て ～  

第 1 節  は じ め に  

 給 食 経 営 管 理 は 、 管 理 栄 養 士 養 成 に 不 可 欠 な 科 目 と し て 、 臨 床 栄

養 、 公 衆 栄 養 と と も に 実 践 の 学 問 と し て 極 め て 重 要 な 位 置 を 占 め て

お り 、学 生 の 臨 地 実 習 で は 、給 食 運 営 や 関 連 資 源 を 総 合 的 に 判 断 し 、

栄 養 面 、 安 全 面 経 済 面 全 般 の マ ネ ジ メ ン ト を 行 う 能 力 を 養 い 、 マ ー

ケ テ ィ ン グ の 原 理 や 応 用 に つ い て 理 解 す る と と も に 組 織 管 理 な ど の

マ ネ ジ メ ン ト の 基 本 的 な 考 え 方 や 方 法 を 修 得 す る こ と を 目 標 と し て

い る 。 こ の こ と か ら 、 給 食 経 営 管 理 に 関 す る 研 究 の 範 囲 は 、 特 定 給

食 施 設 に お け る 経 営 、人 事 、教 育 、運 営 、健 康 、栄 養 、臨 床 、福 祉 、

大 量 調 理 技 術 、 オ ペ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム 、 設 備 機 器 、 作 業 効 率 、 衛

生 管 理 、 大 量 調 理 科 学 、 衛 生 管 理 、 顧 客 管 理 や 環 境 汚 染 に 関 す る こ

と な ど 非 常 に 広 範 な 分 野 に わ た っ て い る 。 管 理 栄 養 士 を 養 成 し て い

く な か で 、 業 務 ・ 実 務 を よ り 科 学 的 に 考 察 す る こ と が 肝 要 で あ る 。  

介 護 保 険 法 や 診 療 報 酬 の 見 直 し な ど 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の 行 う

べ き 業 務 の 範 疇 が 、 対 象 者 の 栄 養 状 態 を 適 切 に 把 握 し て 栄 養 補 給 内

容 を 決 定 し 、 必 要 な 栄 養 教 育 を 行 う な ど 活 動 の 場 が よ り 広 範 囲 に 広

が っ て い る が 、 管 理 栄 養 士 が 行 う 栄 養 ケ ア プ ラ ン は 食 事 の 提 供 抜 き
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に は 考 え ら れ な い 。 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の 業 務 が 独 立 化 す る と と も

に 食 事 の 提 供 に と も な う マ ネ ジ メ ン ト は 、 ま す ま す 複 雑 化 、 多 様 化

し て い く と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の こ と か ら 斬 新 的 ・ 効 果 的 な 事 例 を

科 学 的 な 目 で 判 断 し た う え で 研 究 成 果 と し て ま と め て い く こ と を 目

的 に 、 「 給 食 経 営 管 理 」 に 特 化 し た 学 会 が 成 立 し た 。  

こ こ で は 、 「 給 食 経 営 管 理 」 の な か で 、 今 ま で ど の よ う な 議 論 が

な さ れ て き て 、 ど の よ う な 議 論 が 不 足 し て い る か を 明 確 に し 、 そ の

対 策 に つ い て 述 べ る 。  

 

第 2 節  給 食 経 営 管 理 分 野 の 現 状  

(1） 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 の 設 立 ま で の 経 緯  

「 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 」 は 、 2004 年 10 月 に 開 催 さ れ た 第 51 回

日 本 栄 養 改 善 学 会 学 術 総 会 第 1 日 目 の 関 連 集 会 ・ 自 由 集 会 に お い て

太 田 、松 崎 、福 井 ら 11 名 が 発 起 人 と な り 、健 康 増 進 を 目 的 と す る 給

食 に 関 わ る 学 問 領 域 、理 論 及 び 技 術 を 給 食 経 営 管 理 と し て 体 系 化 し 、

学 際 的 、 実 践 的 研 究 を 促 進 、 知 識 の 交 換 、 情 報 の 提 供 を 行 う こ と に

よ り 、 給 食 経 営 の 進 歩 を 図 り 、 も っ て 国 民 の 健 康 増 進 に 寄 与 す る こ

と を 目 的 と し 「 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 」 の 設 立 の 準 備 と 今 後 の 活 動

予 定 が 示 さ れ た 。本 集 会 で は 、「 給 食 経 営 管 理 の 研 究 領 域 と 方 向 性 」
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と 題 し て 話 題 提 供 が 行 わ れ た 。 内 容 は 、 話 題 提 供 １ と し て 、 ① 太 田

に よ る「 我 が 国 に お け る 教 育・研 究 領 域 の 現 状 」、② 石 田 に よ る「 わ

が 国 の 給 食 経 営 管 理 の 研 究 状 況 -学 会 に お け る 研 究 発 表 の 分 析 － 」 、

③ 照 井 に よ る 「 米 国 に お け る 教 育 、 研 究 動 向 」 、 ④ 荒 井 に よ る 「 今

後 の 研 究 教 育 領 域 へ の 期 待 」 。 話 題 提 供 ２ と し て 福 井 に よ る 「 医 療

施 設 に お け る 給 食 経 営 管 理 ～ 栄 養 士 業 務 に お け る 経 営 管 理 手 法 を 求

め て ～ 」 、 話 題 提 供 ３ と し て 鈴 木 に よ る 「 コ ン ト ラ ク ト フ ー ド サ ー

ビ ス の 立 場 か ら 」 が 発 表 さ れ た 。 話 題 １ 、 ２ は 管 理 栄 養 士 養 成 施 設

の 教 員 、 話 題 ３ は 、 受 託 会 社 提 供 だ っ た 。 そ の 後 、 養 成 施 設 で の 給

食 経 営 管 理 領 域 の 授 業 展 開 に つ い て 自 由 討 論 が 行 わ れ た 。  

こ こ で は 、 本 研 究 に 関 わ る 話 題 提 供 １ ② 石 田 に よ る 「 わ が 国 の 給

食 経 営 管 理 の 研 究 状 況 -学 会 に お け る 研 究 発 表 の 分 析 －（ 2003）」に

つ い て 示 す （ 図 Ⅰ -１ ） 。 第 51 回 日 本 栄 養 改 善 学 会 学 術 総 会 で の 発

表 演 題 数 の う ち 給 食 経 営 管 理 に 関 わ る 94 題 を 示 し た も の で あ る 。そ

の 分 類 は 、 当 時 の 管 理 栄 養 士 国 家 試 験 の ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ て 行 わ

れ て お り 、 内 容 は  給 食 の 概 念 と し て 、 海 外 に お け る コ ン ト ラ ク ト

シ ス テ ム の 動 向 に つ い て 、 1 演 題 、 給 食 に お け る 経 営 管 理 と し て 給

食 施 設 の 評 価 な ど 3 演 題 、 給 食 に お け る 栄 養 ・ 食 事 管 理 と し て 、 自

己 栄 養 を 目 指 し た 評 価 シ ス テ ム 、 給 食 管 理 実 習 な ど の 運 営 、 献 立 の

分 析 な ど 19 演 題 、給 食 の 組 織・人 事 管 理 と し て 校 外 実 習 に お け る 大
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量 調 理 の 労 作 強 度 な ど 2 演 題 、 施 設 ・ 設 備 管 理 と し て 、 設 備 機 器 の

レ イ ア ウ ト な ど ２ 演 題 、 給 食 の 生 産 （ 調 理 ） 管 理 と し て 、 食 材 の 流

通 と 購 買 、大 量 調 理 の 生 産 管 理 、安 全・衛 生 管 理 な ど 29 演 題 、給 食

の 品 質 管 理 と し て 、ISO 認 証 取 得 、給 食 管 理 実 習 で の 品 質 保 証 な ど 3

演 題 、 給 食 の 情 報 処 理 ・ 管 理 と し て 、 電 子 カ ル テ に 伴 う オ オ ー ダ リ

ン グ シ ス テ ム な ど 2 演 題 、 事 故 ・ 災 害 対 策 と し て 、 災 害 時 に 対 す る

病 院 の 体 制 と 非 常 食 の 実 態 に つ い て 1 演 題 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 介 護

に お け る 給 食 の 位 置 づ け と 給 食 経 営 と し て 、 病 院 給 食 施 設 の 経 営 シ

ス テ ム 、高 齢 者 に 対 す る 配 食 サ ー ビ ス ､真 空 調 理 が 軟 食 に 適 す る 一 因

な ど 12 演 題 、 そ の 他 と し て 、 給 食 の 食 品 お よ び 食 材 料 な ど 20 演 題

だ っ た 。こ こ で は 、給 食 の 会 計・原 価 管 理 は 演 題 が な く ､事 故・災 害

対 策 と と も に 、 今 後 、 議 論 を 深 め て い く 必 要 が あ る こ と が 示 唆 さ れ

た 。  

給 食 経 営 管 理 の 研 究 状 況 は 、 給 食 経 営 を 系 統 的 に 綴 っ た 書 物 も 少

な く 、 ス キ ル ア ッ プ の た め の 勉 強 の 場 も な か な か 得 ら れ な い 状 態 で

あ る 。一 方 で 、現 状 は 、管 理 栄 養 士 に 関 す る 社 会 の 受 け 止 め 方 も 様 々

で あ り 、 こ と に 近 年 コ ン ト ラ ク ト 化 が 進 み 、 経 営 の 効 率 化 が 要 求 さ

れ る な か で 、管 理 栄 養 士 の 経 営 感 覚 、管 理 能 力 が 問 わ れ て い る（ 2 ）。  

そ こ で 給 食 経 営 管 理 の 体 系 化 と 研 究 の 促 進 、 情 報 交 換 な ど を 目 的

に 「 ① 学 術 総 会 な ど の 開 催 、 ② 機 関 紙 お よ び 出 版 物 の 刊 行 、 ③ 給 食
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経 営 管 理 に 関 す る 研 究 お よ び 調 査 、 ④ 国 内 外 の 関 係 学 術 団 体 と の 交

流 及 び 連 携 、 ⑤ 研 究 支 援 、 研 究 活 動 の 助 成 、 研 究 業 績 の 表 彰 、 ⑥ 健

康 栄 養 政 策 へ の 協 力 、⑦ そ の 他 本 会 の 目 的 達 成 の た め に 必 要 な 事 業 」

を 進 め る こ と と し ､2007 年 11 月 23 日  日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 設 立 総

会 が 開 催 さ れ た 。  

 

第 3 節 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 の 現 状  

（ 1) 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 学 術 総 会  

表 Ⅰ -１ に 、2005 年 第 1 回 か ら 2013 年 第 9 回 の 日 本 給 食 経 営 管 理

学 会 学 術 総 会 の プ ロ グ ラ ム （ テ ー マ ・ 開 催 地 ・ 講 演 内 容 ） を 、 表 Ⅰ

-2 に 、 一 般 演 題 発 表 を ま と め た 。 ま た 、 図 Ⅰ -2 及 び 表 Ⅰ -3 に 一 般

演 題 発 表 件 数 の 推 移 を 示 し た 。  

第 1 回 (2005)は 、給 食 経 営 管 理 学 会 創 立 の た め 尽 力 し た 理 事 等 が 、

基 調 講 演 、 特 別 講 演 を 行 い 、 給 食 に つ い て の 現 状 と こ れ か ら の 課 題

に つ い て 論 じ た 。 会 員 数 は 、 当 初 予 定 の 100 名 を 遥 か に 超 え る 260

名 が 登 録 し て お り 、 よ り 専 門 性 の あ る 学 会 の 創 立 を 待 ち 受 け て い た

結 果 と 考 え る が 、 会 員 の ほ と ん ど が 、 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 の 養 成 施

設 、 給 食 に 関 す る 授 業 担 当 教 員 で あ り 、 実 際 に 給 食 施 設 を 運 営 し て

い る 栄 養 士・管 理 栄 養 士 や 受 託 会 社 の 担 当 者 の 会 員 数 は 少 な か っ た 。
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こ の こ と は 、 今 後 の 会 の 運 営 が 、 養 成 に 特 化 さ れ る 可 能 性 が あ り 、

懸 念 さ れ る 課 題 で あ る と 考 え た 。 基 調 講 演 は 、 厚 生 年 金 事 業 振 興 財

団 常 務 理 事  松 崎 氏 で あ り 、医 療 制 度 改 革 は 、医 療 施 設 の 経 営 に 大 き

な 衝 撃 を 受 け 、 そ の あ お り を 受 け る の は 給 食 部 門 で あ る と し 、 そ の

上 で 食 事 サ ー ビ ス の 質 の 維 持 向 上 に お け る 様 々 な 問 題 点 を 指 摘 し た 。

教 育 講 演 で は 、 日 経 BP 企 画 ・ 企 業 IR 出 版 室 長 加 藤 氏 が 、 「 今 後 も

成 長 す る 中 食 ※ １ 分 野 で 栄 養 管 理 や 給 食 経 営 管 理 の セ ン ス が 求 め ら

れ 、 そ の 際 こ の よ う な 能 力 を 持 っ た 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 は 、 中 食 分

野 で の 雇 用 機 会 が 生 ま れ る で あ ろ う 。 」 と 述 べ た 。  

第 2 回 (2006)の 教 育 講 演 に お い て 、 東 京 衛 生 病 院 の 岩 井 氏 は 、 管

理 栄 養 士 養 成 で は 、 多 く の 問 題 点 を 抱 え て お り 、 と り わ け 臨 床 業 務

の 経 験 者 や 給 食 経 営 管 理 の 有 識 者 や 経 験 者 が 不 足 し て お り 、 学 問 の

体 系 が 著 し く 遅 れ て い る こ と を 挙 げ 、 教 育 の 一 助 と し て ア メ リ カ の

養 成 教 育 に つ い て 紹 介 し た 。 基 調 講 演 で 、 株 式 会 社 グ リ ー ン ハ ウ ス  

田 沼 氏 は 、 我 が 国 の 食 （ 内 ・ 中 ・ 外 食 ） 市 場 を 巡 る 競 争 の 熾 烈 化 と

フ ー ド ビ ジ ネ ス が 抱 え る 課 題 か ら 、 「 重 い 課 題 を 先 取 り し て ビ ジ ネ

ス チ ャ ン ス に し て い く こ と こ そ コ ン ト ラ ク ト サ ー ビ ス 企 業 の あ る べ

き 姿 」と 述 べ た 。一 般 演 題 発 表 は 、こ の 回 か ら 行 わ れ 、管 理 栄 養 士 ・

栄 養 士 の 養 成 と し て の 給 食 経 営 管 理 実 習 に つ い て な ど 17 題 が 発 表

さ れ た 。 参 加 者 は 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 養 成 校 、 医 療 ・ 福 祉 関 係 、
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コ ン ト ラ ク ト フ ー ド サ ー ビ ス 企 業 、 食 関 連 企 業 な ど で 420 名 と 大 盛

況 で あ っ た 。 本 学 会 は 、 教 育 ・ 養 成 と 実 務 を 結 ぶ 貴 重 な 学 会 で あ る

と し 、 プ ロ グ ラ ム が 非 常 に タ イ ト に な る た め 次 回 か ら は 2 日 間 の 開

催 を す る こ と を 表 明 し た 。  

 第 3 回 (2007)の 基 調 講 演 に お い て 西 洋 フ ー ド ・ コ ン パ ス グ ル ー

プ 株 式 会 社 幸 島 氏 は 、 給 食 に つ い て 「 囲 い 込 ん だ 顧 客 を 対 象 と す る

ビ ジ ネ ス で あ り 、従 来 は ､利 用 者 の 栄 養 補 給 が 最 も 重 要 な 役 割 で あ り

安 く て 栄 養 が 十 分 に と れ て い れ ば そ れ で よ し 、と 捉 え ら れ て い た が 、

一 般 飲 食 に 比 べ る と 経 営 の 安 定 性 は 高 い と 考 え ら れ て い た 。 外 食 消

費 が 多 様 化 し ､街 の レ ス ト ラ ン や コ ン ビ ニ ス ト ア も 安 く て 美 味 し い

食 を 提 供 す る 中 で ､例 え ば 社 員 食 堂 に も た の し く お い し く 料 理 を 提

供 す る リ フ レ ッ シ ュ 空 間 と し て の 役 割 が 求 め ら れ 、 病 院 や 学 校 で も

食 の 楽 し さ の 実 現 が 重 視 さ れ る よ う に な っ て き た 。さ ら に ､給 食 は 特

定 多 数 利 用 者 へ の 日 常 食 の 提 供 で あ る こ と か ら 食 の 健 康 ・ 安 全 ・ 安

心 の 対 応 が 一 般 レ ス ト ラ ン 以 上 に 追 求 さ れ て く る 。 関 係 者 の 専 門

性 ・ 技 術 と ホ ス ピ タ リ テ ィ に プ ラ イ ド ・ 自 覚 を も つ こ と を あ ら た め

て 求 め る 。」と 述 べ た 。ま た 、特 別 講 演 で 太 田 は ､学 会 に お い て 用 語

の 共 有 化 に つ い て 検 討 す る こ と を 提 言 し た 。 一 般 演 題 発 表 で は 、 2

回 学 会 同 様 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の 養 成 と し て の 給 食 経 営 管 理 実 習

に お け る 経 営 管 理 が 中 心 で 有 り 、 給 食 シ ス テ ム と し て 「 施 設 外 調 理
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委 託 方 式 に よ る 保 育 所 給 食 の 実 態 と シ ス テ ム 提 案  第 1 報  学 校 給 食

セ ン タ ー を 利 用 し た 保 育 所 給 食 の 実 態 」な ど 、口 頭 発 表 10 題 、示 説

発 表 20 題 だ っ た 。参 加 数 は 公 表 さ れ て い な い が ､200 7 年 の 会 員 数 は

342 名 と 発 表 し て い る 。  

第 4 回 (20 08)の 基 調 講 演 に お い て 、信 州 大 学 経 営 大 学 院  茂 木 氏 は 、

「 給 食 も レ ス ト ラ ン も 特 定 多 数 を 中 心 的 顧 客 と し て い る と い う 点 で

共 通 し て お り ､顧 客 満 足 を 得 る こ と が 重 要 で あ る 。」と 述 べ た 。ま た 、

特 別 講 演 で 、 落 語 家 ・ 大 阪 青 山 大 学 健 康 こ ど も 学 科  客 員 教 授  桂 氏

は ､「 笑 い は 緊 張 の 緩 和 で あ り 、ア ド リ ブ は そ の 場 の 思 い つ き で は な

く ､危 機 管 理 と し て の 方 途 で あ り 頭 の 中 の 引 き 出 し を そ の 場 に 応 じ

て 開 け る こ と 、 そ の た め に 常 日 頃 頭 の 中 の 引 き 出 し を 整 理 す る 十 分

な 準 備 、 情 報 収 集 が 必 要 で あ る 。 」 と 述 べ た 。 一 般 演 題 発 表 は 、 口

頭 発 表 が 12 題 、 示 説 発 表 33 題 で あ り 、 発 表 内 容 は 、 作 業 効 率 や 、

給 食 の 安 全 ・ 品 質 保 障 や 、 作 業 ・ メ ニ ュ ー 分 析 を 中 心 と し 、 こ こ で

は 、 「 給 食 に お け る 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 食 の 導 入 に お け る リ ス ク マ

ネ ジ メ ン ト に 関 す る 研 究 」 、 「 給 食 施 設 の 危 機 管 理 に 関 す る 実 態 と

課 題 」、「 給 食 施 設 の 災 害 に 備 え て の 対 応 と 対 策 -熊 本 県 に お け る 高

齢 者 福 祉 施 設 の 場 合 -」な ど 危 機 管 理 と い う 分 類 に 関 す る 演 題 が 本 学

会 に お い て 初 め て 論 じ ら れ た 。 参 加 登 録 は 221 名 だ っ た 。  
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第 5 回 (2009)の 基 調 講 演 に お い て 、HCC ヘ ル ス ケ ア・コ ミ ッ テ ィ 株

式 会 社  古 井 氏 は 、 2008 年 4 月 よ り 新 制 度 と し て 法 制 化 さ れ た 特 定

健 診 制 度 に つ い て 、 「 給 食 施 設 に は 、 従 来 の 業 務 に 加 え 、 利 用 者 へ

の 健 康 情 報 の 提 供 や 意 識 啓 発 の 役 割 が 期 待 さ れ ､質 の 高 い サ ー ビ ス

提 供 が ミ ッ シ ョ ン で あ る 。 」 と 述 べ た 。 ま た 、 殿 塚 氏 は 、 会 頭 講 演

と し 、給 食 の 調 理 環 境 20 年 間 の 変 化 に つ い て 述 べ 、「 給 食 の 経 営 ・

管 理 と し て 生 産 性 の 効 率 を 踏 ま え ､品 質 管 理 を 目 標 に 取 り 組 ま な け

れ ば な ら な い 課 題 は 山 積 し て い る 。 こ れ ら の 課 題 は 、 給 食 施 設 の 現

場 と 栄 養 士 養 成 施 設 の 研 究 者 等 に よ っ て 研 究 計 画 を 共 有 し 、 現 場 で

活 躍 す る 管 理 栄 養 士・栄 養 士 、ま た 養 成 施 設 の 学 生 に 伝 え る こ と は 、

本 学 会 の 役 割 の 一 つ で あ る 。 」 と 力 説 し た 。 一 般 演 題 発 表 は 、 口 頭

発 表 が 9 題 、示 説 発 表 23 題 で あ り 、管 理 栄 養 士・栄 養 士 の 養 成 と し

て の 給 食 経 営 管 理 実 習 に お け る 経 営 管 理 を 中 心 に 給 食 シ ス テ ム に 関

す る 演 題 が 取 り 上 げ ら れ た 。 会 場 の 女 子 栄 養 大 学 は 、 栄 養 士 ・ 管 理

栄 養 士 養 成 の 中 枢 で あ り 、給 食 経 営 管 理 分 野 に お い て も ､中 心 と な る

研 究 者 が 多 数 い る こ と か ら 、 会 員 等 は 期 待 と 目 的 を 持 ち 参 加 し た こ

と が 窺 え た 。  

 第 6 回 (2010)は 、 教 育 講 演 に お い て 、 滋 賀 県 立 大 学 人 間 文 化 学 部  

柴 田 氏 は 、「 食 事 摂 取 基 準 2010 年 版 」の 、そ の 活 用 に つ い て 述 べ た 。

氏 は 、食 事 摂 取 基 準 設 定 に 関 わ っ て お り 、策 定 委 員 で あ る こ と か ら 、
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栄 養 素 欠 乏 に よ っ て 起 こ る 病 気 や 、 ビ タ ミ ン 不 足 の 献 立 例 な ど 、 食

事 摂 取 基 準 の 特 定 給 食 施 設 へ の 活 用 法 に つ い て 解 説 し た 。 ま た 、 シ

ン ポ ジ ウ ム Ⅱ で は 、 喫 食 者 の 満 足 度 ・ 栄 養 の 充 足 度 と 経 営 管 理 の あ

り 方 に つ い て 、岐 阜 大 学 医 学 部 附 属 病 院 栄 養 管 理 室  田 村 氏 の 基 調 講

演 に つ づ き ､企 業 に お け る 経 営 戦 略 と 商 品 戦 略 の あ り 方 、 喫 食 率

100%を 目 指 し た 取 り 組 み 、 個 人 の 摂 食 嚥 下 機 能 お よ び 嗜 好 を 考 慮 し

た 食 事 作 り の 工 夫 に つ い て 、 議 論 さ れ た 。 一 般 演 題 発 表 は 、 口 頭 発

表 が 7 題 、示 説 発 表 29 題 で あ り 、「 大 量 調 理 操 作 時 に お け る 動 作 強

度 の 検 討 」 や 「 給 食 施 設 に お け る 盛 付 作 業 時 間 と 作 業 精 度 の 検 討 」

な ど 給 食 の 生 産 管 理 に つ い て の 演 題 が 取 り 上 げ ら れ た 。 参 加 者 は 、

169 名 と 今 ま で の 中 で 最 少 人 数 だ っ た が 、 発 表 演 題 数 は 、 少 な く な

い こ と か ら 、 学 術 総 会 に 参 加 す る 会 員 は 、 発 表 を 目 的 と し て お り 、

開 催 場 所 に 関 係 な く 参 加 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 第 7 回 (2011)は 、 特 別 講 演 に お い て 女 子 栄 養 大 学  石 田 氏 に よ り 、

管 理 栄 養 士 国 家 試 験 の 新 ガ イ ド ラ イ ン に つ い て の 情 報 提 供 が あ り 、

給 食 経 営 管 理 分 野 に お け る ガ イ ド ラ イ ン の 項 目 に つ い て 改 正 点 を 取

り 上 げ 、 「 管 理 栄 養 士 の 質 的 向 上 の た め 教 育 の 在 り 方 を 常 に 検 討 す

る 必 要 が あ る 。 」 と 述 べ た 。 ま た 、 ミ ニ シ ン ポ ジ ウ ム は 、 被 災 地 に

ボ ラ ン テ ィ ア と し て 数 度 訪 れ た 経 験 を 持 つ 港 区 み な と 保 健 所 管 理 栄

養 士  加 藤 氏 を 座 長 に 、東 日 本 大 震 災 を 経 験 し た 4 人 の シ ン ポ ジ ス ト
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が 、 食 料 供 給 拠 点 と し て の セ ン ト ラ ル キ ッ チ ン の 活 用 の 可 能 性 と 課

題 、 食 材 料 の 調 達 、 提 供 数 の 変 動 な ど 困 窮 す る 災 害 時 に お け る 食 の

支 援 の 在 り 方 に つ い て 言 及 し た 。 こ の こ と は 、 給 食 施 設 の 運 営 上 ､

今 後 の 大 き な 課 題 と な る こ と が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に  本 学 会 に

お い て の 初 め て の 研 究 助 成 で あ る 「 調 理 後 の 温 度 低 下 コ ン ト ロ ー ル

の 基 礎 的 研 究 」 お よ び 「 給 食 の 運 営 ・ 給 食 経 営 管 理 に 関 連 す る 実 習

の 教 育 カ リ キ ュ ラ ム の 検 討 」の 演 題 発 表 が あ っ た 。一 般 演 題 発 表 は 、

口 頭 発 表 が 10 題 、 示 説 発 表 39 題 で あ り 、 こ れ ま で 、 給 食 経 営 管 理

に お い て の 議 論 は ､ほ と ん ど が 養 成 校 の 人 材 育 成 と し て の 演 題 が 多

く あ っ た が 、 「 介 護 老 人 福 祉 施 設 に お け る 水 光 熱 使 用 比 率 」 、 「 給

食 施 設 に お け る 電 力 消 費 に 関 す る 調 査 」 、 「 給 食 材 料 費 に つ い て 考

え る （ 第 1 報 ） ～ 経 費 に 対 す る 意 識 調 査 ～ 」 な ど 現 場 の 管 理 栄 養 士

に よ る 経 営 管 理 に 関 す る 演 題 が み ら れ た 。 参 加 登 録 は 、 240 名 だ っ

た 。 な お 、 第 3 お よ び 4 回 で 討 議 さ れ て い た 「 給 食 経 営 管 理 用 語 辞

典 」が ､2011 年 11 月 に 本 会 の 監 修 に よ り 発 刊 さ れ 、設 立 の 目 的 で あ

る 給 食 経 営 管 理 の 体 系 化 の 一 つ と な り 、 今 後 の 栄 養 士 管 理 栄 養 士 の

養 成 給 食 の 運 営 に 役 立 つ こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 第 8 回 (2012)は 、 会 頭 特 別 基 調 講 演 に お い て 、 岐 阜 大 学 医 学 部 附

属 病 院 栄 養 管 理 室  田 村 氏 は 、糖 尿 病 と 栄 養 経 済 に つ い て 、生 活 習 慣

病 で あ る 糖 尿 病 治 療 の 現 状 と 医 療 費 の 関 係 、 ま た そ の 改 善 向 け て の
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取 り 組 み を ､栄 養 管 理 の 視 点 か ら み た 経 済 に つ い て 講 じ た 。教 育 講 演

1 に お い て 、公 益 法 人 日 本 メ デ ィ カ ル 給 食 協 会  西 脇 氏 は 、「 日 本 の

給 食 マ ー ケ ッ ト は 、 こ こ 数 年 微 減 状 況 に あ り 、 給 食 事 業 を 営 む 業 者

は 、2,000～ 3,000 あ る と 言 わ れ て い る 中 、大 手 10 社 の シ ェ ア は ､約

20％ で あ り 、年 商 100 億 円 を 超 え る 事 業 者 は 、19 社 し か な い 。い か

に 小 規 模 の 事 業 者 が 多 い か 。 」 と 述 べ 、 さ ら に 給 食 の 存 在 意 義 の 変

化 に つ い て 、 消 費 者 の 様 々 な ニ ー ズ に 答 え 、 給 食 事 業 を 継 続 す る た

め の 多 く の 課 題 に つ い て 述 べ た 。 教 育 講 演 2 は 、 「 災 害 時 の 対 応 に

つ い て 」で あ り 、愛 知 県 栄 養 士 会  浅 田 氏 は 、災 害 支 援 活 動 に 派 遣 さ

れ ､被 災 者 の 給 食 調 理 に つ い て 、 救 援 物 資 の 在 り 方 を 中 心 に ､被 災 地

で の 生 の 声 を 報 告 し た 。 研 究 助 成 発 表 で は 、 「 東 日 本 大 震 災 に お け

る 小 規 模 の 給 食 施 設 運 営 の 問 題 点 に 関 す る 研 究 」に お い て ､松 月 ら は 、

給 食 運 営 形 態 の 異 な る 小 規 模 の 医 療 ・ 介 護 施 設 の 食 事 提 供 の 問 題 点

を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 、16 施 設 に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 行 っ た

結 果 、 小 規 模 の 給 食 施 設 で は 、 1 週 間 持 ち こ た え る こ と を 前 提 に 、

施 設 の 特 性 に 応 じ た 災 害 対 策 を 講 じ る こ と の 重 要 性 を 述 べ た 。 一 般

演 題 発 表 は 、 口 頭 発 表 が 10 題 、 示 説 発 表 60 題 で あ り 、 内 容 に つ い

て は 、 例 年 多 く 議 論 さ れ て い る 養 成 を 中 心 と し た 給 食 経 営 管 理 に 関

す る 演 題 と と も に 、 「 T 市 保 育 園 に お け る 食 物 ア レ ル ギ ー の 実 態 と

今 後 の 課 題 」 、 「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に お け る 全 粥 の 品 質 管 理 に 影
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響 す る 要 因 の 検 討 」 な ど 利 用 者 の ア セ ス メ ン ト に 関 す る 給 食 施 設 栄

養 管 理 ・ 食 事 管 理 に 分 類 さ れ る 演 題 が 多 か っ た 。 参 加 者 は 、 226 名

で あ り 、 参 加 者 の 1/3 以 上 が ､演 題 発 表 や 会 の 運 営 に 関 わ っ て い た 。

開 催 地 が 名 古 屋 で あ り 、 都 道 府 県 別 で 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 養 成 校 が

最 も 多 い 地 域 で あ る （ １ ） こ と か ら 、 日 本 栄 養 改 善 学 会 と と も に ､日

本 給 食 経 営 管 理 学 会 の 会 員 が 、関 東 に 次 ぎ 多 く ､今 後 栄 養 士・管 理 栄

養 士 の 在 り 方 に つ い て 、 中 枢 を 担 う べ き 地 域 で あ る こ と が 示 唆 さ れ

た 。  

 第 9 回 (2013)は 、教 育 講 演 1 に お い て 、国 立 病 院 機 構 相 模 原 病 院  臨

床 研 究 セ ン タ ー  林 氏 は 、特 定 給 食 施 設 の 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 に つ い

て 、 病 院 、 学 校 お よ び 保 育 所 の 給 食 現 場 で 誤 食 防 止 に つ い て 述 べ 、

食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 を 適 切 に 行 う た め に は 、食 物 ア レ ル ギ ー の 診 療 、

疫 学 、 表 情 な ど の 最 新 情 報 を 習 得 し て お く こ と が 基 本 で あ る こ と を

確 認 し た 。ま た 、教 育 講 演 2 で は 、亀 田 ク リ ニ ッ ク  亀 田 氏 に よ り 顧

客 サ ー ビ ス と 経 営 戦 略 に つ い て 、 「 病 院 は 船 旅 で あ り 、 そ こ で 全 て

の こ と が 出 来 る こ と が 必 要 で ､入 院 中 の 生 活 サ ー ビ ス に お け る コ ア

サ ー ビ ス を ホ ー ム ラ イ ク と 位 置 づ け 取 り 組 ん で い る 。 」 こ と を 紹 介

し た 。  

 本 学 会 に お け る 初 の 文 化 講 演 と し て 、庄 内 イ タ リ ア ン  ア ル・ケ ッ

チ ャ ー ノ  オ ー ナ ー シ ェ フ  奥 田 氏 が 、 食 に 携 わ る 方 へ の メ ー セ ー ジ
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と し 、 自 ら の 経 験 談 を 中 心 に 、 そ の 活 動 内 容 を 述 べ た 。 ま た 、 奥 野

氏 ら が 出 演 し て い る 在 来 作 物 と 種 を 守 り 継 ぐ 人 々 の 物 語 「 蘇 り の レ

シ ピ 」が 上 映 さ れ た 。一 般 演 題 発 表 は 、口 頭 発 表 が 15 題 、示 説 発 表

54 題 で あ り 、口 頭 発 表 の 演 題 数 は 、過 去 最 高 で あ っ た 。「 社 員 食 堂

に お け る ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン ア プ ロ ー チ の 効 果 に つ い て の 検 討 」、「 管

理 栄 養 士 の 地 域 へ の ア プ ロ ー チ と し て の 「 給 食 （ 配 食 サ ー ビ ス ） 」

の 可 能 性 を 考 え る 」 な ど の 今 ま で 出 現 が 少 な か っ た 外 食 産 業 ・ 給 食

デ リ バ リ ー サ ー ビ ス の 分 野 が 、 演 題 と し て 上 が っ て い た 。 参 加 数 は

公 表 さ れ て い な い が ､2013 年 の 会 員 数 は 494 名 と 発 表 し て い る 。  

 

（ 2)  日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 誌 に お い て 掲 載 さ れ て い る 論 文 等  

表 Ⅰ -3 は 、2007 年 発 刊 の 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 誌 Vol. 1 N o 1 . 2 0 0 6

か ら Vol. 7 N o . 2  2 0 1 3 掲 載 の 報 文 、 研 究 ノ ー ト 、 実 践 報 告 等 タ イ ト

ル の 一 覧 で あ る 。論 文 に 該 当 す る も の は 、総 説 が 3 題 、報 文 が 9 題 、

研 究 ノ ー ト が 11 題 、資 料 9 題 、実 践 報 告 3 題 、研 究 ひ ろ ば 2 題 、事

例 紹 介 2 題 の 計 39 題 で あ っ た 。内 容 に つ い て「 管 理 栄 養 士 養 成 課 程

に お け る モ デ ル カ リ キ ュ ラ ム 」 に お け る 9 項 目 に 振 り 分 け 、 図 Ⅰ -3

に 示 し た 。  
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（ 3） そ の 他  

日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 で は 、 学 術 総 会 年 1 回 、 学 会 誌 の 発 行 年 ２

回 、 ニ ュ ー ズ レ タ ー 年 2 回 、 研 修 会 年 2 回 、 そ の 他 役 員 会 、 委 員 会

の 事 業 を 行 っ て い る 。  

 

第 4 節  ま と め  

 2007 年 11 月 に 設 立 さ れ た 「 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 」 は 、 健 康 増

進 を 目 的 と す る 給 食 に 関 わ る 学 問 領 域 、 理 論 お よ び 技 術 を 給 食 経 営

管 理 と し て 体 系 化 し 、 学 際 的 、 実 践 的 研 究 を 促 進 、 知 識 の 交 換 、 情

報 の 提 供 を 行 う こ と に よ り ､給 食 経 営 の 進 歩 を 図 り 、も っ て 国 民 の 健

康 増 進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し 、 1） 学 術 集 会 な ど の 開 催 、 2） 機

関 誌 お よ び 出 版 物 の 刊 行 、3）給 食 経 営 管 理 に 関 す る 研 究 お よ び 調 査 、

4）国 内 外 の 関 係 学 術 団 体 と の 交 流 お よ び 連 携 、5）研 究 支 援 、6）健

康・栄 養 政 策 へ の 協 力 、7）そ の 他 本 会 の 目 的 達 成 の た め に 必 要 な 事

業 を 執 り 行 っ て き た 。 こ の 間 給 食 経 営 管 理 を 中 心 と し て 、 様 々 な 議

論 が 展 開 さ れ て き た 。 事 業 内 容 も 、 そ の 目 的 に 沿 い 執 行 さ れ て き て

い る 。会 員 数 は 、500 人 に 迫 り ､そ の 事 業 は 充 実 し 今 後 ま す ま す の 発

展 が 期 待 さ れ る 。  

一 方 で 、 会 員 の ほ と ん ど は 、 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 養 成 校 の 教 員 が

占 め 、平 成 25 年 9 月 現 在 、給 食 経 営 管 理 学 会 会 員 494 名 の う ち 評 議
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員 は 、 117 名 で 有 り 、 そ の う ち 養 成 施 設 の 教 員 は 、 85％ を 占 め る 。

設 立 時 よ り 、 実 際 に 給 食 施 設 を 運 営 し て い る 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 や

受 託 会 社 の 担 当 者 の 会 員 は 少 な く そ の 課 題 は 解 決 で き て い な い 。 殿

塚 は 、 「 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 課 題 は 山 積 し て お り 、 給 食 施 設

の 現 場 と 栄 養 士 養 成 施 設 の 研 究 者 等 に よ っ て 、 研 究 計 画 を 共 有 し 現

場 で 活 躍 す る 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 、 ま た 養 成 施 設 の 学 生 に 伝 え る こ

と は 、 本 学 会 の 役 割 の 一 つ で あ る 。 」 と 述 べ て お り 、 本 会 が よ り 現

実 的 で 有 意 義 な 運 営 を す る た め に は 、 現 場 に 目 を 向 け る こ と が 必 要

で あ る と 考 え る 。  

 学 術 総 会 に お い て は 、全 9 回 の 実 施 で あ り 、そ れ ぞ れ 、基 調 講 演 、

特 別 講 演 、 教 育 講 演 、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 一 般 演 題 で 構 成 さ れ た 。 特 に

会 員 に よ る 一 般 演 題 は 、 348 題 （ 図 Ⅰ -2） と な り 、 給 食 経 営 管 理 分

野 を 中 心 に 、 給 食 施 設 の 栄 養 ・ 食 事 管 理 、 給 食 シ ス テ ム 、 特 定 給 食

の 衛 生 管 理 、 給 食 の 生 産 管 理 の 分 野 を 研 究 対 象 と し て い る 。  

一 方 、 実 務 や ス キ ル が 要 求 さ れ る マ ー ケ テ ィ ン グ や 危 機 管 理 お よ

び 外 食 産 業 ・ 給 食 デ リ バ リ ー サ ー ビ ス に お い て 議 論 の 少 な さ が 顕 著

で あ っ た 。 学 会 誌 上 で 論 議 さ れ て い る 論 文 等 も ほ ぼ 同 様 で あ る 。 中

で も 危 機 管 理 に お い て は 、 食 中 毒 等 の 衛 生 問 題 や 大 規 模 災 害 発 生 の

対 応 な ど 緊 急 を 要 し 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト は 、 給 食 担 当 者 の 日 々 の
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業 務 上 の 意 識 を 軽 減 で き る と 考 え 、 今 後 ま す ま す 需 要 が あ る こ と は

明 ら か で あ る 。  

以 上 の こ と か ら 、 給 食 経 営 管 理 分 野 に お い て は 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄

養 士 養 成 施 設 の 研 究 者 、 給 食 施 設 の 給 食 担 当 者 等 と 、 「 危 機 管 理 」

に つ い て 共 有 し 議 論 を 深 め て い く が 肝 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

 [注 釈 ]   

注 1） 中 食 と は 、 惣 菜 店 や お 弁 当 屋 ・ コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア ・ ス ー パ ー な ど で お 弁

当 や 惣 菜 な ど を 購 入 し た り 、 外 食 店 の デ リ バ リ ー （ 宅 配 ・ 出 前 ） な ど を 利 用 し て 、

家 庭 外 で 商 業 的 に 調 理 ・ 加 工 さ れ た も の を 購 入 し て 食 べ る 形 態 の 食 事 を 指 す 。中 食

の 利 用 は 、 年 々 増 加 の 傾 向 に あ り 、 2 0 0 7 年 の 内 食 ・ 中 食 ・ 外 食 の 市 場 、 約 7 1 兆 円

の う ち の 約 8％ を 占 め て る 。  

 

注 2） 給 食 経 営 管 理 に お け る 危 機 管 理  

一 般 に 危 機 管 理 は 、 ク ラ イ シ ス マ ネ ジ メ ン ト （ c r i s i s  m a n a g e m e n t） と リ ス ク マ

ネ ジ メ ン ト （ r i s k  m a n a g e m e n t） に 分 け ら れ る 。 ク ラ イ シ ス マ ネ ジ メ ン ト は 、 大 地

震 や 停 電 、 ハ イ ジ ャ ッ ク 、 テ ロ 、 国 際 的 な 紛 争 、 核 戦 争 の 危 機 な ど 、 人 災 、 天 災 を

問 わ ず 不 測 の 事 態 に 対 し て 的 確 に 対 処 し 、被 害 を 最 小 限 に 食 い 止 め る た め 、事 前 に

立 て て お く 行 政 的 ・ 外 向 的 対 策 で あ り 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト は 、 経 営 活 動 に 伴 い 生

じ る 可 能 性 の あ る 各 種 の リ ス ク を 最 小 の コ ス ト で 抑 え る た め 、あ ら か じ め 方 策 を 立
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て る こ と と さ れ て い る 。 す な わ ち 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト は 、 リ ス ク を 組 織 的 に マ ネ

ジ メ ン ト し 、 ハ ザ ー ド （ 危 害 の 発 生 源 ・ 発 生 原 因 ） や 、 損 失 な ど を 回 避 も し く は 、

そ れ ら の 低 減 を は か る プ ロ セ ス を い い 、各 種 の 危 険 に よ る 不 測 の 損 害 を 最 小 の 費 用

で 効 果 的 に 処 理 す る た め の 経 営 管 理 手 法 で あ る 。リ ス ク を 未 然 に 防 ぐ た め に は 、各

部 門 で 体 制 を 整 備 す る と と も に 組 織 的 な 体 制 を 構 築 し 、① リ ス ク の 把 握 、② リ ス ク

の 分 析 、③ リ ス ク へ の 対 応 、④ 対 応 の 評 価 と い っ た 一 連 の 問 題 解 決 プ ロ セ ス を 継 続

的 に 行 う こ と で あ る 。  

給 食 施 設 で は 、 大 量 の 人 、 物 、 設 備 を 要 し 、 複 雑 な 調 理 工 程 で 多 数 の 利 用 者 を 対

象 と し 食 事 サ ー ビ ス を 行 っ て い る 。 リ ス ク は 、 ① 自 然 災 害 （ 天 災 ＝ 自 然 現 象 に よ る

災 害 ）、 ② 人 事 災 害 （ 人 災 ＝ 人 の 不 注 意 、 政 策 不 備 に よ る 災 害 ） ③ 労 働 災 害 （ 労 災 =

労 働 上 の 自 己 ） に 分 類 さ れ る 。 給 食 に お け る リ ス ク は 、 ② に 属 し ､実 際 に は 健 康 、

生 命 に 影 響 を 及 ぼ す 危 害 を 生 じ る こ と も 多 い 。 食 中 毒 （ O - 1 5 7 ､サ ル モ ネ ラ な ど ）、

異 物 混 入 、 毒 物 混 入 、（ 洗 剤 、 器 具 な ど ）、 従 業 員 の 就 業 状 況 、 非 常 時 の 対 応 な ど が

あ げ ら れ る 。  

ま た 、 管 理 栄 養 士 養 成 で 「 危 機 管 理 」 は ① 給 食 施 設 に お け る リ ス ク 予 測 と 対 策 の

提 案 、 お よ び 対 応 マ ニ ュ ア ル を 作 成 す る こ と が で き る 。 ② ア ク シ デ ン ト ・ イ ン シ デ

ン ト 管 理 の 意 義 を 理 解 し 、レ ポ ー ト の ま と め と 改 善 案 の 提 案 を 説 明 す る こ と が で き

る 。③ 自 然 災 害 お よ び 事 故 に 備 え た 対 策（ 非 常 用 の 備 蓄 計 画 や 施 設 間 の ネ ッ ト ワ ー

ク づ く り ） の 必 要 性 を 理 解 し 、 そ の 方 法 が 説 明 で き る 。 ④ 災 害 時 の 給 食 サ ー ビ ス を

計 画 で き る 。 こ と を 到 達 目 標 と し て い る 。  
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参 考 引 用 文 献  

本 文 は 、 第 １ 回 か ら 9 回 の 学 術 総 会 に 参 加 し 得 た プ ロ グ ラ ム 及 び

講 演 集 、 日 本 給 食 経 営 管 理 学 会 誌 Vol.1  N o 1 . 2 0 0 6 か ら Vol.7  N o . 2  

2 0 1 3 を 引 用 ・ 参 考 と し た 。  
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図Ⅰ-1 わが国の給食経営管理の研究状況－学会における研究発表の分析－（2003）



設立総会 2005.11.23(水）

基調講演 日本給食経営管理学会に期待するもの 松田朗 厚生年金事業振興財団常務理事 座長　松崎政三（全国栄養士養成施設協会会長、関東学院大学）

特別講演 これからの給食経営を考える 太田和枝 前女子栄養大学 教授 座長　福井富穂（滋賀県立大学）

教育講演 給食経営周辺のビジネスの動向 加藤秀雄 日経BP企画・企業IR出版室長 座長　太田和枝（前女子栄養大学）

ワークショップ 給食経営の現状と課題 岩井達 東京衛生病院 座長　鈴木久乃（女子栄養大学）

給食経営の変遷と課題 照井眞紀子 名古屋文理大学

診療報酬から見た病院栄養部門の今後 福井富穂 滋賀県立大学

給食経営管理の養成施設における教育の状況 君羅　満 東京農業大学

コントラクトフードサービスにおける給食経営の現状 高城孝助 株式会社グリーンハウス （会員登録270名）

第2回 2006.11.25（土）

教育講演 アメリカにおける栄養教育～フードマネジメントから学ぶ～ 岩井達 東京衛生病院 座長　松崎政三（全国栄養士養成施設協会会長、関東学院大学）

基調講演 我が国のフードビジネスの動向と給食経営への提言 田沼千秋 株式会社グリーンハウス 座長　太田和枝（日本給食経営管理学会理事長）

特別セッション 特定給食施設の各種報告書について 山田五月 東京都福祉保健局 座長　石井國男（千葉県立衛生短期大学）

教育講演 情報技術を利用した特定給食施設における栄養管理のこれからの方向性と課題 石田裕美 女子栄養大学 座長　君羅　満（東京農業大学）

シンポジウム 給食経営管理の現状と今後の方向性を考える 松月弘恵 東京家政学院大学 座長　福井富穂（滋賀県立大学）

産業給食 水野隆男 ヤマハライフサービス

病院給食 河合洋見 高知医療センター

福祉給食 東野健一 特別・特定医療法人生長会会ベルキッチン

第3回 2007.11.17（土）

基調講演 フードビジネスの現状と給食経営への提言 幸島武 西洋フード・コンパスグループ株式会社代表取締役社長 座長　松崎政三（関東学院大学）

シンポジウムⅠ 最近のフードコンサルティングビジネスの動向と給食経営での活用 座長　高城孝助（女子栄養大学）

フードコンサルティングの展開と給食への導入 玉木茂子 株式会社フードマーケティング代表取締役　

フードサービスコンサルティングとビジネスモデルへの挑戦 伊藤芳規 株式会社シニリトルジャパン執行役員　

コントラクトにおける栄養コンサルティングの実際 飯田範子 株式会社レオックジャパン執行役員　

2007.11.18（日）

教育講演 最新栄養情報　国民の健康づくり-特定給食施設に期待するもの- 渡邊　昌 独立行政法人国立健康・栄養研究所　理事長 座長　君羅　満（東京農業大学）

シンポジウムⅡ 最新給食情報～効果的な施設設備と給食経営への提言～

米国最新の調理機器情報　　　 王利彰
立教大学大学院ビジネスデザイン研究科（MBAコー
ス）教授最適厨房研究会　会長

座長　定司哲夫（株式会社レパスト顧問フードマネージメント研究所所長）

各種給食厨房設備の動向および温度監視システム（HACCPマスター）導入事例紹介 福島裕 福島工業株式会社　代表取締役　社長

セントラルキッチンの経営効果について 松本まりこ
有限会社みやぎ保健企画 セントラルキッチン
ゼネラルマネージャー

特別講演 給食経営管理における用語の共有化 太田和枝 日本給食経営管理学会理事長 座長　福井富穂（滋賀県立大学）

第4回 2008.11.29(土）

基調講演 給食経営管理の徹底管理」～食事上の変動する中でこれからの給食経営をどう考えるか～ 茂木信太郎 信州大学経営大学院　 座長　鈴木久乃（女子栄養大学名誉教授）

シンポジウムⅠ 新しい給食経営の挑戦～事例を中心として 座長　田村孝志（岐阜大学医学部附属病院栄養管理室長）

院外調理システム（セントラルキッチン）の活用から5年～課題と実施後の評価～ 田久保智 道仁病院　栄養管理室

栄養士・管理栄養士の実践力とその活用～起業の立場から～ 藤崎美奈子 株式会社ケアーフードサービス　代表取締役

PFIによる経営～問題点と課題を追跡する～ 河合洋見 帝塚山大学現代生活学部　食物栄養学科　教授

2008.11.30(土）

教育講演 食事サービスへの提言～味覚を中心として～ 桂木能久
花王株式会社 ヒューマンヘルスケア研究センター
 ヘルスケア食品研究所　室長 座長　菊崎泰枝（大阪市立大学大学院生活科学研究科）

シンポジウムⅡ メタボ対策の動向、今後の方向性、給食施設からの働きかけ 座長　石田裕美（女子栄養大学）

特定健康診査・特定保健指導の概説・動向 押野榮司 社会法人日本栄養士会 専任理事

栄養士・管理栄養士の専門性とメタボ対策への参画 平　正人 星ヶ丘厚生年金病院栄養部栄養課長兼健診業務課

経営戦略としてのメタボ対策 井上範之
ジャパンウエルネス株式会社 営業本部第2営業部
第5グループマネージャー

特別講演 噺家の情報収集・話題づくりとその提案力 桂　蝶六 落語家・大阪青山大学健康こども学科 客員教授 座長　藤原政嘉（大阪青山大学健康科学部 健康栄養学科）

給食用語検討委員会報告（提案と討論）

第5回 2009．10.24（土）

基調講演 特定健診制度で始まった新しい予防事業～給食経営へのインパクト～ 古井祐司  HCCヘルスケア・コミッティ株式会社東京大学大学院医学系研究科 座長　由田克士（独立行政法人国民健康・栄養研究所）

シンポジウムⅠ 給食における経営戦略の課題 座長　松崎政三（関東学院大学）

医療分野より 岡田まさえ 社会福祉法人恩賜財団済生会 山形済生会病院

福祉分野より 大川由枝 社会福祉法人豊笑会特別養護老人ホームライフヒルズ舞岡苑

給食会社より 國分葉子 エームサービス株式会社　運営支援本部IDSセンターニュートリション室

2009．10.25（日）

シンポジウムⅡ 今､求められている給食経営管理能力とは何か－教育養成の現状とこれからの課題－ 座長　登坂三紀夫（和洋女子大学）
松月弘恵 東京家政学院大学 座長　辻ひろみ（戸板女子短期大学）
桂（橘）博美 京都女子大学

給食会社の立場から 丹野英一 シダックスフードサービス株式会社

教育養成の立場から 名倉秀子 十文字学園女子大学

会頭講演 給食の調理環境の変化と教育のあり方～新調理システムを踏まえて～ 殿塚婦美子 女子栄養大学短期大学部 座長　鈴木久乃（女子栄養大学名誉教授）
ランチョンセミナー 新調理システム、新しい加熱調理機による給食の提供 松柏軒

教育講演 給食における加熱調理機の過去・現在・未来 五十部誠一郎
独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構
食品総合研究所 座長　三好恵子（女子栄養大学）

用語修検討委員会からの報告

管理栄養士養成課程の給食経営管理実習担当から

表Ⅰ-1　日本給食経営管理学会学術総会　プログラム一覧

東京農業大学 メディアホール

関東学院大学（会頭　松崎政三）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　テーマ：特定給食施設のマネジメントを考える

東京農業大学 世田谷キャンパス（会頭　君羅 満）　　　　　　　　　テーマ：給食経営管理における情報の共有を目指して

大阪市立大学　杉本キャンパス（会頭　藤原政嘉）　　　　　　　　　　テーマ：給食経営管理における更なるイノベーションを求めて

女子栄養大学　駒込キャンパス（会頭　殿塚婦美子）　　　　　　　　　テーマ：給食経営戦略の過去・現在・未来
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第6回 2010.10．29（金）

教育講演１ 食事摂取基準2010年版活用について 柴田克己 滋賀県立大学人間文化学部 座長　石田裕美（女子栄養大学）

シンポジウム１ 給食の厨芥とリサイクルー人と水・大地と自然の共生を考える！－ 座長　吉田栄治（NPO法人日本食品リサイクルネットワーク関西支部副理事長軒支部長）

シンポジスト 園田耕一 　園田園・近江たんぽぽ村　代表兼村長

高橋 渉 株式会社一番 常務取締役

樋上真吾 前出産業株式会社 環境事業担当

2010.10．30（土）

シンポジウム２ 喫食者の満足度・栄養の充足度と経営管理のあり方について 座長　田村孝志（岐阜大学医学部附属病院栄養管理室長）

座長　内田眞理子（龍谷大学短期大学部）

基調講演 田村孝志 岐阜大学医学部附属病院栄養管理室長

シンポジスト 中村佐多子 日清医療食品株式会社 栄養調理技術部

長谷川澄子 近江舞子しょうぶ苑 栄養科長

藤川春好 国立病院機構宇多野病院 栄養管理室

教育講演２ 経営のあり方、人や3組織の有効な活用－初代伊藤忠兵衛の事例から－ 宇佐見英機 滋賀大学経済学部 教授 座長　松崎政三（関東学院大学）

第7回 2011.11．5（金）

特別講演 管理栄養士国家試験 新ガイドラインについての情報提供 石田裕美 女子栄養大学 座長　韓 順子（駒沢女子大学）

教育講演 給食管理～給食委託会社での専門教育～ 北村和世 株式会社 ニッコクトラスト 座長　君羅　満（東京農業大学）

シンポジウム 人材教育のための分野別における教育 座長　松崎政三（関東学院大学）

シンポジスト 芦川修貮 実践女子短期大学

齊籐洋恵 株式会社グリーンハウス

2011.11．6（土） 藤井穂波 東海大学付属病院

ミニシンポジウム 震災時における特定給食施設の現状と課題 座長　川尻由美子（みなと保健センター）

“医療施設における災害時備蓄食品に関する調査”から、そのあり方を考える 吉田龍平 滋賀県立大学

災害時の食糧供給拠点としてのセントラルキッチンの可能性と課題 松本まりこ 有限会社みやぎ保健企画

佐々木ルリ子 宮城学院女子大学

細矢里奈 尚絅学院大学

研究助成発表 調理後の温度低下コントロールの基礎的研究 西野洋一 盛岡大学

給食の運営・給食経営管理に関連する実習の教育カリキュラムの検討 名倉秀子 十文字学園女子大学

第8回 2012.11.24（土）

会頭基調講演 糖尿病と栄養経済－進展する医療生活産業との連携－ 田村孝志 岐阜大学医学部附属病院栄養管理室長 座長　福井富穂（滋賀県立大学）

教育講演１ 今後の給食サービスの方向性 西脇 司 日本ゼネラルフード株式会社 公益法人日本メディカル給食協会 座長　田村孝志（岐阜大学医学部附属病院栄養管理室長）

シンポジウム 職（食）域と栄養士の連携 座長　片山直美（名古屋女子大学）

シンポジスト 石川秀憲 名古屋文理大学

武内有城 名古屋記念病院

小島章孝 独立行政法人国立病院機構三重病院

2012.11.25（日）

教育講演２ 災害への対応 浅田英嗣 岡崎市民病院 座長　松崎政三（関東学院大学）

研究助成発表 特定給食施設の経営管理に求められたスキルと人材育成カリキュラムに関する研究 彦坂令子 （代 君羅満.東京農業大学）

東日本大震災における小規模の給食施設運営の問題点に関する研究 松月弘恵 神奈川工科大学

保育所給食における望ましい栄養管理を展開するための科学的根拠を構築する研究 佐々木ルリ子 宮城学院女子大学

第9回 2013.11．9（土）

研究助成発表 幼稚園における外部搬入式弁当給食と自園式給食に見られる問題検索 堀内理恵 武庫川女子大学 座長　藤井恵子（日本女子大学）
給食を媒体とした食育効果の検証－米、魚、野菜を中心とした食事をくり返し
食べることが食意識 食行動に及ぼす影響

杉山寿美 県立広島大学

給食経営管理領域における臨地・校外実習の実習内容に関する検討 韓 順子 駒沢女子大学

特別講演 「脳」と「農」から観た健康づくり 山浦 晶 千葉県立保健医療大学 学長 座長 宮本佳代子（千葉県立保健医療大学）

教育講演１ 特定給食施設の食物アレルギー対応について 林 典子 国立病院機構相模原病院 臨床研究センター 座長 石井國男（東京栄養食糧専門学校）

シンポジウム 健康づくりにつながる給食の質をどう評価するか 座長 石田裕美（女子栄養大学）

座長 狩野恵美子（株式会社グリーンハウス）

基調講演　日本人の長寿を支える「健康な食事」の検討において給食に期待されること 武見ゆかり 女子栄養大学

「健康な食事」と（事業所）給食の品質の評価 高戸良之 シダックス（株）

学校給食における子供が食べたいと思える食事とは 高橋澄子 所沢市立和田小学校

高齢者施設における利用者の栄養状態と給食の品質評価 田中厚子 （三徳会 品川区立荏原特別養護老人ホーム）

2013.11．10（日）

教育講演２ 顧客サービスと経営戦略 亀田省吾 亀田クリニック　院長 座長　松崎政三（関東学院大学）

文化講演（公開講座） 食から始まる地域づくり～食に携わる方へのメッセージ～ 奥田政行 庄内イタリアン アル・ケッチャーノ オーナーシェフ 座長　鈴木久乃（女子栄養大学名誉教授）

映画上映 「よみがえりのレシピ」 （会員数494名）

名古屋女子大学 汐路学舎（会頭 田村孝志）　　　　　　　　　　　　　テーマ：給食経営管理と職域ネットワーク

千葉県立保健医療大学 幕張キャンパス　（会頭 宮本佳代子）　　テーマ：顧客サービスと健康づくり－管理栄養士・栄養士の役割－

震災時における給食施設の現状とその後

表Ⅰ-1　日本給食経営管理学会学術総会　プログラム一覧

滋賀県立大学　交流センター（会頭 福井富穂）　　　　　　　　　　　　テーマ：給食経営管理とエコロジー～淡海より水・大地と自然の共生を目指して!～

大妻女子大学　千代田キャンパス（会頭　彦坂令子）　　　　　　　　テーマ：給食経営管理と人材育成
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NO 演題 発表者 分類

第2回学術総会（ポスター発表）

A-001 給食経営管理の衛生管理に対する管理栄養士・栄養士養成課程学生の意識調査 朝見祐也（京都栄養医療専門学校） 6
A-002 給食管理実習における献立の検討～献立パターンによる食塩摂取状況～ 村田まり子（函館短期大学） 1
A-003 給食管理実習における「日本人の食事摂取基準（2005年度版）を活用した栄養計画の検討 菊池真帆（盛岡大学短期大学部　食物栄養学科） 1
A-004 日本食品標準成分表の成分値の比較-野菜について- 大菅洋子（富山短期大学） 4
A-005 新調理システムにより調理した食品の保存性に関する研究 藤井恵子（日本女子大学家政学部穂供物栄養学科） 3
A-006 明治31年実施の結核専門病院における献立表について（土筆ケ丘養生園の料理構成） 内田淳一（北里研究所病院栄養科） 5
B-001 大学におけるフードサービス施設の実態-（3）満足度　　 岸本律子（神戸学院大学栄養学部） 9
B-002 事業所給食施設のロス対策による経営効果 有馬幸恵（株式会社中部グリーンハウス） 9
B-003 給食経営管理学内実習における献立内容および作業内容と労務費の関係について 橘髙（桂）博美（京都女子大学）　 1
B-004 給食経営管理実習室の新設に伴う施設設備計画と評価 堀端薫（女子栄養大学） 1
B-005 事業所給食における顧客満足度と栄養管理の水準の関係-第一報　総合評価の視点での検討- 石田裕美（女子栄養大学） 2
B-006 事業所給食における顧客満足度と栄養管理の水準の関係-第二報　栄養管理のプロセスに対応した検討- 富松理恵子（女子栄養大学） 2
C-001 診療報酬の改定による給食経営管理の運営の課題と対応について 小池靖男（鎌倉女子大学） 1
C-002 給食受託企業における兵営18年度診療報酬改定の影響 中村佐多子（日進医療食品株式会社　栄養技術部） 1
C-003 【給食経営管理にのぞまれること】-摂食者が若年女子の場合- 金山良子（金城学院大学　成果う環境学部　食環境栄養学科） 1
C-004 “提案型、食品開発”お得意様ニーズより～お得意様と企業とのコラボレ－ション～ 今井幸子（富士産業株式会社） 2
C-005 病院給食経営における原価管理の検討（第一報）～適正な食材費に関する研究～ 吉田龍平（滋賀県立大学　人間文化学部） 1
第3回学術総会（口頭方式／示説方式）

K-001 給食経営管理実習における新教育プログラムの構築に関する研究 片山直美（名古屋女子大学家政学部食物栄養学科） 1
K-002 大量調理の食材における微生物汚染状況について 石田和夫（名古屋文理栄養士.専門学校） 6
K-003 真空調理における微生物の動態について（第1報） 三浦英雄（名古屋文理大学短期大学部） 6
K-004 工場給食におけるTPS活動 菊地兆子（日本ゼネラル（株）労務部教育研究室） 1
K-005 食のユニバーサルデザインで考える食事デザイン 橋詰豊（西洋フード・コンパスグループ（株）コンパスヘルスケア研究会 5
P-001 特定給食施設における衛生管理の現状解析 朝見祐也（京都栄養医療専門学校） 6
P-002 食事療養改正に伴う効果的な給食運営について 安嶋のぶ子（府中医王病院　栄養科） 1
P-003 社員食堂における給与栄養量の基準の検討 冨澤真美（女子栄養大学　給食・栄養管理研究室） 9
P-004 スチームコンベクションオーブンを利用した加熱調理の特性と給食経営管理における有用性の検討 菊崎泰枝（大阪市立大学大学院　生活科学研究科） 3
P-005 栄養管理報告書と今後の活用　第1報 齋東由紀（東京都多摩府中保健所 生活環境安全課 保健栄養係） 1
P-006 ふれあい昼食会参加独居高齢者の食事管理-栄養補助食品の認識状況について 谷野永和(武庫川女子大学 食物栄養学科） 4
P-007 栄養管理ソフトの導入による特定給食献立作成のマニュアル化 保明美保子（元 相模女子大学） 5
P-008 事業所給食施設における受託業者の管理栄養士・栄養士業務の明確化ー第1報 業務項目の抽出- 富松理恵子（女子栄養大学　給食・栄養管理研究室） 1
P-009 北欧の給食施設における食事サービスシステムについての検討　第1報　給食施設の調理・衛生・設備管理システム 亀山良子（金城学院大学） 5
P-010 北欧の給食施設における食事サービスシステムについての検討　第2報　給食施設の調理・衛生・設備管理システム 照井眞紀子（宮城学院女子大学） 5
P-011 事業所給食施設の給食内容に関する研究 鎹吉（尚絅大学） 9
P-012 給食経営管理実習における葉酸量について 神戸絹代（日本大学短期大学部 食物栄養学科） 1
K-006 食堂の年間利用定期券（ミールカード）を購入した男子学生の食生活状況 神田知子（山口県立看護栄養学部　栄養学科） 2
K-007 事業所給食施設における受託業者の管理栄養士・栄養士業務の明確化ー第2報 業務の実務状況- 富松理恵子（女子栄養大学　給食・栄養管理研究室） 1
K-008 栄養部門の業務委託に関する諸問題～全面委託・一部委託のメリット・デメリットを病院の事例から考える～ 吉田龍平（滋賀県立大学 1
K-009 事業所給食における臨地・校外実習生受け入れのためのカリキュラム検討（第1報）学生の意識調査 風見公子（東京栄養食糧専門学校） 1
K-010 事業所給食における臨地・校外実習生受け入れのためのカリキュラム検討（第2報）カリキュラムの具体例 嶋津恵子（ジャパンウエルネス(株）） 1
P-013 真空調理における調味液の濃度と添加量が品質に及ぼす影響について 藤井恵子（日本女子大学家政学部　食物学科） 3
P-014 高齢者施設の給食運営に対する“やわらか食”開発商品の影響と顧客満足度の検証 岸喜代美（シダックス（株）総合研究所） 2
P-015 調理作業時の細菌数の変化と給食における衛生教育の検討～養成施設に在籍する学生の衛生意識の向上の検討～ 三浦努（仙台大学） 6
P-016 スチームコンベクションオーブンの使用形態とエネルギー消費 山形純子（大阪市立大学大学院工学研究科） 3
P-017 HACCP支援システムを用いた衛生管理について 宇賀玲実（日清医療食品(株）四国支店高知医療センター事業所） 6
P-018 給食経営を考える（提案） 長谷川義洋（岐阜大学応用生物科学部） 1
P-019 施設外調理委託方式による保育所給食の実態とシステム提案 第1報 学校給食センターを利用した保育所給食の実態 堀端薫（女子栄養大学） 3
P-020 施設外調理委託方式による保育所給食の実態とシステム提案 第2報 施設外調理を利用した保育所給食の実態 堀端薫（女子栄養大学） 3
第4回学術総会

K-101 給食経営管理実習におけるハンディ（小型入力器）の取り扱いに関する研究 片山直美（名古屋女子大学家政学部食物栄養学科） 1
K-102 給食経営管理における作業の効率化に関する検討－真空調理と通常調理の比較 木下伊規子（相模女子大学栄養科学科） 1
K-103 給食経営管理における品質管理に関する検討－真空調理と通常調理の比較 田村朝子（県立新潟女子短期大学） 1
K-104 真空調理における微生物の動態について（第2報） 三浦英雄（名古屋文理短期大学部） 6
K-105 給食における食物アレルギー対応食の導入におけるリスクマネジメントに関する研究 久保田恵（岡山県立大学保健福祉学部 栄養学科） 8
K-106 障害者支援施設における栄養管理方法の検討 金谷由希（女子栄養大学　給食・栄養管理研究室） 5
K-107 学校給食の配食量及び摂取量の個人差の検討 Jun,Kyungyul（女子栄養大学　給食・栄養管理研究室） 7
K-108 委託給食施設における施設側と委託側の管理栄養士・栄養士の連携 岡本朋子（医療法人 青木内科小児科医院） 1
K-201 給食経営管理実習におけるロールプレイング授業の効果に関する研究 片山直美（名古屋女子大学家政学部食物栄養学科） 1
K-202 ビデオ教材の活用・編集を入れた大量調理の実習の検討 沼口晶子（名寄市立大学保健福祉学部） 1
K-203 メニュー選定意識調査のLogit model分析 佐々木勲（帝塚山学院大学人間文化学部） 2
K-204 給食施設の危機管理に関する実態と課題 村田まり子（函館短期大学） 8
P-101 学内実習の給食提供におけるT‐TT管理に関する実態調査 小切間美保（同志社女子大学生活科学部） 1
P-102 給食経営管理の作業管理と衛生管理に及ぼす施設・設備管理の影響の解析 朝見祐也（南九州大学健康栄養学部） 6
P-103 大量調理中の作業環境改善における低輻射型機器の有効性の検討 斉藤佳祐（静岡県立大学食品栄養科学部 フードマネジメント研究室） 7
P-104 大量調理中におけるエネルギー管理意識に関する調査 山岸あずみ（山形大学地域教育文化学部生活総合学科食環境コース） 7
P-105 スチームコンベクションオーブン加熱における庫内水蒸気濃度が食品の昇温に与える影響 山形純子（大阪市立大学大学院工学研究科 機械物理系専攻 熱工学研究室） 3
P-106 給食施設の災害に備えての対応と対策-熊本県における高齢者福祉施設の場合- 鎹 吉（尚絅大学生活科学部） 8
P-107 特定給食施設における冷凍調理済み食品の導入効果について－特別養護老人ホームでの大幅導入実施を試みて－ 西野洋一（HDS研究所） 4
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P-108 特定給食施設における治療食への冷凍調理済み食品の導入について－医療施設での導入可能性の検討－ 笹田陽子（盛岡大学短期大学部） 4
P-109 「ペイント嚥下食」の特定給食施設における実用化の検討 亀山良子（金城学院大学生活環境学部 食環境栄養学科） 5
P-110 独居高齢者昼食会参加者の食事管理意識と身体的特徴 谷野永和（武庫川女子大学） 5
P-111 給食施設における盛付作業時間と作業精度の検討 嶋津恵子（ジャパンウエルネス株式会社） 7
P-112 市販弁当等の栄養表示に基づく調理後の栄養価の変化について 岡村吉隆（千里金蘭大学生活科学部 食物栄養学科） 5
P-113 学生食堂の年間利用定期券を利用した男子大学生のエネルギー及び栄養素の摂取量の解析 神田知子（同志社女子大学生活科学部食物栄養科学科） 9
P-114 課外活動をしている大学生の食事に対する意識についての調査 岸本律子（神戸学院大学院栄養学科） 5
P-115 海外研修に見る給食経営システムの多様化について 第1報  ドイツにおける高齢者配食サービス 神戸絹代（日本大学短期大学部 食物栄養学科） 3
P-116 海外研修に見る給食経営システムの多様化について 第2報  スウェーデンにおける介護・配食サービス 佐々木ルリ子（仙台白百合女子大学） 3
P-117 海外研修に見る給食経営システムの多様化について 第3報  デンマークにおける配食サービス 佐々木ルリ子（仙台白百合女子大学） 3
P-201 目測能力を指標とした給食管理実習の教育効果 堀内理恵（大阪夕陽丘学園短期大学） 1
P-202 学内における集団給食実習のカリキュラムの検討について 樋口恭子（大阪青山大学） 1
P-203 管理栄養士国家試験における「給食経営管理論」過去問題の分析について 吉村智春（大阪成蹊短期大学） 1
P-204 給食管理実習における給食管理ソフト導入について 堀端薫（女子栄養大学 給食システム研究室） 1
P-205 給食管理実習の教育内容の検討～学生の食事内容に焦点をあてて～ 大浦麻衣子（大阪夕陽丘学園短期大学） 1
P-206 給食運営学内実習における給食1食あたりの労務費は、給食経営管理学内実習において著しく削減された 桂（橘高）博美（京都女子大学食物栄養学科） 1
P-207 給食経営管理実習におけるWebシステムを活用した指導の試み 黒川由美（羽衣国際大学人間生活学部） 3
P-208 給食経営管理学内実習における食事バランスガイドの活用～食事バランスガイドを活用した栄養表示について～ 羽場亮太（桐生大学医療保健学部 栄養学科） 1
P-209 給食経営管理実習に提供された献立の環境負荷の検討-フード・マイレージを指標として- 高橋由樹（十文字学園女子大学人間生活学部） 1
P-210 真空調理における加熱時間が各食材の品質に及ぼす影響 保科真里恵（日本女子大学家政学部 食物栄養学科） 3
P-211 真空調理によるビーフステーキの調理に関する研究 吉田龍平（滋賀県立大学人間文化学部 生活栄養学科） 3
P-212 真空調理後の保存方法の違いによるテクスチャーの比較～ハンバーグ～ 吉田龍平（滋賀県立大学人間文化学部 生活栄養学科） 3
P-213 熊本市の一保育園における給食の栄養管理状況に関する研究 江藤ひろみ（熊本県立大学環境共生学部 食健康科学科 給食経営管理学研究室） 5
P-214 学校給食における地場産物の積極的な活用～長野県伊那市におけるアマランサスの利用～ 山形純子（大阪市立大学大学院工学研究科） 4
P-215 学生食堂における食教育の取り組み-食と健康情報の発信・ヘルシーメニューの提供- 畑田澄夫（大阪女子短期大学生活科学科 食物栄養専攻） 5
P-216 栄養士の笑顔が患者の喫食率を上げる!! 赤尾正（大阪薫英女子短期大学生活科学科） 9
第5回学術総会

O-201 ロールプレーイング方式の給食経営管理実習における各役割の活動量に関する研究 片山直美（名古屋女子大学家政学部食物栄養学科） 1
O-202 スチームコンベクションオーブンにより提供される加熱調理の特性に関する研究 冨田教代（常盤大学） 3
O-203 満足度調査による学内給食の評価と献立作成における今後の課題 根本亜矢子（藤女子大学） 1
O-204 パンデミックを想定した食事計画実習の試み 藤田大祐（人間総合科学大学） 8
O-205 給食会社の行う「スポーツ栄養サポート」の検討 西山英子（エームサービス） 9
O-206 厨房改善前後の厨房作業員のストレスに関する事例報告 松月弘恵（東京家政学院大学） 3
O-207 生活訓練支援センターにおける望ましい栄養ケアをめざして 佐原勝代（川崎健康福祉局） 5
P-101 真空調理における調理手法の差異が各素材の品質に及ぼす影響 田中伊代（日本女子大学） 3
P-102 真空調理による粥の性状 中根麻実（十文字学園女子大学） 3
P-103 真空調理の調理工程の標準化に関する研究 その1 竹原麻衣子（女子栄養大学短期大学部） 3
P-104 真空調理の調理工程の標準化に関する研究 その2 竹原麻衣子（女子栄養大学短期大学部） 3
P-105 アレルギー対応クッキーの品質特性 菊崎泰枝（大阪市立大学大学院） 5
P-106 給食施設の災害に備えての対応と対策 氏岡磨紀（尚絅大学） 8
P-107 当院における安全管理の現状と課題 佐藤真希子（済生会山形済生病院） 8
P-108 保育園給食施設のリスクマネジメントに対する改善プログラムの開発 村田まり子（函館短期大学） 8
P-109 管理栄養士・栄養士養成課程における学生の料理の認識度に関する研究 池田昌代（東京農業大学） 1
P-110 特定給食施設における献立作成の要因について 西野洋一（（株）レパスト） 5
P-111 給食経営管理実習における業務意識と提供献立品質との関係 朝見祐也（南九州大学） 1
P-112 病院給食における管理栄養士の視点から見た職責と指示命令系統の統括 原正美（昭和女子大学） 1
P-113 給食施設における盛付作業時間と作業精度の検討（第2報） 神保恵子（ジャパンウエルネス株式会社） 7
P-114 調理方法の違いからみた作業性の検討 平田亜古（お茶の水女子大学大学院） 7
P-115 学内における集団給食実習のカリキュラムの検討について 第2報 樋口恭子（大阪青山大学） 1
P-116 ビデオ編集を取り入れた給食経営管理論実習の実践 沼口晶子（名寄市立大学） 1
P-201 給食経営管理実習に提供された献立の環境負荷の検討 高橋由樹（十文字学園女子大学） 1
P-202 病院厨房における水道光熱費の検討 赤尾正（大阪薫英女子短期大学） 1
P-203 給食経営管理実習時のガス消費量の「見える化」による省エネ意識の変化 山形純子（大阪市立大学大学院工学研究科） 1
P-204 植物天然成分を活用した給食食材および調理器具の洗浄・消毒に関する研究 田村朝子（新潟県立大学） 1
P-205 大量調理施設における生野菜及び果実消毒マニュアルの業務実用化の検討 不破眞佐子（昭和女子大学） 6
P-206 衛生管理基準表に関する研究 野村健吾（女子栄養大学大学院） 6
P-207 高齢者施設における食形態別食事の提供状況 木村香織（東京医療保健大学） 7
P-208 食事バランスガイドの普及・啓発活動が大学学生食堂の利用状況に及ぼす影響 佐藤啓子（株式会社NECライベックス） 2
P-209 大学生向き栄養バランス弁当の提供 本間春奈（東京医療保健大学） 7
第6回学術総会

O-201 幼稚園児の食生活に及ぼす食嗜好や食事指導の影響に関する研究 鈴木奈津子（郡山女子大学） 5
O-202 ホットパッキングを利用した食数管理 片山直美（名古屋女子大学） 7
O-203 特定給食施設における衛生管理状態の評価法に関する研究 野村健吾（女子栄養大学） 6
O-204 学校給食と児童生徒の食生活との関連 相良多喜子（金沢学院短期大学） 5
O-205 大学生協のミールカードシステムを利用した食事選択内容の評価についてのシュミレーション 神田知子（同志社女子大学） 2
O-206 空中浮遊細菌叢からみた特定給食施設における衛生管理に関する研究 金子裕子（日清医療食品株式会社北海道支店） 6
O-207 パンデミックを想定した食事計画実習の試み<第2報> 塙　悠（人間総合科学大学） 8
P-101 セントラルキッチン利用施設の再加熱に関するアンケート 佐藤玲子（尚絅学院大学） 7
P-102 給食経営管理実習室におけるメラミン樹脂性食器乾燥後のホルムアルデヒド量 山内好江（千葉県立保健医療大学） 8
P-103 ウエット方式からドライ方式への調理場方式の更新が学校給食献立へ寄与する効果 高畠満喜（相模女子大学） 3
P-104 学生食堂でのヘルシーメニュー提供による利用者の昼食摂取状況および経営に対する評価 佐野文美（静岡県立大学） 2
P-105 大量調理操作時における動作強度の検討 別所京子（聖徳大学） 7
P-106 クックチル宅配治療食メニュー開発と品質管理 大中佳子（鎌倉女子大学） 3
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P-107 大学におけるフードサービス施設の実態 岸本律子（神戸学院大学） 9
P-108 真空調理過程における食材の冷凍処理が品質に与える影響 川島奈々子（日本女子大学） 3
P-109 新調理システム導入による給食経営管理実習の教育のあり方に関する研究（第1報） 冨田教代（常盤大学） 1
P-110 給食経営管理実習における疲労度の自覚症状に生活習慣が及ぼす影響 大木直子（佐久総合病院老人保健施設こうみ） 1
P-111 学内における集団給食実習のカリキュラムの検討について第3報 樋口恭子（大阪青山大学） 1
P-112 栄養士養成課程におけるカリキュラムの検討と今後の取り組み 谷口信子（大阪成蹊短期大学） 1
P-113 給食経営管理実習中のガス消費量「見える化」によるエネルギー教育の試み 山形純子（大阪市立大学大学院工学研究科） 7
P-114 給食管理実習における疲労調査 石橋弥生（大妻女子大学） 1
P-115 管理栄養士養成課程における学生の日常生活と料理の認識度に関する調査 池田昌代（東京農業大学） 1
P-201 女子大生の味覚嗜好の変化 原正美（昭和女子大学） 1
P-202 給食施設におけるATPふき取り検査法を用いた清掃衛生教育効果の解析 朝見祐也（南九州大学） 6
P-203 給食管理実習（校内実習）における調理作業管理の研究 大原栄二（大阪国際大学） 1
P-204 幼稚園給食の内容検討 堀内理恵（武庫川女子大学） 5
P-205 凍結含侵法を用いた煮物の調理作業指示書の作成および高齢者を対象とした嗜好性調査（第1報） 渡部佳美（広島女学院大学） 7
P-206 凍結含侵法による野菜の煮物の調理過程における食品衛生の指標最近の消長 村上和保（広島女学院大学） 7
P-207 小規模施設における衛生管理の現状 加川稚佳子（大手前栄養学院） 6
P-208 給食施設における新調理システム導入状況と利用状況に関する調査 長谷川順子（東海学園大学） 3
P-209 給食施設におけるスチームコンベクションと真空包装期の利用状況に関する調査 高橋令子（静岡英和学院大学） 3
P-210 給食経営管理実習における教材活用の現状と課題 市川晶子（名寄市立大学） 1
P-211 給食における豚肉の意識調査結果 長坂恵樹子（名古屋女子大学） 4
P-212 調理学実習の効果的教育方法に関する基礎調査 佐喜眞未帆（金城学院大学） 1
P-213 周辺ビジネスの動向と給食経営への提案<第1報> 平澤マキ（千葉県立保健医療大学） 1
P-214 給食施設における盛付作業時間と作業精度の検討(第3報) 神保恵子（ジャパンウエルネス株式会社） 7
第7回学術総会

O-001 給食実習におけるロールプレイング授業の効果 片山直美（名古屋女子大学） 1
O-002 新調理システム導入による給食経営管理実習の教育のあり方に関する研究（第2報） 冨田教代（常盤大学） 3
O-003 給食経営管理実習におけるマーケティング調査～喫食者の給食価格に対する意識～ 斉藤弘樹（人間総合科学大学） 2
O-004 食事摂取基準に示された「おいしく楽しく食べることのできる食事」を理解させるための給食経営管理領域での試み 鈴木麻希（県立広島大学） 5
O-005 介護老人福祉施設における水光熱使用比率 大川由枝（特別養護老人ホームライフヒルズ舞岡苑） 1
O-006 給食施設における電力消費に関する調査 森佳子（東京衛生病院） 1
O-007 調理方法の違いが調理物の栄養素変化に及ぼす影響 佐野文美（静岡県立大学） 5
O-008 高齢者施設において、他職種により記録される喫食率の問題点とその検討 太田淳子（甲子園大学） 1
O-009 嗜好調査分析に基づく院内食事箋の改定 嵐雅子（東京衛生病院） 2
O-010 空中浮遊細菌叢からみた特定給食施設における衛生管理に関する研究　第2報 金子裕子（日清医療食品株式会社北海道支店） 6
P-001 学校給食における種実を外した食品構成表作成の検討 原正美（昭和女子大学） 5
P-002 学校給食における献立への給食運営のシステムの影響 高畠満喜（相模女子大学） 3
P-003 女子中学生の食嗜好と食生活について 堀内理恵（武庫川女子大学短期大学部） 5
P-004 中学校給食における「食育」の意義 坂本薫（兵庫県立大学） 5
P-005 植物抽出液の手指及び調理台に対する洗浄・消毒効果のATP測定による検討 田村朝子（新潟県立大学） 6
P-006 給食施設内調理台のATPふき取り検査法による清掃法開発の検討 朝見祐也（南九州大学） 6
P-007 給食経営管理実習室における防虫対策とその評価について 鬼頭美妃（株式会社ミールシステム） 6
P-008 栄養士・管理栄養士を対象とした衛生管理教育に関するアンケート調査と養成校における衛生管理教育改善の取り組み 中藪宏美（広島女学院大学大学院） 6
P-009 授業アンケートを活用した実践的な給食経営管理実習の内容検討 沼田聡（高知県立大学） 1
P-010 学内実習における給食献立の使用食品および調理方法に関する検討 木下伊規子（共立女子大学） 4
P-011 管理栄養士課程における女子大生の食生活の実態と献立作成に関する意識について 根本亜矢子（藤女子大学） 1
P-012 管理栄養士養成課程の学生における献立作成の実態～デザートの取り入れ方について～ 市川晶子（名寄市立大学） 1
P-013 給食管理実習における災害時献立への取り組み～東日本大震災を教訓にして～ 菅田美穂（相模女子大学短期大学部） 8
P-014 給食経営管理実習中のガス・電気消費量「見える化」および測定によるエネルギー教育の試み 山形純子（大阪市立大学大学院） 1
P-015 大量調理施設の作業環境改善の省エネルギー化の取り組み 芽野友広（大阪市立大学大学院） 7
P-016 給食経営管理実習の調理作業におけるガス消費量の測定 池田昌代（東京農業大学） 1
P-017 給食経営管理実習におけるスチームコンベクションオーブン使用の有用性について 小山ゆう（浜松大学） 1
P-018 3つの異なる調理システムを用いた給食提供の試み 平田亜古（お茶の水女子大学大学院） 3
P-019 給食経営管理実習におけるPDCAサイクルに基づく栄養・食事管理について（第1報） 菊池眞帆（盛岡大学） 1
P-020 給食経営管理実習におけるPDCAサイクルに基づく栄養・食事管理について（第2報） 笹田陽子（盛岡大学） 1
P-021 給食経営管理論実習における食材料マネジメント（第1報）～地場産物の活用と学生の意識調査～ 白子みゆき（つくば国際大学） 4
P-022 栄養士養成課程における大量調理実習の効果的な教育に関する検討 戸井田英子（長崎県短期大学） 1
P-023 給食管理実習における学生の習得度（理解度）から見る教育効果について 野口美奈（華学園栄養専門学校） 1
P-024 大学生のフードサービス施設の利用状況と施設に対する評価 岸本律子（神戸学院大学） 9
P-025 病院給食管理業務の労作評価方法の検討 橋本賢（美作大学短期大学部） 1
P-026 給食材料費について考える（第1報）～経費に対する意識調査～ 辻　勇（関西徳洲会グループ） 1
P-027 給食材料費について考える（第2報）～経費削減の具体策を模索する～ 赤尾正（大手前栄養学院） 1
P-028 給食材料費について考える（第3報）～施設の取り組み例～ 橋本真弓（関西徳洲会グループ） 1
P-029 好まれる飲み物の温度と食生活の関連 木川眞美（実践女子大学） 5
P-030 医療連携における患者給食の喫食率および嗜好調査について　一報(魚料理編） 須田優志（桐生大学） 5
P-031 凍結含浸法を応用した軟化ちりめんの食品衛生面及び嗜好面に関する評価 村上和保（広島女学院大学） 7
P-032 高齢者施設における凍結含浸法の導入にむけた野菜料理の研究 渡部佳美（広島女学院大学） 7
P-033 独居老人高齢者対象ふれあい昼食会の内容検討 眞木優子（大阪薫英女子短期大学） 5
P-034 加熱方法の違いによる温野菜の栄養成分の変化 佐野文美（静岡県立大学） 7
P-035 ナスの真空調理による食味の改善 藤井恵子（日本女子大学） 3
P-036 豚肉を用いた肉軟化調味料及び食肉改良剤の比較検討 島田郁子（高知県立大学） 3
P-037 産学官連携産業振興につなげるゆずを使用した料理・お菓子の開発（第1報） 島田郁子（高知県立大学） 4
P-038 大量調理における加水量に影響する因子の検討 伊藤早苗（女子栄養大学） 7
P-039 天使大学とコープさっぽろの産学連携プロジェクトにおける料理レシピの共同開発と課題 岡部哲子（天使大学） 9
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第8回学術総会

O-001 間食の摂取に関する研究 安東ニシャ（名古屋女子大学） 5
O-002 中学生における間食の摂取と食生活の関連 柵木嘉和（愛知県一宮市立木曽川中学校） 5
O-003 給食管理の立場から見たビジュアル調査による大学生の食生活の現状 吉田裕人（人間総合科学大学） 1
O-004 東日本大震災 宮城の学校給食現場では…栄養教諭・学校栄養職員の手記より 氏家幸子（仙台白百合女子大学） 8
O-005 給食経営管理実習におけるガス消費量「見える化」システムの構築と消費量低減化に対する教育の可能性 上田由喜子（大阪市立大学） 1
O-006 給食経営管理実習に適した食数に関する検討 辻ひろみ（女子栄養大学） 1
O-007 給食業務の運営方式変更によりうける職員のストレスについての検討 藤田静子（至学館大学） 1
O-008 高齢者施設職員を対象とした、食事、栄養に関する意識調査 太田淳子（京都女子大学） 1
O-009 新調理による鶏肉料理の栄養成分変化および官能評価 佐野文美（静岡県立大学） 3
O-010 治療用特殊食品の利用が不可欠な慢性腎不全食は経済的負担が大きい食事か 保坂由利奈（東京医療保健大学） 1
P-001 産学官連携産業振興につなげるゆずを使用した料理・お菓子の開発（第2報） 島田郁子（高知県立大学） 4
P-002 産学連携プロジェクトにおける栄養学科学生の料理レシピの開発と教育的効果（第3報） 岡部哲子（天使大学） 1
P-003 介護老人福祉施設における災害に備えた食料備蓄についての現状と課題 坂本薫（兵庫県立大学） 8
P-004 備蓄食品における食事バランスガイドの導入 村田まり子（藤女子大学） 8
P-005 災害時備蓄食品に関する調査 長野彰（大手前栄養学院専門学校） 8
P-006 給食施設新築にともなう小学校給食献立の変化 田村朝子（新潟県立大学） 3
P-007 新潟市における学校給食の変遷―昭和初期から平成まで― 田村朝子（新潟県立大学） 1
P-008 T市保育園における食物アレルギーの実態と今後の課題 島田郁子（高知県立大学） 5
P-009 学校給食献立におけるアレルギー対応に関する研究 鈴村紀恵（名古屋女子大学） 5
P-010 米粉普及推進に向けた利用方法の検討～給食施設での米粉パンの活用～ 吉村智春（青山大学） 5
P-011 自園式給食における実態調査および内容検討 堀内理恵（武庫川女子大学） 5
P-012 アレルギー食に関する研究 南雲友香里（名古屋女子大学） 5
P-013 学校給食の地場産物使用状況調査 山内好江（千葉県立保健医療大学） 4
P-014 地域に根差した食育活動をめざして―子育て応援団すこやかのあゆみ 沼田聡（高知県立大学） 1
P-015 1型糖尿病サマーキャンプにおける安全な食事提供への取組み―宿泊施設の調理室を使ったバイキング献立の調理― 岡本裕子（山梨学院短期大学） 5
P-016 抗菌性、抗酸化性を有する野草茶のヒト食後血糖値上昇抑制作用 田村朝子（新潟県立大学） 5
P-017 低GL（グリセミックロード）食に関する研究 水野貴子（名古屋女子大学） 5
P-018 高齢者福祉施設の給食担当者からみた高齢者の味覚変化に関する意識調査 名倉育子（大阪樟蔭女子大学） 5
P-019 高齢者を対象とした献立における野菜使用量について 寺嶋康正（山形県立米沢女子短期大学） 5
P-020 当院におけるソフト食導入とその位置づけに関する一考察 橋本賢（美作大学短期大学部） 5
P-021 嚥下食に関する研究 下山香（名古屋女子大学） 5
P-022 特別養護老人ホームにおける全粥の品質管理に影響する要因の検討 松本彩衣美（女子栄養大学） 5
P-023 介護食に関する研究 川田英里（名古屋女子大学） 5
P-024 乳酸菌摂取による便秘改善に関する研究 清水絵里（名古屋女子大学） 5
P-025 介護保険施設入所者に対する栄養・口腔関連の介護報酬算定の取組み 吉野知子（東京家政学院大学） 1
P-026 妊婦における微量栄養素摂取の実態と評価 原正美（昭和女子大学） 5
P-027 ダイエット教室における食事指導と運動指導の効果 川尻奈美（名古屋女子大学） 5
P-028 女子学生における昼食の位置付け 関千代子（東京農業大学） 5
P-029 朝食摂取に関するアンケートの結果―大学生運動部における朝食摂取状況調査― 伊藤花子（名古屋女子大学） 5
P-030 三世代を対象とした食嗜好と食生活の実態調査報告 成瀬祐子（大阪夕陽丘学園短期大学） 5
P-031 臨地・校外実習の充実を図るための養成施設・実習協力施設間の取り組み 亀山良子（金城学院大学） 1
P-032 特定給食施設における臨地実習内容に関する実態調査 加賀谷みえ子（椙山女学園大学） 1
P-033 給食経営管理実習における学生の安全～実習のインシデントの考察～ 大中佳子（鎌倉女子大学） 1
P-034 給食経営管理実習における学生の態度・行動への意識介入―自己評価・心理尺度の分析― 植松節子（東京聖栄大学） 1
P-035 授業アンケートを活用した実践的な給食経営管理実習の内容検討(第2報） 沼田聡（高知県立大学） 1
P-036 調理作業内容と満足度調査からみた学内給食の検討 根本亜矢子（藤女子大学） 1
P-037 給食経営管理実習における残菜比率の比較検討 野村幸子（名古屋学芸大学） 1
P-038 給食経営管理実習を利用したエネルギー教育の試み～定格消費電力と作業工程表に基づいた消費電力の予測と実測 山形純子（大阪市立大学大学院） 1
P-039 料理写真を用いた食重量の目測における学習効果 眞木優子（大阪薫英女子短期大学） 1
P-040 給食経営管理実習の調理工程に関わる余熱とガス消費量の測定 池田昌代（東京農業大学） 1
P-041 大量調理施設における衛生管理の重要性の認識を深める教育方法の検討 森井沙衣子（兵庫県立大学） 6
P-042 PDCAサイクルに基づく給食経営管理論実習の教育効果 上延麻耶（名古屋経済大学） 1
P-043 給食管理実習における学生の習得度(理解度）から見る教育効果について(第2報） 野口美奈（華学園栄養専門学校） 1
P-044 給食運営の実践回数の違いによる授業効果 松藤泰代（純真短期大学） 1
P-045 栄養士養成課程における給食管理実習の効果的な教育～栄養・食事管理、給食の調理管理について～ 戸井田英子（長崎県短期大学） 1
P-046 栄養士養成養成課程に属する学生の献立作成能力と食事内容との関連 布川郁子（光塩学園女子短期大学） 1
P-047 地域老人クラブと連携した栄養長寿教室の食事提供における給食経営管理の教育的効果 妹尾良子（岡山学院大学） 5
P-048 新調理システムを活用できる人材育成のための調査 長谷川順子（東海学園大学） 3
P-049 クックチルシステムにおいて真空の有無が及ぼす保存性の比較の試み 平田亜古（お茶の水女子大学大学院） 3
P-050 大量調理を効率的に行うための作業工程の検討 大迫早苗（相模女子大学短期大学部） 7
P-051 給食施設における食器使用状況の実態調査 山田正子（千葉県立保健医療大学） 7
P-052 献立作成の工夫～調査より役立つ情報収集を実施 橋本真弓（岸和田徳洲会病院） 5
P-053 食肉を材料とした凍結含侵法による調理条件の検討 渡部佳美（広島女学院大学） 5
P-054 飯の品質管理における変動要因の検討 木村靖子（十文字学園女子大学） 5
P-055 真空調理法による殻つき味付卵の調整 藤井恵子（日本女子大学） 4
P-056 温蔵配膳設備のない施設における適温給食の取り組み～スチコンと耐熱食器の活用による方法～ 吉原雪絵（軽費老人ホーム名古屋市清風荘） 4
P-057 大量調理実習における衛生検査結果に基づいた教育介入効果 中藪宏美（広島文教虚子大学） 1
P-058 給食施設内無排水機能調理台のATPふき取り検査法用いた清掃法開発 朝見祐也（南九州大学） 6
P-059 カット野菜と調理器具に対する植物抽出液の洗浄・消毒効果 田村朝子（新潟県立大学） 6
P-060 生食野菜の消毒・殺菌方法について～野菜の形態学的特徴による効果の違い～ 大無田恵美（中村学園大学） 6
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OA-1 魚の真空調理による脂肪酸の変化 稲葉沙季（中国学園大学大学院） 3
OA-2 給食経営管理臨地実習における献立課題作成のための事前厨房説明の効果 市江美津昭（掖済会病院） 1
OA-3 給食に対する管理栄養士と調理職員の意志の相違について 太田淳子（京都女子大学） 1
OA-4 新調理による牛肉料理の栄養成分変化、官能評価に関する検討および他の肉料理との比較 佐野文美（静岡県立大学） 3
OA-5 在宅支援を受けている人々の食生活の実態とその課題 島田郁子（高知県立大学） 5
OA-6 急性期病院におけるノロウイルス感染発症事例を通して得られた管理栄養士としての経験 石川剛（全国土木建築国民健康保険組合 総合病院厚生中央病院） 6
OB-1 給食業務の効率化・マニュアル化の研究―真空調理におけるジャガイモの物性の変化についての検討― 澤村恭子（中部大学） 3
OB-2 メタボリックシンドロームハイリスク群を対象にした社員食堂での「食育」プログラムの脂質・糖代謝への影響 長坂将光（日本マイクロソフト株式会社） 5
OB-3 社員食堂におけるポピュレーションアプローチの効果についての検討 吉川佳代子（エームサービス株式会社） 9
OB-4 社員食堂におけるハイリスクアプローチの効果についての検討(自由喫食型のIT企業での一例） 上原好（エームサービス株式会社） 9
OC-1 臨床栄養学実習における汁物の塩分濃度計を用いた味覚訓練 中村萩枝（名古屋女子大学） 1
OC-2 臨床栄養学実習ならびに給食経営管理学実習における献立作成に利用した食材料に関する研究 片山直美（名古屋女子大学） 1
OC-3 嚥下困難者に適したレシピ調理法と物性の検証―ユニバーサルデザインフードとの比較― 加藤由紀子（人間総合科学大学） 5
OC-4 スチームコンベクションオーブン調理と真空調理による嗜好性の検討～かぼちゃの煮物について～ 神田智子（同志社女子大学） 3
OC-5 学生食堂の厨房環境と作業者の生理負荷・負担感の関連 松月弘恵（神奈川工科大学） 1
PA-1 当院における嚥下食の取り組み～栄養管理・給食管理の視点から 佐藤真希子（協同組合山形給食センター） 5
PA-2 病院給食における献立管理の現状と問題～個別対応食からみた献立作成システムの検討～ 河合潤子（椙山女学園大学） 5
PA-3 新調理システム導入による病院給食の常食献立の野菜提供量と栄養素量の変化 高橋孝子（神戸女子大学） 3
PA-4 特定給食施設(病院）における委託給食から直営給食へ移行した評価検討 石橋朋美（甲子園大学大学院） 1
PA-5 新潟県の病院・高齢者福祉施設における災害時用非常食・備蓄食の準備状況に関する調査 阿部若菜（新潟県立大学） 8
PA-6 よりよい病院食の提供に向けた人材育成 二郷徳子（東海大学医学部付属病院） 1
PB-1 高齢者の味覚に関するアンケート調査 岸本律子（神戸学院大学） 5
PB-2 凍結含浸法による調理品の冷凍保存性の検討 渡部佳美（広島女学院大学） 7
PB-3 介護老人福祉施設における給食の危機意識に関する重点改善項目の抽出 村田まり子（藤女子大学） 8
PB-4 配食サービスにおける生活の自信を取り戻す要因 ―A市の食と生活状況― 山下三香子（鹿児島県立短期大学） 9
PB-5 摂食・嚥下訓練食喫食高齢者の舌圧と食事物性との関連について 中野千寿子（新潟県立大学） 5
PB-6 特別養護老人ホームにおける栄養評価と食事内容との関連性の検討 堀端薫（女子栄養大学） 5
PB-7 高齢者福祉施設における粥調理に関する検討 藤田希美（女子栄養大学） 5
PB-8 高齢者施設の給食における圧力鍋の活用 新津美江（特別養護老人ホームまんさむの里） 7
PC-1 幼児の咀嚼能力と固い食品と柔らかい食品の選択 原正美（昭和女子大学） 5
PC-2 嫌いな食材を克服するメニューの開発の試み 眞木優子（大阪女子短期大学） 4
PE-1 学校給食における野菜を中心とした使用食材の地域性と地産地消について 田中弘美（北陸学院大学短期大学部） 4
PE-2 学校給食における千産千消デーの ―献立分析第2報― 山内好江（千葉県立保健医療大学） 5
PF-1 従業員食堂で食事バランスガイドを活用した食事及び関連情報を3年間提供した場合の食物選択行動に関する検討 三澤朱実（大阪市立大学大学院） 9
PG-1 学生食堂運営のための学生の昼食に対する満足度・期待度分析 朝見哲也（南九州大学） 9
PG-2 学食メニューの開発 ―給食対象者の食行動分析をもとに― 亀山良子（甲子園大学大学院） 9
PH-1 学生の学校給食ボランティア活動による意識変化と教育効果 北島葉子（中国学園大学） 1
PH-2 給食経営管理実習における自己評価について 管理栄養士養成課程と栄養士養成施設との比較 中川泰代（名古屋女子大学） 1
PH-3 栄養士養成課程学生の食生活状況と目測による栄養バランス認識について 布川育子（光塩学園女子短期大学） 1
PH-4 食品量目の目測に関する学習効果 北川麻衣子（大手前栄養学院専門学校） 1
PH-5 管理栄養士養成大学が属している分野と管理栄養士排出状況および給食経営管理論の現状の模索 根本亜矢子（藤女子大学） 1
PH-6 短大生の給食管理実習前後における自覚疲労と疲労部位について 楢原礼美（帝京短期大学） 1
PH-7 管理栄養士養成課程における科目間連携への取り組み～調理学実習での献立作成課題を通して～ 青木るみ子（西南女学院大学） 1
PH-8 給食経営管理実習における学生の態度・行動への意識介入　第2報 ～ビデオ映像による自己評価と他者消化の試み～ 吉田真知子（東京聖栄大学） 1
PH-9 マイワシの真空調理による物性変化 吉田真季（日本女子大学） 3
PH-10 新設実習室における給食経営管理実習の教育効果と課題 吉野知子（東京家政学院大学） 1
PH-11 大量調理におけるスチームコンベクションオーブンンの活用と研究～スチコンと従来加熱法の比較検討～ 岸上久美子（香蘭女子短期大学） 3
PH-12 特定給食施設における新調理システム活用のための基礎データに関する研究 市川陽子（静岡県立大学） 3
PH-13 学生自身の食生活及び学生食堂に対する意識調査 松下ちづる（静岡県立大学） 9
PH-14 給食経営管理論実習における食材料マネジメント(第2報）地場産物活用の教育効果と地域連携 白子みゆき（つくば国際大学） 1
PH-15 給食経営管理実習における「見える化」手法を活用した省エネ教育の実践 上田由喜子（大阪市立大学大学院） 7
PH-16 授業アンケートを活用した実践的な給食経営管理実習の内容検討（第3報） 沼田聡（高知県立大学） 1
PH-17 学内実習における給食献立の使用食品および調理方法に関する研究 木下伊規子（共立女子大学） 1
PH-18 施設別給食の弁当販売における実践報告 松藤泰代（純真短期大学） 7
PH-19 喫食温度と温度評価、おいしさ評価の関連の検討 秋谷麻唯子（女子栄養大学） 7
PH-20 大量調理における炊飯の品質管理について 富松理恵子（女子栄養大学） 7
PH-21 給食献立作成時における旬の食材検討 妹尾良子（岡山学院大学） 4
PI-1 世田谷区内集団給食施設の施設特性と食品衛生に関する意識 大道公秀（東京医療保健大学） 6
PI-2 市販塩素系漂白剤の保管条件による有効塩素の経時的変化 山田正子（千葉県立保健医療大学） 6
PI-3 クックフリーズシステムを利用した地域ひとり暮らし高齢者への食事支援体制構築の取り組み（第1報） 谷野永和（武庫川女子大学） 3
PI-4 真空調理法によるブロッコリーの調理 諸岡みどり（東北女子大学） 3
PI-5 効率的な給食経営の工夫 ―調理機器の差異による検討①豚しゃぶの場合 澄川朋子（山口県立大学） 3
PI-6 効率的な給食経営の工夫 ―調理機器の差異による検討②里芋の煮物の場合 山崎あかね（山口県立大学） 3
PI-7 管理栄養士の地域へのアプローチとしての「給食（配食サービス）」の可能性を考える 梶浦茜（金城学院大学） 9
PI-8 野菜の消毒・殺菌に関する細菌学的ならびに超微形態学的検討 近江雅代（西南女学院大学） 6
PI-9 手指から分離した細菌に対する植物抽出液の抗菌効果 小山さくら（新潟県立大学） 6
PI-10 豚肉の低温スチーミングによる軟化と消化性の検討 渡辺祐香（新潟県立大学） 3
PI-11 真空調理法及び通常調理法を用いた根菜煮物のできばえの比較 中曽根真未（新潟県立大学） 3
PI-12 画像解析を活用した「おいしそう」と思われる弁当の色彩比率の分析 稲葉絵奈（神奈川工科大学） 1
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第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 分類別合計 （％）

1 給食経営管理 8 11 15 11 11 18 26 20 120 34.5
2 マーケティング 3 2 1 1 2 2 0 0 11 3.2
3 給食システム 1 5 8 6 5 5 4 14 48 13.8
4 食材料開発・流通 1 1 3 0 1 3 4 3 16 4.6
5 給食施設栄養．食事管理 1 4 7 3 3 8 26 11 63 18.1
6 特定給食施設衛生管理 1 5 2 2 4 5 4 5 28 8.0
7 給食の生産管理 0 0 4 4 7 5 2 6 28 8.0
8 危機管理 0 0 3 4 2 1 4 2 16 4.6
9 外食産業・給食デリバリーサービス 2 2 2 1 1 2 0 8 18 5.2

回毎合計 17 30 45 32 36 49 70 69 348 100

表Ⅰ-3　分類別演題発表の推移
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図Ⅰ-2 分類別演題発表の推移
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発行年 論文種類 タイトル

1 vol.1 NO.1 2006 資料 明治31年実施の結核専門病院における実施献立表について 内田淳一

2 資料 明治時代の病院の食事について 山下光雄

3 vol.2 NO.1 2008 報文論文 栄養士配置の有無が保育所給食における食物エネルギー児への除去食対応実施に及ぼす影響 久保田恵 寺本あい

4 資料 明治31年実施の結核専門病院における実施献立表～その2～

5 NO.2 2008 研究ノート 給食経営管理における衛生管理に対する管理栄養士・栄養士養成課程学生の意識解析 朝見祐也 伊藤智 池田清和

6 vol.3 NO.1 2009 研究ノート 魚主菜献立の特徴の分析-給食管理実習より- 横溝佐衣子 橋本加代 谷野永和

7 研究ノート 給食経営管理学内実習における献立内容および作業内容と労務費の関係について 橘髙（桂）博美　 河野篤子

8 総説 給食経営管理の徹底管理～食事情の激動する中でこれからの給食管理をどう考えるか～ 茂木信太郎

9 NO.2 2009 総説 日本人の食事摂取基準（2010年度）の活用理論 佐々木敏

10 報文 女子大生を対象とした給食の脂肪酸給与量計画に及ぼす献立要因に関する研究 上杉宰世 彦坂令子 大川正美 高地リベカ 君羅満

11 資料 体感温度が売上食数に与える影響 神田知子 安藤真美 髙橋徹 松本肇人 足立蓉子

12 vol.4 NO.1 2010 研究ノート 京都府及び滋賀県内の給食施設における衛生管理の現状に関する考察 朝見祐也 大野友峰子 伊藤智 池田清和

13 「日本人の食事摂取基準」活用検討会務報告書の掲載にあたり 石田裕美

「日本人の食事摂取基準」活用検討会務報告書

14 NO.2 2010 報文 リボキシゲナーゼ完全欠失大豆を主原料とする大豆麺の物性および嗜好性 辻美智子 肥田由紀子 東野真由美 藤井恵子

15 報文 給食形態と児童・生徒の体格及び食H数館との関係 小林奈穂 塚原典子 小築康弘 西山良子 内田智美 田中延子 江澤郁子

16 研究ノート 給食経営管理実習で提供された献立のフードマイレージによる環境負荷の検討 髙橋由樹 藤井恵子 名倉秀子

17 資料 特別老人ホームにおけるクックチルシステム導入の有効性とその課題 笹田陽子 工藤ルミ子 重田公子 村元美代 佐藤ななえ 阿部治雄 西野洋一

18 実践報告 物価上昇に伴う学校給食献立の変化と工夫 田村朝子 山岸あづみ 木下伊規子

19 vol.5 NO.1 2011 報文 熊本県の2保育園と1幼稚園における給食の食事摂取基準に基づく実施給与栄養量に関する研究 江藤ひろみ 山田夏絵 北野直子

20 研究ノート 生食野菜と調理器具に対するフキ抽出液の洗浄・消毒効果 黒崎ひろみ 田村朝子 山岸あづみ 木下伊規子

21 研究ノート 大量調理施設におけるエネルギー消費意識の実態調査と

　　　　　　　　管理栄養士養成課程の学内給食実習におけるエネルギー消費の「見える化」の試み 山形純子 伊與田浩志 山岸あづみ 赤尾正 菊崎泰枝 西村伸也 藤原政嘉

20 研究ノート メラミン樹脂製食器からのホルムアルデヒド放散量及び

　　　　　 　給食経営管理実習室内における食器乾燥保管庫周辺のホルムアルデヒド量の測定 山田正子 山内好江 瀬戸美江 澤田崇子 藤本健四郎

21 NO.2 2011 総説 経済的視点から見た学校給食 春日教測

22 報文 A市保育所給食の調理作業管理におけるリスクマネジメントの実態（第1報） 村田まり子 藤田修三

23 事例紹介 中国山東省における冷凍野菜の生産・加工と検査体制の現状 松月弘恵

24 vol.6 NO.1 2012 報文 ペイント嚥下食の特定給食施設における実用化の検討 亀山良子 田中真理子 照井眞紀子

25 報文 作業環境測定の作業員の主観的評価からみた厨房改築の効果 松月弘恵 伊藤昭好 春山康夫 相川薫 藤井紘子 武藤孝司

26 事例紹介 給食管理実習における疲労調査 石橋弥生 戸村香織 上杉宰世 彦坂令子

27 NO.2 2012 研究ノート 大学生生協食堂を利用する男子大学生における昼食のエネルギー及び栄養摂取量の解析 神田知子 松崎藍 篤本真美 吉川真由子 杠千佳 久保田恵 奥村仙示

28 研究ノート スチームコンベクションオーブン調理と真空調理による水油性ビタミンB1・B2・B6・Cの調理損失比較 神田知子 有馬紗耶 藤本理瑛 中西美穂 小原友香梨 小切間美保

29 vol.7 NO.1 2013 研究ノート 学校給食における食物アレルギーの対応の開始を困難とさせる要因に関する研究 我那覇ゆりか 新城澄枝 根川文枝 定歳尚子 稲垣夏子 山本茂

30 資料 介護老人保健施設において他職種が食事摂取割合を記録する際の自己効力レベル 太田淳子 山本國夫 田中清

31 資料 給食会社における臨地・校外実習の受け入れ状況につて 登坂三紀夫 松月弘恵 三好惠子 君羅満 石田裕美

32 実践報告 給食経営管理実習中の消費電力の推算及び実測によるエネルギー教育の試み 山形純子 小林慧子 伊與田浩志 菊崎泰枝

33 研究ひろば 健康日本21（第二次）における「給食施設を介した健康づくり」の指標に関する提案への取り組み報告 福井富穂 石田裕美

34 NO.2 2012 報文 特定給食施設の衛生管理を目的とした作業分類の検討 野原健吾 縄田敬子 高松理恵子 堀端薫 石田裕美

35 資料 高齢者施設給食で提供された食事中のセレン実測値 金光秀子 佐藤郁雄 石田裕美

36 資料 中小規模の医療・介護系施設の食事提供に対する東日本大震災の影響 松月弘恵 松本まりこ 佐々木ルリ子 吉田雄次 今野暁子 細矢理奈 菅沼紀子

37 実践報告 ATPふき取り検査法を用いた給食施設内調理台の清掃法開発の試み 朝見祐也 杉山亜紀 大野友峰子 池田清和

鎌田弘美 三浦朋子 佐々木久美子 武藤孝司

表Ⅰ-4　日本給食経営管理学会誌　掲載報文等一覧

会誌NO 著　　者

社団法人施設北里研究所 北里柴三郎記念館

研究ひろば
「日本人の食事摂取基準」活用検討会

33.33333333

0

7.692307692

5.128205128

30.76923077

12.82051282

0

5.128205128

5.128205128

0 5 10 15 20 25 30 35

給食経営管理

マーケティング

給食システム

食材料開発・流通

給食施設栄養．食事管理

特定給食施設衛生管理

給食の生産管理

危機管理

外食産業・給食デリバリーサービス

図1-3 日本給食経営学会誌 分野別掲載内訳

（％）
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第 Ⅱ 章  保 育 所 給 食 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 分 析 と そ の 対 応  

第 1 節  は じ め に  

保 育 所 の 給 食 マ ネ ジ メ ン ト は 、 児 童 の 発 達 段 階 や 健 康 状 態 に 応 じ

た 食 事 を 安 全 衛 生 面 お よ び 栄 養 面 を 配 慮 し 、 品 質 の 確 保 が な さ れ た

も の で な く て は な ら な い と い う 課 題 が あ る 。 し か し 実 態 は 、 他 給 食

施 設 に 比 較 し 追 究 の 余 地 が あ り 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 改 善 に 関 す る

研 究 が 必 要 で あ る 。 給 食 施 設 で の 危 機 意 識 及 び リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト

の 現 状 と 課 題 を 調 査 し 、 給 食 担 当 者 は 、 給 食 の 運 営 上 の ど の 項 目 が

適 切 に 執 行 し づ ら い の か 、 あ る い は ど の 項 目 を 改 善 す れ ば 、 給 食 マ

ネ ジ メ ン ト が 円 滑 に 遂 行 さ れ る の か 、 ① 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る こ

と (以 下 重 点 改 善 項 目 )を 目 的 と し た 。 さ ら に 給 食 施 設 担 当 者 の 給 食

施 設 運 営 に 対 す る 危 機 意 識 を 払 拭 出 来 る よ う に 、 対 応 シ ス テ ム と し

て 、  ② 重 点 改 善 項 目 を シ ナ リ オ に 採 り 入 れ た TYA 方 式 に よ る 改 善

支 援 プ ロ グ ラ ム を 企 画 し 、 実 施 (以 下 、「 保 育 所 給 食 施 設 リ ス ク マ ネ

ジ メ ン ト 教 室 」)し た 。プ ロ グ ラ ム で は 、給 食 施 設 担 当 者 の 問 題 の 探

索 を 質 的 に 記 述 す る 演 繹 的 ア プ ロ ー チ を し 、 行 動 変 容 の 効 果 に つ い

て 検 討 し た 。  

 

第 2節  研 究 の 対 象 と 方 法  

（ 1） 対 象 者  
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A 市 内 に お け る に 認 可 保 育 所 (48 施 設 )の 給 食 担 当 者 を 対 象 と し た 。

平 成 21(( 20 0 9 )年 4 月 に A 保 育 協 会 の 会 議 に お い て 、 各 保 育 所 施 設

長 (参 加 25 施 設 )に 対 し 本 研 究 の 目 的・内 容 に つ い て 説 明 し 、給 食 担

当 者 に ア ン ケ ー ト 調 査 の 依 頼 が あ る 旨 を 伝 え て も ら う よ う に し た 。

そ の 後 日 48 施 設 の 給 食 担 当 者 に 本 研 究 の 目 的 、内 容 、倫 理 的 配 慮 に

つ い て 記 し た 依 頼 分 文 と 無 記 名 自 記 式 ア ン ケ ー ト を 郵 送 し 、 回 答 後

返 送 し て も ら っ た 。  

 

（ 2） 調 査 時 期 及 び 調 査 項 目  

1) 重 点 改 善 項 目  

調 査 項 目 は 、「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」注 1） の 各 点 検

表 、 お よ び 「 食 の 安 全 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 注 2 ） な ど か ら 、 厚 生 労

働 省 の カ テ ゴ リ ー 分 け を 参 考 年 調 理 施 設 ・ 従 事 者 の 衛 生 管 理 ・ 原

材 料 の 取 扱 い 等 ・ 調 理 器 具 等 及 び 使 用 水 ・ 調 理 等 ・ そ の 他 の 6 分

類 45 項 目 を 設 定 し た 。表 Ⅱ － 1 に 評 価 項 目 及 び 簡 略 表 現 を 示 し た 。

調 査 項 目 の 設 定 に あ た っ て は ､今 回 の 調 査 対 象 で は な い 給 食 関 係

者 5 名 と 教 育 関 係 者 1 名 に 対 し ､回 答 し や す い 項 目 で あ る か ど う か 、

表 面 的 妥 当 性 の 確 認 を 行 っ た 。  

調 査 項 目 の 対 策 状 況 の 適 切 度 (適 切 ＝ 5、や や 適 切 ＝ 4、ど ち ら と

も い え な い ＝ 3、 や や 不 適 切 ＝ 2、 不 適 切 ＝ 1)と 給 食 運 営 に 対 す る
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危 機 意 識 の 総 合 評 価 ((非 常 に 気 に な る ＝ 5、 気 に な る ＝ 4、 ど ち ら

と も い え な い ＝ 3、 気 に な ら な い ＝ 2、 全 く 気 に な ら な い ＝ 1)の 5

段 階 評 価 に よ る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。集 計・分 析 に は 、EXCE L

ア ン ケ ー ト 太 閤 (エ ス ミ )を 用 い CS 分 析 を 行 っ た 。  

2）「 保 育 所 給 食 施 設 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 教 室 」（ 以 下 RM 教 室 ） の

企 画 ・ 実 施 ・ 検 討  

①  RM 教 室 の 一 環 と し て 、 学 習 材 料 と な る シ ナ リ オ を 導 出 し た 。

シ ナ リ オ で は 参 加 す る 対 象 者 ら と 同 じ よ う な 環 境 に あ る 人 物 A 子

さ ん を モ デ ル と し 、そ の 内 容 に は 、CS 分 析 結 果 よ り 抽 出 し た 重 点

改 善 項 目 を 採 り 入 れ 、 毎 日 の 作 業 か ら 噴 出 す る 疑 問 や 不 安 を テ ー

マ と し 、1）よ り 得 ら れ た 重 点 改 善 項 目 よ り 、プ ロ グ ラ ム を 企 画 し

た（ 図 Ⅱ -1：保 育 所 給 食 施 設 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト [RM]教 室 の 概 要 ）。

ま た 、 学 習 プ ロ セ ス の 分 析 は 、 マ イ リ ン グ の 質 的 内 容 分 析 法 （ 1 ）

を 応 用 し 、「 抽 出 さ れ た 課 題 」、「 カ テ ゴ リ ー 」、「 改 善 策 」に 分 割 し 、

介 入 群 の 学 び の プ ロ セ ス 、 す な わ ち シ ナ リ オ 内 容 を ど の よ う に 受

け 止 め 、 自 分 の 日 常 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 改 善 に ど の よ う に 関

連 付 け た か を 検 討 し た 。  

②  介 入 前 後 の 重 点 改 善 項 目 対 策 状 況 の 変 化  

調 査 期 間 は 、平 成 21 年 4 月 か ら 8 月 ま で の 5 ヶ 月 間 と し た 。対 象

と な る 施 設 に 説 明 会 を 実 施 し た 。 研 究 に 客 観 性 を 持 た せ る た め に 、
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介 入 群 と 非 介 入 群 の 2 群 を 同 時 に 設 定 し た 。 群 間 の 性 質 の 偏 り を 避

け る た め 介 入 群 と 非 介 入 群 は 、 単 純 ラ ン ダ ム 化 に よ り 割 り 付 け し た

（ 2）。 介 入 群 は 、 RM 教 室 を 4 回 実 施 し 、 非 介 入 群 は 、 コ ン ト ロ ー ル

群 と し た 。  

対 象 者 ら の 介 入 に よ る 行 動 の 変 容 を 調 査 す る た め に 、 介 入 の 前 後

で 対 策 状 況 の 変 化 を 検 討 し た 。1）よ り 抽 出 し た 重 点 改 善 項 目 よ り 作

成 し た 対 策 状 況 ア ン ケ ー ト 調 査 票（ 図 Ⅱ － 2）を 用 い 、そ の 対 策 状 況

を 5 点 法 ( 5 点 → で き て い る 、 4 点 → や や で き て い る 、 3 点 → ど ち ら

と も い え な い 、 2 点 → や や で き て い な い 、 1 点 → で き て い な い )で 、

介 入 前 後 に 行 っ た 。 調 査 前 の ア ン ケ ー ト 結 果 は 、 対 応 の な い ｔ 検 定

を 用 い て 有 意 差 検 定 を 行 い 、 調 査 前 後 の 変 化 に つ い て は 対 応 の あ る

ｔ 検 定 を 用 い て 有 意 差 検 定 を 行 な っ た 。 2 群 間 の 介 入 効 果 の 比 較 に

は 二 元 配 置 分 散 分 析 を 用 い た 。 統 計 学 的 な 有 意 水 準 は 5％ と し た 。  

 

第 3 節  結 果  

本 研 究 は 、 保 育 所 給 食 施 設 担 当 者 を 対 象 に 危 機 意 識 及 び リ ス ク マ

ネ ジ メ ン ト の 現 状 と 課 題 を 調 査 し 、 早 急 に 改 善 す べ き 項 目 （ 重 点 改

善 項 目 ） を 抽 出 し た 。 ま た そ の 重 点 改 善 項 目 を シ ナ リ オ に 採 り 入 れ

た グ ル ー プ 学 習（ RM 教 室 ： 毎 月 1 回 、全 4 回 ）の 前 後 で ア ン ケ ー ト

調 査 を し 、 RM 教 室 の 実 施 が 行 動 変 容 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。  
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( 1 )対 象 者 の 属 性  

調 査 協 力 が 得 ら れ た 回 答 者 数 は 、A 市 内 保 育 所 給 食 施 設 21 施 設 の

調 理 担 当 者 21 名 （ 回 収 率 43.8％ ） だ っ た 。 取 得 資 格 は 、 栄 養 士 が

14 名 （ 66.7％ ）、 調 理 師 が 7 名 （ 33.3％ ） だ っ た 。 栄 養 士 の う ち 調

理 師 免 許 の 取 得 者 が 9 名 （ 42.9％ ） で あ り 、 全 体 の 16 名 （ 76.2％ ）

が 調 理 師 資 格 を 持 っ て い た 。年 代 は 、20 代 が 最 も 多 く 10 名（ 47.6％ ）

で あ り 、 40 代 以 下 は 18 名 （ 85.7％ ） だ っ た 。 経 験 年 数 は 、 5～ 15

年 未 満 が 最 も 多 く 9 名 （ 42.9％ ） で あ り 、 15 年 未 満 の も の は 17 名

（ 81.0％ ） だ っ た （ p<0.01）。 ま た 、 調 理 場 築 年 数 は 、 15 年 以 上 が

最 も 多 く 17 名（ 81.0％ ）だ っ た 。入 所 児 童 数 は 、100 人 未 満 の 施 設

が 10 施 設 (47.6％ )で あ り 、 100 人 以 上 の 施 設 は 11 施 設 （ 52.4％ ）

だ っ た（ p<0.01）。ま た 、回 答 者 以 外 の 従 事 者 数 は 、1 人 が 最 も 多 く

11 施 設 （ 52.4％ ） だ っ た （ p<0.01）。 年 齢 、 経 験 年 数 、 施 設 築 年 数

入 所 児 童 数 、 お よ び 回 答 者 以 外 の 従 事 者 数 を 表 Ⅱ -2 に 示 し た 。  

(2)重 点 改 善 項 目  

1)CS グ ラ フ の 作 成  

対 策 状 況 45 項 目 の 対 策 の 適 切 度 と 危 険 意 識 の 総 合 評 価 か ら 、適 切

度 偏 差 値 と 独 立 係 数 偏 差 値 を 求 め（ 表 Ⅱ -3:評 価 項 目 改 善 度 ）、CS グ

ラ フ （ 図 Ⅱ -3： 危 機 意 識 の 程 度 ） を 作 成 し た 。  

重 点 維 持 分 野 に は 、「 体 調 管 理 」、「 調 理 機 械 等 の 洗 浄 」、「 原 材 料 の
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速 や か な 下 処 理 ・ 調 理 」 な ど の 9 項 目 が 位 置 付 け ら れ た 。 維 持 分 野

に は 、「 健 康 診 断・検 便 検 査 」、「 外 衣・帽 子 の 毎 日 の 交 換 」、「 検 食 の

実 施 」、「 2 時 間 以 内 の 喫 食 」、「 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 」、「 栄 養 管 理 」、

な ど の 12 項 目 が 位 置 付 け ら れ た 。改 善 分 野 に は 、「 シ ン ク の 用 途 別 」、

「 不 潔 な 場 所 と の 完 全 区 分 」、「 非 常 用 メ ニ ュ ー の 準 備 」、「 緊 急 時 連

絡 」、「 OJT・ Off-J T の 実 施 」な ど の 12 項 目 が 位 置 付 け ら れ た 。重 点

改 善 分 野 に は 、「 ね ず み・こ ん 虫 の 侵 入 」、「 毛 髪 の は み 出 し 」、「 下 処

理 、 調 理 場 の 外 衣 ・ 履 物 の 交 換 」、「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」、「 原 材 料 検

査 結 果 」、「 水 質 検 査 」 な ど の 12 項 目 が 位 置 付 け ら れ た 。  

2)重 点 改 善 項 目 の 抽 出  

4 つ の 分 野 か ら 、調 査 項 目 の 改 善 度 指 数 を 求 め た 。改 善 度 指 数 は 、

値 の 大 き い ほ ど 改 善 を 優 先 し 、5 以 上 は 改 善 す べ き 項 目 で あ り 10 以

上 に な る と 早 急 に 改 善 が 必 要 な 項 目 と 言 わ れ て い る（ 3 ）。こ の こ と か

ら 、改 善 度 指 数 が 5 以 上 で 、さ ら に 満 足 度 偏 差 値 が 50 以 下 、独 立 係

数 偏 差 値 が 50 以 上 の 項 目 、す な わ ち「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」（ 26.89）、

「 原 材 料 検 査 結 果 」（ 19.45）、「 水 質 検 査 」（ 16.59）、「 原 材 料 専 用 の

保 管 」（ 16.08）、「 下 処 理 、調 理 場 の 外 衣・履 物 の 交 換 」（ 12.36）、「 ね

ず み・こ ん 虫 の 侵 入 」（ 10.2 7）、「 毛 髪 の は み 出 し 」（ 8.48）、「 原 材 料

の 点 検 記 録 」（ 7.92）、「 原 材 料 の 仕 入 れ ・ 区 分 」（ 7.11） の 9 項 目 が

重 点 改 善 項 目 と し て 抽 出 さ れ た 。  
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( 3 ) R M 教 室 の 企 画 ・ 実 施 ・ 検 討  

1) RM 教 室   

参 加 者 で あ る 介 入 群 の 給 食 施 設 担 当 者 は （ 以 下 介 入 群 ） は 、 そ れ

ぞ れ の も つ 給 食 マ ネ ジ メ ン ト 体 験 を 持 ち 寄 り 、 そ れ を 基 盤 と し て グ

ル ー プ ワ ー ク に 参 加 し た 。 そ こ で シ ナ リ オ に よ る グ ル ー プ ワ ー ク や

ミ ニ 講 話 な ど の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 通 し て 、 危 機 意 識 を 改 善 す る た め

の 必 要 な 知 識 や 具 体 的 な 技 術 を 習 得 し た 。 同 時 に 、 リ ス ク マ ネ ジ メ

ン ト の 改 善 を 図 る 技 能 が 形 成 さ れ 、 自 己 実 現 等 を 継 続 す る 意 欲 が 喚

起 さ れ た 。  

具 体 的 に は 、① 5～ 6 名 を 1 グ ル ー プ と し 、説 明 会 を 除 く 4 回 に よ

り 構 成 し た 。 ② 回 毎 に テ ー マ を 設 定 し そ の 内 容 は 、 前 半 の グ ル ー プ

ワ ー ク と 後 半 の ミ ニ 講 話 な ど に よ る 2 部 構 成 で 、1 回 120 分 と し た 。

③ グ ル ー プ に チ ュ ー タ ー お よ び 記 録 係 を 配 置 し た 。 ④ 記 録 係 は KJ

法 （ 4 ） に よ り 、 ひ と つ の 発 言 に つ き 一 枚 の 付 箋 紙 に 記 す と い う 単 位

で 記 録 シ ー ト に 添 付 し 、 意 見 を ま と め て 発 表 し た 。  

シ ナ リ オ と 教 育 的 意 図 お よ び 学 習 課 題 を 表 Ⅱ － 4 に 、 抽 出 さ れ た

課 題 、 カ テ ゴ リ ー 及 び 改 善 策 を 表 Ⅱ -5 に ま と め た 。  

RM 教 室 の １ 回 目 は 、前 半 を テ ー マ「 調 理 施 設 」と し た シ ナ リ オ 学

習 の グ ル ー プ ワ ー ク で あ り 、介 入 群 よ り 抽 出 さ れ た 代 表 的 な 課 題 は 、

虫 の 混 入 、 ク レ ー ム の 処 理 、 毎 年 繰 り 返 し て い る こ と 、 殺 虫 剤 の 使
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用 、 窓 の 開 放 、 手 洗 方 法 、 ア ル コ ー ル の 利 用 方 法 、 盛 り 付 け 時 の 配

慮 、 調 理 員 B 子 さ ん に 対 す る 黙 認 で あ っ た 。 抽 出 し た 課 題 に 対 し て

カ テ ゴ リ ー に 分 類 し た と こ ろ 、 異 物 混 入 、 衛 生 管 理 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン に 分 類 さ れ た 。ま た 、改 善 策 と し て は 、施 設 内 研 修 の 必 要 性 、

保 健 所 な ど か ら の 指 導 、 施 設 設 備 の 改 善 、 マ ニ ュ ア ル の 完 備 、 人 間

関 係 の 構 築 、A 子 さ ん の 知 識 の 向 上 が 挙 げ ら れ た 。後 半 に ｢施 設 管 理 ｣

に つ い て ミ ニ 講 話 (30 分 )を 設 定 し た 。  

2 回 目 は 、 前 半 を テ ー マ 「 衛 生 管 理 」 と し た シ ナ リ オ 学 習 の グ ル

ー プ ワ ー ク で あ り 、 介 入 群 よ り 抽 出 さ れ た 代 表 的 な 課 題 は 、 介 入 群

よ り 抽 出 さ れ た 代 表 的 な 課 題 は 、 保 育 士 C 子 さ ん の 行 動 、 調 理 場 へ

の 部 外 者 の 立 ち 入 り 、 嘔 吐 の 処 理 、 調 理 員 B 子 さ ん の 言 動 、 家 庭 的

な 調 理 、 作 業 区 域 が 不 明 瞭 、 A 子 さ ん の 知 識 レ ベ ル で あ っ た 。 抽 出

し た 課 題 に 対 し て カ テ ゴ リ ー に 分 類 し た と こ ろ 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 、 担 当 職 務 の 混 同 、 衛 生 管 理 、 ハ ー ド 面 の 問 題 、 従 事 者 の 意 識 レ

ベ ル 、 給 食 の 定 義 に 分 類 さ れ た 。 ま た 、 改 善 策 と し て は 、 問 題 点 の

ク ロ ー ズ ア ッ プ お よ び 究 明 、 危 機 意 識 の 共 有 お よ び 習 慣 化 、 他 職 員

の 給 食 に 対 す る 共 通 理 解 、 ネ ッ ト ワ ー ク 作 り 、 給 食 施 設 担 当 者 の 地

位 向 上 、 栄 養 士 配 置 規 定 、 A 子 さ ん の 意 識 ・ 行 動 変 容 、 ボ ー ダ ー ラ

イ ン の 明 確 化 が 挙 げ ら れ た 。 後 半 に 「 食 品 衛 生 」 に つ い て ミ ニ 講 話

(30 分 )を 設 定 し た 。  
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3 回 目 は 、 前 半 を テ ー マ 「 原 材 料 の 取 り 扱 い な ど 」 と し た シ ナ リ

オ 学 習 の グ ル ー プ ワ ー ク で あ り 、 介 入 群 よ り 抽 出 さ れ た 代 表 的 な 課

題 は 、 介 入 群 よ り 抽 出 さ れ た 代 表 的 な 課 題 は 、 納 品 に 立 ち 会 っ て い

な い 、食 材 の 放 置 、・発 注 ま た は 受 注 ミ ス 、業 者 の 選 定 、検 食 保 存 の

誤 認 、 書 類 の 記 録 方 法 で あ っ た 。 抽 出 し た 課 題 に 対 し て カ テ ゴ リ ー

に 分 類 し た と こ ろ 、 食 材 の 選 別 、 業 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 検

収 方 法（ 食 材 、水 質 ）、必 要 書 類 ・帳 票 の 整 備 、衛 生 管 理 、業 者 見 積

り 、 非 常 時 の 対 応 に 分 類 さ れ た 。 ま た 、 改 善 策 と し て は 、 施 設 衛 生

管 理 マ ニ ュ ア ル の 整 備 、 他 所 と の 比 較 検 討 、 献 立 作 成 技 能 の 習 得 、

食 育 に 対 す る 理 解 が 挙 げ ら れ た 。後 半 は 、「 HACCP シ ス テ ム 」の ビ デ

オ を 放 映 し た 。  

4 回 目 は ま と め と し 「 給 食 マ ネ ジ メ ン ト 全 般 」 を テ ー マ と し た 。

前 半 で 今 ま で の 3 回 の RM 教 室 に 出 現 し な か っ た テ ー マ 、あ る い は 理

解 が で き な か っ た 課 題 を 採 り 上 げ た 。 介 入 群 よ り 抽 出 さ れ た 代 表 的

な 課 題 は 、 施 設 外 保 育 先 へ の 給 食 提 供 、 寄 付 な ど に よ る 予 定 外 の 食

材 利 用 、 監 査 で 指 摘 さ れ な け れ ば 黙 認 、 施 設 長 の 嗜 好 優 先 、 食 品 ロ

ス で あ っ た 。 抽 出 し た 課 題 に 対 し て カ テ ゴ リ ー に 分 類 し た と こ ろ 、

衛 生 管 理 、 施 設 設 備 、 献 立 作 成 に 分 類 さ れ た 。 後 半 は 、 そ の 解 決 方

法 に つ い て グ ル ー プ ワ ー ク し た 。改 善 策 と し て は 、記 録 の 保 管 整 備 、

献 立 立 案 マ ニ ュ ア ル の 作 成 、 食 育 の 啓 発 活 動 、 諸 デ ー タ の 蓄 積 お よ
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び 分 析 、 監 査 結 果 な ど の 活 用 が 挙 げ ら れ た 。 介 入 群 は 配 布 さ れ た 個

人 フ ァ イ ル に 各 自 の 問 題 点 や 改 善 策 な ど を 記 し 、 各 回 の シ ナ リ オ に

沿 っ た 学 習 を 日 常 に 利 用 で き る 資 料 作 り を 行 っ た 。  

研 究 の 前 提 と し て 、 TYA 方 式 を 教 育 プ ロ グ ラ ム の 中 に 応 用 し た RM

教 室 は 、 介 入 群 が リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 関 し 問 題 を 解 決 で き る 技 能

を 身 に つ け る こ と が で き る こ と を 仮 説 と し た 。  

2)介 入 前 後 の 重 点 改 善 項 目 対 策 状 況 の 変 化   

A 市 内 の 保 育 所 給 食 施 設 の 給 食 施 設 担 当 者 に 対 し 、 介 入 群 と 非 介

入 群（ 対 照 ）の 2 群 を 同 時 に 設 定 し た 。介 入 群 に は「 RM 教 室 」を 実

施 し 、 非 介 入 群 は 、 コ ン ト ロ ー ル 群 と し て 、 こ の 間 何 も し な い 介 入

を し た 。CS 分 析 よ り 得 ら れ た 重 点 改 善 項 目 の 対 策 状 況 の 調 査 結 果 の

変 化 か ら 介 入 前 後 の 行 動 変 容 を 調 査 し た と こ ろ 、 調 査 前 に は 、 介 入

と 非 介 入 群 の 間 で 、「 原 材 料 の 検 査 結 果 」の 対 策 状 況 適 切 度 が 非 介 入

群 で 有 意 に 高 か っ た （ p<0. 01） の み で 、 そ の 他 の 項 目 に は 、 有 意 差

が み ら れ な か っ た 。 調 査 前 に 比 べ 調 査 後 に 対 策 状 況 適 切 度 に 有 意 な

変 化 が 認 め ら れ た の は 、介 入 群 に お い て 、「 ね ず み・こ ん 虫 の 侵 入 」、

「 手 洗 い 方 法 」、「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」、「 毛 髪 の は み 出 し 」、「 原 材 料

専 用 の 保 管 」、「 原 材 料 の 点 検 記 録 」、「 原 材 料 の 仕 入 れ ・ 区 分 」 の 7

項 目 だ っ た （ p<0. 01、 p<0. 0 5、 p<0. 0 5、 p<0. 0 1、 p<0. 0 5、 p<0. 0 5、

p<0.0 5）。 非 介 入 群 に お い て は 、「 ね ず み ・ こ ん 虫 の 侵 入 」 の 項 目 が
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有 意 に 上 昇 し た （ p<0.01）。 ま た 、 2 群 間 の 前 後 比 較 で は 、「 手 洗 い

方 法 」、「 原 材 料 の 点 検 記 録 」、「 総 合 評 価 」 に お い て 二 元 配 置 分 散 分

析 に お け る 交 互 作 用 に 有 意 な 差 が あ り 介 入 効 果 が み ら れ た （ 表 Ⅱ －

6： 二 群 間 の 介 入 前 後 比 較 に よ る 分 析 結 果 ）。  

 

第 4 節  考 察  

(1)対 象 者 の 属 性  

対 象 者 21 名 の う ち 栄 養 士 有 資 格 者 は 14 名 で 、 そ の う ち 調 理 師 資

格 を 併 せ 持 つ 者 が 9 名 で あ り 、16 名 の 対 象 者 が 調 理 師 資 格 を 持 っ て

い た 。 こ の こ と か ら 、 A 市 内 認 可 保 育 所 に お け る 調 理 担 当 者 の 役 割

は 、 栄 養 士 と し て の 専 門 性 よ り も 調 理 従 事 者 と し て 捉 え ら れ て い る

こ と が 窺 え た（ 表 Ⅱ - 2）。平 成 21 年 4 月 に 改 定 さ れ た「 保 育 所 保 育

指 針 」（ 5） の 中 で 、給 食 は 乳 児 童 の 発 達 段 階 や 健 康 状 態 に 応 じ た 食 事

に つ い て 、 安 全 衛 生 面 お よ び 栄 養 面 を 配 慮 し 、 品 質 の 確 保 が な さ れ

た も の で な く て は な ら な い と さ れ て い る 。 改 訂 前 は 、 栄 養 士 は 調 理

従 事 者 と し て の 位 置 づ け で あ っ た が 、 保 育 の 計 画 に も 評 価 に も 、 そ

の 一 端 を 担 う 者 と さ れ 、 今 後 、 栄 養 士 は 給 食 に お い て 、 リ ー ダ ー シ

ッ プ を と る べ き 存 在 と な っ た 。 ま た 、 保 育 所 給 食 に お け る 園 児 の 栄

養 管 理 、 食 事 提 供 、 栄 養 指 導 で は 専 門 性 を 発 揮 し て い か な く て は な

ら な い と さ れ 、 栄 養 士 に 期 待 さ れ る 役 割 は 大 き い ( 6）  
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( 2 )重 点 改 善 項 目  

CS グ ラ フ の 重 点 維 持 分 野 は 、リ ス ク を 感 じ な が ら も 、対 策 が 適 切

な 領 域 で あ り 、 加 熱 調 理 で は 、 中 心 温 度 を 確 認 し 、 十 分 な 加 熱 を 確

認 す る な ど の 対 策 が 行 わ れ 、 調 理 時 に 食 品 、 調 理 器 具 の 取 扱 い が 、

60cm 以 上 の 場 所 で 実 施 し て い る こ と や 調 理 機 械 等 の 洗 浄 が 適 切 に

執 行 さ れ て い る こ と が 窺 え 、 こ れ ら の 項 目 の 対 策 は 適 切 で あ り 、 現

状 の 水 準 を 維 持 し て い く こ と が 期 さ れ る 。  

CS グ ラ フ の 維 持 分 野 は 、重 要 度 は 低 い が 、対 策 が 適 切 な 領 域 で あ

る 。「 調 理 器 具 等 の 用 途 別 使 用 」、「 外 衣・帽 子 の 毎 日 の 交 換 」な ど は 、

ル ー チ ン ワ ー ク で あ り 、 対 策 し や す い 項 目 で あ る こ と が わ か っ た 。

一 方 、 こ の 領 域 は 、 対 策 状 況 の 適 切 度 が 高 い が 、 危 険 意 識 の 程 度 は

低 い と さ れ て い る 項 目 で あ り 、「 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 」や「 栄 養 管 理 」

に つ い て 、 適 切 に 対 策 し て い る と さ れ な が ら も 、 危 険 意 識 は 低 い こ

と が わ か っ た 。 食 物 ア レ ル ギ ー の 子 供 は 近 年 増 加 傾 向 に あ り 、 そ の

頻 度 は 、3 歳 以 下 に 圧 倒 的 に 多 く み ら れ る （ 7 ）。久 保 田 ら の 調 査 に よ

れ ば 、 栄 養 士 配 置 施 設 で は ア レ ル ギ ー 対 応 の 献 立 管 理 や 生 産 管 理 及

び こ れ ら の 品 質 管 理 の 計 画 ・ 実 務 の マ ネ ジ メ ン ト 業 務 に つ い て は 、

栄 養 士 が 主 体 的 に 担 当 し 専 門 性 を 発 揮 し て い る が 、未 配 置 施 設 で は 、

こ れ ら の 管 理 を 栄 養 の 専 門 家 以 外 の 職 種 や 保 護 者 が 担 当 し て い る こ

と が 報 告 さ れ て い る （ 8）。本 調 査 で は 、こ れ ら の 項 目 の 、危 険 意 識 が
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低 い こ と か ら 、「 食 物 ア レ ル ギ ー 」や「 栄 養 管 理 」は 、調 理 担 当 者 ら

が こ れ ら に 深 く 関 わ っ て い な い こ と が 考 え ら れ 、 そ の 重 要 さ に 意 識

が 及 ん で い な い こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 資 格 、 経 験 に よ る 有 意 な

差 は 無 か っ た こ と か ら も 、 調 理 担 当 者 の 役 割 は 専 門 性 よ り も 調 理 従

事 と い う 意 識 を 有 し て い る こ と が 考 え ら れ た 。  

CS グ ラ フ の 改 善 分 野 は 、対 策 が 適 切 で な く 危 険 意 識 も ま た 低 い と

判 断 で き る 領 域 で あ る 。 危 険 意 識 か ら み る と 最 も 改 善 が 強 く 求 め ら

れ る と 考 え ら れ る が 、緊 急 性 に お い て は 低 い 領 域 で あ る 。「 器 具・容

器 等 の 保 管 」、「 不 必 要 な 物 品 の 配 置 」、「 不 潔 な 場 所 と の 完 全 区 分 な

ど 」 は 、 施 設 管 理 に 関 わ る こ と で も あ り 早 急 な 改 善 は 期 し 難 い 。 調

理 担 当 者 と し て は 、 で き る 限 り 自 助 努 力 で 解 決 し た い と 考 え て い る

様 子 が 窺 え た 。 対 象 者 ら の 施 設 の 築 年 数 の 平 均 は 20 年 以 上 で あ り 、

設 備 に つ い て も 新 し い と は 考 え に く い 。 日 々 の 作 業 の 中 で 意 識 を 傾

け ず 問 題 視 し な い よ う に し 、 そ の 対 策 が 先 延 ば し と な っ て し ま う 可

能 性 が 考 え ら れ た 。ま た 、「 緊 急 時 の 連 絡 」、「 非 常 用 メ ニ ュ ー の 準 備 」

な ど は 、 不 測 の 事 態 へ の 対 策 で あ り 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 必 須 項

目 で あ る 。 非 常 用 メ ニ ュ ー の 備 蓄 の 考 え に つ い て は 学 校 ・ 学 校 給 食

セ ン タ ー 、 保 育 所 で は 非 常 時 、 休 校 と な る た め 現 時 点 で は 検 討 し て

い な い と 報 告 さ れ て い る （ 9 ） が 、 災 害 ・ 危 機 管 理 プ ロ グ ラ ム と し て

重 要 で あ り （ 1 0） 非 常 時 に 備 え た 対 策 の 取 り 決 め や マ ニ ュ ア ル を 作 成
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し 、 訓 練 な ど を 通 じ て 、 そ の 対 策 を 周 知 徹 底 し て お く こ と が 非 常 時

の 被 害 を 軽 減 す る 上 で 大 切 で あ ろ う 。  

CS グ ラ フ の 重 点 改 善 分 野 は 、調 理 担 当 者 ら が 重 要 視 し て い る に も

関 わ ら ず 対 策 が 充 分 に で き て お ら ず 、 早 急 な 改 善 が 強 く 求 め ら れ る

領 域 で あ る 。 原 材 料 の 取 り 扱 い に つ い て の 項 目 が 重 点 改 善 分 野 に 集

中 し て い た 。 調 理 担 当 者 ら は 、 食 材 の 購 入 や 管 理 、 点 検 ・ 記 録 や 検

査 な ど に つ い て 、 意 識 は し て い る も の の そ の 対 策 は 不 適 切 な 部 分 が

あ る と 示 唆 さ れ た 。さ ら に 原 材 料 と と も に「 水 質 検 査 」に お い て も 、

マ ニ ュ ア ル が 常 備 さ れ て い な い 施 設 が 多 い （ 1 1） こ と か ら 、調 理 管 理

上 の 根 拠 の 認 識 が 不 十 分 で あ り 、 合 理 的 に マ ネ ジ メ ン ト す る 術 が な

い こ と が 見 受 け ら れ た 。「 毛 髪 の は み 出 し 」 は 、「 ね ず み ・ こ ん 虫 の

侵 入 」 と と も に 異 物 混 入 や 、 食 中 毒 の 発 生 に つ な が る 。 対 象 者 ら は

気 に は し て い る も の の 、そ の 対 策 は な さ れ て い な い 状 況 だ っ た 。「 部

外 者 の 立 ち 入 り 」 は 、 調 理 、 点 検 に 従 事 し な い も の が や む を 得 ず 立

ち 入 る 場 合 の 手 段 に つ い て の 項 目 で あ る 。 保 育 所 は 、 保 育 士 な ど の

調 理 場 へ の 出 入 り が 考 え ら れ る が そ の 時 の 対 策 が な さ れ て お ら ず 、

他 職 種 間 と の 理 解 や 協 力 に 危 険 意 識 を 感 じ て い る と 考 え ら れ た 。 調

理 担 当 者 ら は 、 健 康 診 断 お よ び 、 検 便 に よ っ て 対 策 が な さ れ 、 安 全

で 安 心 な 給 食 の 提 供 に 努 め て い る 。 保 育 士 並 び に 乳 幼 児 が や む を 得

ず 調 理 場 に 立 ち 入 る 場 合 は 、 調 理 担 当 者 同 様 の 専 用 の 清 潔 な 帽 子 、
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外 衣 及 び 履 物 の 着 用 と さ れ て い る 。伊 藤 は 、O157 は 、乳 幼 児 に 感 受

性 が 高 い こ と か ら 、 保 育 所 で の リ ス ク は 高 い と さ れ 、 感 染 経 路 が 明

確 に さ れ な か っ た O157 の 感 染 症 が し ば し ば 報 告 さ れ て お り 、そ の 多

く の 事 例 は ヒ ト か ら ヒ ト へ の 感 染 も み ら れ る こ と が あ る と 述 べ て い

る （ 1 2） こ と か ら 部 外 者 の 立 ち 入 り へ の 対 策 は 、早 急 に 改 善 す べ き 項

目 と 考 え ら れ た 。  

「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」、「 原 材 料 検 査 結 果 」、「 水 質 検 査 」、「 原 材 料

専 用 の 保 管 」、「 下 処 理 、 調 理 場 の 外 衣 ・ 履 物 の 交 換 」、「 ね ず み ・ こ

ん 虫 の 侵 入 」、「 毛 髪 の は み 出 し 」、「 原 材 料 の 点 検 記 録 」、「 原 材 料 の

仕 入 れ ・ 区 分 」 の 重 点 改 善 項 目 は 、 分 類 区 分 と し て 、 従 事 者 の 行 動

に つ な が る「 従 事 者 等 の 衛 生 管 理 」、点 検・記 録 や 検 査 な ど の マ ニ ュ

ア ル や 手 順 に か か わ る 「 原 材 料 の 取 扱 い 等 」 で あ り 、 調 理 作 業 管 理

上 の 知 識 を 獲 得 す る な ど の 行 動 変 容 や 業 務 の 見 直 し に よ り 解 決 で き

る も の が 多 く 見 ら れ た 。 こ れ ら を 優 先 的 に 改 善 す る こ と に よ り 、 調

理 担 当 者 ら の 日 々 の 不 安 や 焦 燥 感 が 解 消 で き る こ と が 示 唆 さ れ た 。

ま た 、 太 田 ら は 保 育 所 の 給 食 施 設 を 対 象 に 衛 生 管 理 上 の 留 意 点 、 給

食 の 総 合 的 問 題 点 と 課 題 に つ い て 、自 由 記 述 の 回 答 を ま と め た（ 1 3）。

そ の 結 果 、 調 理 作 業 中 や 調 理 従 事 者 の 衛 生 管 理 の 記 述 が 最 も 多 く 、

気 を つ け て い る こ と の 詳 細 に つ い て も 従 事 者 等 の 衛 生 管 理 な ど 本 調

査 の 結 果 と 合 致 す る 部 分 が み ら れ た 。 一 方 、 点 検 ・ 記 録 や 検 査 な ど
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マ ニ ュ ア ル や 手 順 に か か わ る 原 材 料 の 取 り 扱 い に 関 す る 部 分 は 、 記

述 が 見 ら れ ず 、 A 市 内 認 可 保 育 所 給 食 施 設 に お い て 点 検 ・ 記 録 や 検

査 な ど は 、 適 切 な 対 策 が し づ ら い こ と に 特 徴 が あ り 、 こ れ ら は “ 弱

み ” で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

以 上 の こ と か ら 、 A 市 内 認 可 保 育 所 給 食 施 設 に お い て 、 日 々 の 衛

生 管 理 は 重 要 で あ り 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 視 点 か ら も 中 核 を な す

も の で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

(3)RM 教 室 の 企 画 ・ 実 施 ・ 検 討  

1) RM 教 室  

シ ナ リ オ は 給 食 施 設 担 当 者 と 同 じ よ う な 環 境 に あ る 人 物 を モ デ

ル と し 毎 日 の 作 業 か ら 噴 出 す る 疑 問 や 不 安 を テ ー マ と し た 3 つ の

ス テ ー ジ か ら 構 成 さ れ た 連 続 性 の あ る ナ ラ テ ィ ブ （ 1 4） と し た 。シ

ナ リ オ の モ デ ル は 、A 子 さ ん と し 、「 保 育 所 の 給 食 を 担 当 し て か ら 、

3 年 目 を 迎 え 中 心 的 な 役 割 が 増 え て き て い る 。 は じ め の こ ろ は 、

今 ま で の 業 務 内 容 を 踏 襲 し な が ら 、日 々 の 業 務 を 遂 行 し て き た が 、

多 少 余 裕 が で き た 時 期 で も あ り 、 職 場 で の 疑 問 や 不 安 が 日 増 し に

増 え て い る 。 給 食 は 安 心 で 安 全 な 食 事 を 提 供 し な け れ ば な ら な い

こ と か ら 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 基 づ い た 対 策 が 必 要 で あ る と 感

じ て い る が 、 危 機 意 識 の わ り に 給 食 マ ネ ジ メ ン ト が 適 切 に な さ れ

て い な い 傾 向 が み ら れ る 。」と い う 背 景 と し 、テ ー マ 毎 の リ ア ル な
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シ ナ リ オ を 用 い た 。 経 験 年 数 を 対 象 者 ら よ り 少 な め に 設 定 し た の

は 、 経 験 値 が 高 い も の の 方 が モ デ ル に 対 し て 助 言 を 付 与 す る 形 態

に よ り 問 題 点 に 気 づ き 、 提 言 し や す い と 考 え た か ら で あ る 。 こ の

こ と が 、 過 去 の 自 分 を 投 影 し 各 自 の 危 機 管 理 意 識 を 振 り 返 る こ と

に よ り 、 個 々 が 相 互 に 学 習 の リ ソ ー ス と な り 得 た 要 素 と な っ た 。  

介 入 群 は 配 布 さ れ た 個 人 フ ァ イ ル に 回 毎 に 各 自 の 問 題 点 や 改 善

策 な ど を 記 し 、 シ ナ リ オ に 沿 っ た 学 習 を し 、 日 常 に 利 用 で き る 資

料 作 り を 行 っ た 。 そ の 中 に 「 私 が A 子 さ ん だ っ た ら 」 と い う 項 目

を 設 定 し た 。 こ の 項 目 の 記 述 は 、 そ の 回 毎 の 各 自 の 意 見 の 統 合 で

あ り 、 学 習 効 果 の 一 端 で あ る と 考 え た 。 以 下 、 そ の 代 表 的 な 記 述

と 、 各 回 の 効 果 に つ い て 考 察 す る 。  

RM 教 室 の 1 回 目 の テ ー マ は 、「 調 理 施 設 」 に 関 す る シ ナ リ オ 学

習 で あ る 。 前 半 で は グ ル ー プ ワ ー ク に よ り 、 問 題 点 に つ い て 、 教

育 的 意 図 に 則 り 抽 出 さ れ 、 課 題 を カ テ ゴ リ ー 別 に し 、 改 善 策 に 統

合 し て い っ た 。後 半 に 行 っ た ミ ニ 講 話 の 内 容 は 、「 施 設 の ね ず み や

こ ん 虫 の 侵 入 を 防 止 す る た め の 工 夫 」 と 「 手 洗 い の 方 法 」 の 対 策

に つ い て で あ り 、 こ れ に よ り 前 半 の グ ル ー プ ワ ー ク の 内 容 と 対 策

を 整 理 し 、 介 入 群 は 各 自 は フ ァ イ ル に 記 入 し 、 ま と め 上 げ た 。 代

表 的 な 記 述 と し て 「 現 状 で 解 決 で き る 問 題 は 改 善 す る 。 費 用 が 発

生 す る も の は 、 施 設 長 に 相 談 す る 。 ベ テ ラ ン の 方 に も き ち ん と し
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た 対 応 が で き る よ う 、 研 修 会 な ど に 参 加 し 勉 強 し て 自 信 を つ け て

い く 。」、「 虫 の 発 生 原 因 を 突 き 止 め 、駆 除 す る 。エ ア コ ン を 取 り 付

け て も ら い 室 温 を 適 正 に 保 つ 。 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル

を よ く 読 み 勉 強 す る 。 疑 問 や 不 安 は 、 必 ず 施 設 長 に 聞 い て も ら う

か 、 ま た は 他 施 設 の 同 業 者 に 相 談 す る 。」、「 B 子 さ ん に 対 し て は 、

現 状 の 取 り 組 み に つ い て 話 し 合 う 。 施 設 の ハ ー ド 面 に つ い て は 、

記 録 を 取 り 根 拠 と な る 資 料 作 り を し た 上 で 、 施 設 長 に 理 解 を 求 め

る 。」、「 職 員 全 員 に 、 衛 生 に つ い て 関 心 を 持 つ よ う に 働 き か け た

い 。」、「 普 段 か ら 保 育 士 さ ん 側 の 気 持 ち を く み 取 れ る よ う 日 常 会 話

を 増 や し お 互 い の 理 解 を 深 め る 努 力 を し た い 。」、「 人 間 関 係 は 時 間

を か け て 良 好 に し て い く 。 自 分 が 信 用 し て も ら え る よ う 努 力 が 必

要 。」な ど で あ っ た 。抽 出 さ れ た 課 題 は 、カ テ ゴ リ ー と し て 異 物 の

混 入 、 衛 生 管 理 、 コ ミ ュ ニ ケ ― シ ョ ン に 統 合 さ れ た 。 改 善 策 の グ

ル ー プ ワ ー ク に な る と 、 介 入 群 は シ ナ リ オ の 事 例 と 相 違 が あ る こ

と に 気 付 い て い っ た 。 す な わ ち 、 問 題 解 決 は 、 自 分 で で き る こ と

と 、 自 分 一 人 で は で き な い こ と が あ り 、 こ の こ と か ら 、 問 題 解 決

は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 伴 う こ と が 大 切 で あ る こ と に 気 づ き が

あ っ た 。  

RM 教 室 の 2 回 目 は 、「 衛 生 管 理 」に 関 す る シ ナ リ オ 学 習 で あ る 。

前 半 で は グ ル ー プ ワ ー ク に よ り 、 問 題 点 に つ い て 、 教 育 的 意 図 に
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則 り 抽 出 さ れ 、 課 題 を カ テ ゴ リ ー 別 に し 、 改 善 策 に 統 合 し て い っ

た 。 後 半 は 「 衛 生 管 理 」 に つ い て 、 特 に 「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」 や

「 毛 髪 の は み 出 し 」 に つ い て の 具 体 策 の ミ ニ 講 話 を 行 っ た 。 こ の

「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」 は 、 重 点 改 善 項 目 中 高 得 点 で あ り 、 対 象 者

ら が も っ と も 気 に な っ て い る 項 目 で あ る 。 こ れ に よ り 前 半 の グ ル

ー プ ワ ー ク の 内 容 と 対 策 を 整 理 し 、 介 入 群 は 各 自 の フ ァ イ ル に 記

入 し 、 ま と め 上 げ た 。 代 表 的 な 記 述 と し て 「 研 修 会 な ど に 参 加 し

情 報 を 交 換 、共 有 す る 。」、「 自 ら 情 報 を 発 信 で き る よ う 会 議 な ど で

注 意 を 促 し て い く 。」、「 悩 み を 上 司 に 相 談 す る 。」、「 全 職 員 に 危 機

意 識 を し っ か り 持 っ て も ら う 。」、「 責 任 を 持 つ こ と を 忘 れ ず に 、常

に 対 応 で き る よ う に 事 前 策 を 考 え る 。」、「 知 識 向 上 の 努 力 を し 、自

信 を 持 っ て 仕 事 が で き る よ う 頑 張 る 。」、「 マ ニ ュ ア ル を 作 り 、職 員

全 体 で 研 修 を す る 。」、「 行 政 に 相 談 し 、解 決 策 を 一 緒 に 考 え て も ら

う 。」、「 施 設 全 体 の 衛 生 管 理 に 対 す る 意 識 を 高 め る 。」、「 マ ニ ュ ア

ル を 作 成 し 、 調 理 従 事 者 お よ び そ れ 以 外 の 職 種 の 人 た ち に 目 を 通

し て も ら う こ と で 、理 解 を 深 め て も ら う 。」、「 自 分 の 施 設 は 、衛 生

区 域 ・ 非 衛 生 区 域 が 分 か れ て い な い が 、 で き る 範 囲 で 対 策 を 考 え

る 。」、「 自 分 自 身 が 知 識 を 向 上 さ せ 、 自 信 を 持 つ 。」、「 B 子 さ ん と

一 緒 に 勉 強 会 を す る 。」、「 給 食 室 を 清 潔 に 保 っ て お く 。そ の こ と で

入 り づ ら い 効 果 は あ る （ 無 言 の 圧 力 ）。」 な ど で あ る 。 カ テ ゴ リ ー
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で は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 担 当 職 務 の 混 同 、 衛 生 管 理 な ど に 統

合 さ れ 、 改 善 策 で は 、 他 職 種 と の 連 携 に つ い て 取 り 上 げ ら れ た 。  

辻 ら は 、 保 育 所 の 食 事 に 求 め る 事 項 の 職 種 間 共 有 の 状 況 に つ い

て 、「 保 育 系 」と「 給 食 系 」に 分 け そ れ ぞ れ の 取 り 組 み の 認 識 に つ

い て 調 査 し た 結 果 、「 保 育 系 が 給 食 系 に 希 望 す る こ と は 必 ず し も 給

食 系 が 認 識 し て い る と は 限 ら ず 、 と く に 給 食 系 は 、 栄 養 や 食 生 活

の 情 報 提 供 や 保 育 内 容 に 関 わ る 食 関 連 事 項 の ア ド バ イ ス 、 子 ど も

や 家 庭 の 食 の 問 題 解 決 を 、 保 育 系 に 希 望 さ れ て い る 認 識 が 低 く 、

希 望 さ れ て い る か 否 か も わ か ら な い 者 も 多 い な ど 、 こ れ か ら の 意

識 改 革 が 必 要 で あ る 。」と 述 べ て い る （ 1 5）。保 育 所 に お け る 給 食 施

設 担 当 者 は 、保 育 所 保 育 指 針（ 平 成 21 年 ４ 月 ）改 訂 前 ま で は 、栄

養 士 は 調 理 従 事 者 と し て の 位 置 づ け だ っ た が 、 本 改 定 で は 、 保 育

の 計 画 お よ び 評 価 に そ の 一 端 を 担 う も の と さ れ た 。 ま た 、 児 童 の

発 達 段 階 や 健 康 状 態 に 応 じ た 食 事 を 安 全 衛 生 面 お よ び 栄 養 面 を 配

慮 し 、 品 質 の 確 保 が な さ れ た も の で な く て は な ら な い と さ れ て い

る こ と か ら 、 今 後 は 、 給 食 に お い て 、 給 食 施 設 担 当 者 は リ ー ダ ー

シ ッ プ を と る べ き 存 在 と な っ た 。  

RM 教 室 の 3 回 目 は 、「 原 材 料 の 取 り 扱 い な ど 」 関 す る シ ナ リ オ

学 習 で あ る 。 前 半 で は グ ル ー プ ワ ー ク に よ り 、 問 題 点 に つ い て 、

教 育 的 意 図 に 則 り 抽 出 さ れ 、 課 題 を カ テ ゴ リ ー 別 に し 、 改 善 策 に
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統 合 し て い っ た 。 後 半 は 「 HACCP シ ス テ ム 」 に つ い て の 、 ビ デ オ

見 た 。 HACCP シ ス テ ム ビ デ オ の 内 容 は 、 原 料 の 入 荷 か ら 製 造 ・ 出

荷 ま で の す べ て の 工 程 に お い て 、 あ ら か じ め 危 害 を 予 測 し 、 そ の

危 害 を 防 止 す る た め の 重 要 管 理 点（ CCP）を 特 定 し て 、そ の ポ イ ン

ト を 継 続 的 に 監 視 ・ 記 録 （ モ ニ タ リ ン グ ） し 、 異 常 が 認 め ら れ た

ら す ぐ に 対 策 を 取 り 解 決 す る 手 段 で あ る 。 こ れ に よ り 前 半 の グ ル

ー プ ワ ー ク の 内 容 と 対 策 を 整 理 し 、 介 入 群 は 各 自 の フ ァ イ ル に 記

入 し 、ま と め 上 げ た 。代 表 的 な 記 述 と し て 、「 問 題 点 を 改 善 で き る

よ う に す る た め 、知 識 を 明 確 に し て い き た い 。」、「 マ ニ ュ ア ル を 見

直 し 徹 底 的 に 対 応 し た い 。」、「 納 品 は 、出 勤 時 間 に 合 わ せ て も ら う 。

給 食 施 設 担 当 者 の 不 在 時 の 納 品 は 避 け る よ う に す る 。」、「 今 ま で 目

視 だ っ た 水 質 検 査 は 、キ ッ ト を 使 っ て 実 施 し て み る 。」、「 納 入 業 者

を 選 別 す る 。」、「 納 品 さ れ た も の は と ト レ イ や 、カ ゴ な ど の 専 用 容

器 に 保 管 す る 。」 な ど で あ る 。 カ テ ゴ リ ー で は 、 食 材 の 選 別 能 力 、

業 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、検 収 方 法 、必 要 書 類・帳 票 の 整 備 、

衛 生 管 理 な ど に 統 合 さ れ 、 改 善 策 で は 、 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル の 整

備 、 他 施 設 と の 比 較 検 討 な ど 、 自 身 の 研 鑽 で 解 決 で き る も の が 挙

げ ら れ た 。  

RM 教 室 の 4 回 目 は ま と め と し「 給 食 マ ネ ジ メ ン ト 全 般 」を テ ー

マ と し た 。前 半 で 今 ま で の 3 回 の RM 教 室 に 出 現 し な か っ た テ ー マ 、
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あ る い は 理 解 が で き な か っ た 課 題 を 採 り 上 げ た 。 後 半 は 、 そ の 解

決 法 に つ い て グ ル ー プ ワ ー ク し た 。 シ ナ リ オ は 用 い ず 、 フ リ ー ト

ー ク と し た 。記 録 係 は 、毎 回 同 様 KJ 法 に よ り 付 箋 紙 に 記 し 、意 見

を ま と め て 発 表 し た 。 抽 出 さ れ た 課 題 は 、 施 設 外 保 育 先 へ の 給 食

提 供 、 寄 付 な ど に よ る 予 定 外 の 食 材 利 用 、 監 査 の 指 摘 、 施 設 長 の

嗜 好 優 先 な ど で 、 カ テ ゴ リ ー で は 、 衛 生 管 理 、 施 設 設 備 、 献 立 作

成 に 統 合 さ れ 、 改 善 策 で は 記 録 保 管 整 備 、 献 立 立 案 の マ ニ ュ ア ル

の 作 成 、 食 育 の 啓 発 活 動 な ど 、 3 回 目 同 様 、 自 身 の 研 鑽 に よ り 解

決 で き る も の が 挙 げ ら れ た 。  

RM 教 室 の プ ロ グ ラ ム は 、 3 つ の ス テ ー ジ か ら 構 成 さ れ た シ ナ リ

オ の 内 容 並 び に 教 育 的 意 図 を 十 分 に 理 解 し 、 活 発 な グ ル ー プ 討 議

が 遂 行 さ れ た 。 介 入 群 は シ ナ リ オ の モ デ ル を 具 象 的 に 体 験 し た こ

と に よ り 、 問 題 点 と 改 善 方 法 を 統 合 し て い き 、 危 機 意 識 を 改 善 す

る た め の 必 要 な 知 識 や 具 体 的 な 技 術 を 習 得 し て い っ た 。 同 時 に 、

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 改 善 を 図 る 技 能 が 形 成 さ れ 、 自 己 実 現 等 を

継 続 す る 意 欲 が 喚 起 さ れ た 。 ま た 、 抽 出 さ れ た 課 題 の カ テ ゴ リ ー

は 、 衛 生 管 理 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 連 結 さ れ 、 ほ と ん ど の 課 題

が ① 他 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 構 築 と ② 自 己 研 鑽 に よ り 解 決

す る こ と の 気 づ き を 体 得 し た 。  

保 育 所 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に つ い て 、 帆 足 は リ ス ク マ ネ ジ メ
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ン ト を 進 め て い く 上 で 、 保 育 士 間 は も と よ り 、 看 護 師 や 栄 養 士 等

他 職 種 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 不 可 欠 で あ る 。 そ の た め に は 、 日

常 的 に 情 報 交 換 や 意 見 交 換 が で き る 環 境 作 り が 求 め ら れ る 。 職 員

間 の チ ー ム ワ ー ク の 悪 さ は 、 直 接 ・ 間 接 的 に 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ

し 、 そ の 不 安 感 が 事 故 発 生 に も 影 響 し て い く こ と が 少 な く な い 。

さ ら に 、 組 織 全 体 と し て リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 取 り 組 ん で い く 上

で 、人 間 関 係 と し て の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の み な ら ず 、「 情 報 の 共

有 化 」 と い う 視 点 が き わ め て 重 要 と な る 。 共 有 す べ き 情 報 と し て

は 病 状 の 変 化 や 留 意 点 、 発 生 し た 事 故 や ニ ア ミ ス に 関 す る 情 報 や

対 応 策 等 が あ げ ら れ る 。 こ れ ら の 情 報 を 共 有 す る こ と に よ っ て リ

ス ク に つ い て も 共 有 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 事 故 へ の 対 応

も 、 職 員 個 々 に よ っ て 異 な る と い う こ と も な く な り 、 事 故 防 止 に

も 直 結 す る （ 1 6 ）。 と 論 じ て い る 。 ま た 、 教 育 と は 知 識 を 教 え る こ

と で は な く 、 経 験 か ら 学 ば せ る こ と で あ り 、 教 訓 は 経 験 の 中 か ら

自 分 で 作 り 出 し て い く も の だ と い う 考 え 方 （ 1 7） か ら 、考 え 方 の 共

有 や 基 礎 知 識 の 獲 得 が 問 題 解 決 を 導 く と 考 え ら れ た 。  

以 上 の よ う に 、 TYA 方 式 を 応 用 し た と こ ろ 、 一 定 の 集 団 全 体 に

対 す る 教 育 方 法 と し て 有 効 性 が 認 め ら れ た と と も に 、 学 習 を 遺 憾

な く 促 進 し 参 加 者 に 学 び や す い 雰 囲 気 を も た ら す な ど 竹 森 ら と 同

様 の 効 果 が 確 認 で き た 。  
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2 )介 入 前 後 の 重 点 改 善 項 目 対 策 状 況 の 変 化  

A 市 内 の 保 育 所 給 食 施 設 の 給 食 施 設 担 当 者 に 対 し 、 介 入 群 と 非 介

入 群（ 対 照 ）の 2 群 を 同 時 に 設 定 し た 。介 入 群 に は「 RM 教 室 」を 実

施 し 、 非 介 入 群 は 、 コ ン ト ロ ー ル 群 と し て こ の 間 、 何 も し な い 介 入

を し た 。 5 点 法 に よ る 指 標 ア ン ケ ー ト 結 果 の 変 化 か ら 介 入 前 後 の 対

策 状 況 適 切 度 を 行 動 変 容 と 捉 え 調 査 し た 。  

① 「 施 設 の ね ず み や こ ん 虫 の 侵 入 を 防 止 す る た め の 設 備 」 の 項 目 で

は 、 2 群 と も 有 意 に 上 昇 し て お り 、 こ れ は 、 介 入 前 の 調 査 時 期 が 4

月 で 、 介 入 後 が 8 月 だ っ た こ と か ら 、 介 入 後 は 、 必 然 的 に 対 応 し な

け れ ば な ら な い 時 期 だ っ た か ら と 考 え ら れ た 。 ② 「 手 洗 い 方 法 な ら

び に 手 洗 い 設 備 の 充 実 」 の 項 目 で は 、 介 入 群 と 非 介 入 群 に 有 意 差 が

あ り 、 介 入 の 効 果 が み ら れ た 。 衛 生 管 理 の 基 本 で あ る 手 洗 い 方 法 に

か か わ る 項 目 の 対 策 状 況 が 向 上 し た こ と は 、 RM 教 室 の 実 施 に よ り 、

行 動 変 容 が な さ れ 問 題 解 決 に 寄 与 で き た る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 介

入 群 が 有 意 に 上 昇 し て お り 、こ の こ と は 、1 回 目 の RM 教 室 に お い て

に“ 手 洗 い 方 法 ” に つ い て の ミ ニ 講 話 を 行 っ た こ と に 効 果 が あ っ た

と 示 さ れ た 。 ③ 「 調 理 、 点 検 に 従 事 し な い 者 が 、 や む を 得 ず 調 理 施

設 に 立 ち 入 る 場 合 、 専 用 の 清 潔 な 帽 子 、 外 衣 及 び 履 き 物 の 着 用 」 の

項 目 は 、 部 外 者 が 調 理 場 に 立 ち 入 る 場 合 を 想 定 し て お り 、 対 象 者 ら

が 最 も 気 に な っ て い た 項 目 で あ っ た 。 介 入 し た 結 果 、 介 入 群 が 有 意
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に 上 昇 し て お り 、 ２ 回 目 の シ ナ リ オ が 現 実 的 で 効 果 が あ っ た こ と が

考 え ら れ た 。 ④ 「 下 処 理 か ら 調 理 場 へ の 移 動 の 際 、 外 衣 ・ 履 き 物 の

交 換（ 履 き 物 の 交 換 が 困 難 な 場 合 に は 、履 物 の 消 毒 ）」の 項 目 は 、明

確 な 差 が み ら れ な か っ た 。 質 問 の 意 図 が 不 明 確 で あ り 、 回 答 し づ ら

か っ た と 考 え ら れ た 。こ れ ら の 項 目 は 、「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ

ュ ア ル 」 の 日 々 の 点 検 項 目 で あ り 、 こ の こ と か ら 、 マ ニ ュ ア ル が 日

常 的 に 活 用 が な さ れ て い な い こ と が 示 唆 さ れ た 。  

⑤ 「 毛 髪 の 帽 子 か ら の は み 出 し 」 の 項 目 は 、 介 入 群 で 有 意 に 上 昇 し

て お り 、2 回 目 の RM 教 室 で グ ル ー プ ワ ー ク の 中 か ら ヒ ン ト を 得 、改

善 方 法 の 知 識 を 自 分 に 統 合 し て い っ た 結 果 と 考 え ら れ た 。 ⑥ 「 原 材

料 の 納 入 業 者 の 検 査 結 果 の 提 出 、 お よ び 検 査 結 果 の １ 年 間 の 保 管 」

の 項 目 は 、 明 確 な 差 は み ら れ な か っ た 。 ⑦ 「 原 材 料 専 用 の 保 管 場 の

保 管 設 備 、 お よ び 適 切 な 温 度 保 管 （ 別 添 ： 原 材 料 、 製 品 等 の 保 存 温

度 ）」 の 項 目 は 、 介 入 群 が 有 意 に 上 昇 し 、 RM 教 室 で 大 量 調 理 施 設 衛

生 管 理 マ ニ ュ ア ル の 確 認 を し た こ と に よ る と 考 え ら れ た 。 ⑧ 「 原 材

料 の 納 入 の 際 、 調 理 従 事 者 等 の 立 ち 会 い 、 お よ び 検 収 場 で 原 材 料 の

品 質 、 鮮 度 、 品 温 、 異 物 の 混 入 等 、 搬 入 時 刻 お よ び 温 度 の 点 検 ・ 記

録 」 の 項 目 は 、 介 入 群 と 非 介 入 群 に 有 意 差 が あ り 、 介 入 効 果 が み ら

れ た 。 シ ナ リ オ の 中 の 改 善 策 か ら 自 身 の 研 鑚 に よ り 解 決 で き る も の

と 理 解 し 、 対 策 状 況 が 向 上 し た と 考 え ら れ た 。 ま た 、 上 記 同 様 マ ニ
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ュ ア ル の 再 確 認 を し 、 HACC P の ビ デ オ を 視 聴 し た こ と に 効 果 が あ っ

た と 考 え ら れ た 。 ⑨ 「 原 材 料 の 納 入 の 際 、 生 鮮 食 品 に つ い て は 、 １

回 で 使 い 切 る 量 の 調 理 当 日 仕 入 れ 、お よ び 原 材 料 の 分 類 ご と の 区 分 」

の 項 目 は 、 介 入 群 が 有 意 に 上 昇 し た 。 グ ル ー プ ワ ー ク か ら 得 た 知 識

の 採 用 に 効 果 が あ っ た と 示 唆 さ れ た 。 ⑩ 「 水 質 検 査 の 実 施 お よ び 検

査 結 果 の １ 年 間 の 保 管 」 の 項 目 は 、 明 確 な 差 は み ら れ な か っ た 。 ⑥

と 同 様 に こ の 項 目 は 、 1 年 間 の 保 管 が な さ れ て い な い と い う 判 断 で

あ り 、 RM 教 室 介 入 後 の 課 題 と し て 挙 げ ら れ た 。  

重 点 改 善 項 目 の 対 策 状 況 の 総 合 評 価 で は 、 有 意 な 差 が あ り 介 入 効

果 が み ら れ た 。 対 策 状 況 の ア ン ケ ー ト 結 果 の 変 化 か ら 、 介 入 前 後 の

対 策 状 況 適 切 度 を 行 動 変 容 と 捉 え 調 査 し た と こ ろ 、 介 入 群 で は 10

項 目 中 、7 項 目 に つ い て 対 策 状 況 が 有 意 に 上 昇 し 、2 項 目 に つ い て 介

入 効 果 が み ら れ た 。 ま た 総 合 評 価 に 介 入 効 果 が み ら れ 、 こ れ ら の こ

と に よ り 、RM 教 室 の シ ナ リ オ を 通 し て 問 題 解 決 の 手 法 を 得 た こ と よ

る も の と 考 え ら れ た 。  

 

第 5 節  ま と め  

保 育 所 給 食 マ ネ ジ メ ン ト に お け る 危 機 意 識 及 び リ ス ク マ ネ ジ メ ン

ト の 現 状 と 課 題 か ら 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 し 、 さ ら に そ れ ら の 項 目 を

保 育 所 給 食 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 改 善 に 関 す る 教 育 プ ロ グ ラ ム に 採
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り 入 れ た 。 そ の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 有 用 性 な ら び に 問 題 解 決 に 向 け た

行 動 変 容 効 果 に つ い て 検 討 し た 結 果 は 、 次 の よ う に ま と め ら れ る 。  

（ 1）対 象 者 の 属 性 や「 食 物 ア レ ル ギ ー 」、「 栄 養 管 理 」に 深 く 関 わ

っ て い な い こ と か ら 調 理 担 当 者 の 役 割 は 、 栄 養 士 と し て の 専 門 性

よ り も 調 理 従 事 者 と し て 位 置 づ け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。  

（ 2） 重 要 改 善 項 目 は 「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」、「 原 材 料 検 査 結 果 」、

「 水 質 検 査 」、「 原 材 料 専 用 の 保 管 」な ど の 10 項 目 だ っ た 。そ の す

べ て が 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル の 毎 日 の 点 検 項 目 に 該 当

し 、 日 々 の 衛 生 管 理 は A 市 内 認 可 保 育 所 給 食 の 調 理 作 業 管 理 に お

け る リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 中 核 を な す も の だ っ た 。  

(3) C S 分 析 を 活 用 し 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る こ と に よ り 、 リ ス ク

が 可 視 化 さ れ 、 給 食 に お け る リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 対 策 に 寄 与 で

き る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

以 上 の こ と か ら 、 重 点 改 善 項 目 の 抽 出 し 、 そ れ ら の 項 目 を シ ナ リ

オ に 採 り 入 れ た「 保 育 所 給 食 施 設 RM 教 室 」は 、A 市 内 の 保 育 所 に お

い て 、 給 食 の 対 象 者 で あ る 乳 幼 児 に よ り よ い 食 育 環 境 す な わ ち 、 安

心 で 安 全 な 給 食 を 提 供 で き る こ と に 有 効 性 が あ る こ と が 認 め ら れ た 。 

リ ス ク は 、 複 雑 多 岐 に 亘 り さ ら に 流 動 的 で あ り す べ て の リ ス ク を

も れ な く 洗 い 出 す こ と は 不 可 能 で あ る 。 一 回 の リ ス ク 発 見 に 完 璧 を

求 め る の で は な く 、 日 常 的 に か つ 継 続 的 に リ ス ク の 洗 い 出 し を 行 な
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う こ と に よ っ て リ ス ク の 把 握 に 近 づ け る 。 す な わ ち 、 リ ス ク は 、 定

性 的 ・ 定 期 的 な 見 積 も り が 必 要 で あ る 。給 食 管 理 に は 、CS 分 析 を 活

用 し 、 議 論 す べ き リ ス ク 項 目 を 定 期 的 に 抽 出 す る こ と は 、 リ ス ク マ

ネ ジ メ ン ト 運 営 上 有 効 で あ る と い え る 。 本 研 究 は 、 保 育 所 の 給 食 に

焦 点 を 当 て そ の 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 し た が 、 他 施 設 の 給 食 担 当 者 に

つ い て も 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 分 析 は 、 重 要 で あ る と 考 え る 。  

 

[注 釈 ]  

注 1） 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル  

集 団 給 食 施 設 等 に お け る 食 中 毒 を 予 防 す る た め に 、 H A C C P の 概 念 に 基 づ き 、 調 理

過 程 に お け る 重 要 管 理 事 項 を 示 し た も の で あ る 。①  原 材 料 受 入 れ 及 び 下 処 理 段 階

に お け る 管 理 を 徹 底 す る こ と 。②  加 熱 調 理 食 品 に つ い て は 、中 心 部 ま で 十 分 加 熱

し 、 食 中 毒 菌 等 （ ウ イ ル ス を 含 む 。 以 下 同 じ 。） を 死 滅 さ せ る こ と 。 加 熱 調 理 後 の

食 品 及 び 非 加 熱 調 理 食 品 の 二 次 汚 染 防 止 を 徹 底 す る こ と 。食 中 毒 菌 が 付 着 し た 場 合

に 菌 の 増 殖 を 防 ぐ た め 、原 材 料 及 び 調 理 後 の 食 品 の 温 度 管 理 を 徹 底 す る こ と 。集 団

給 食 施 設 等 に お い て は 、 衛 生 管 理 体 制 を 確 立 し 、 こ れ ら の 重 要 管 理 事 項 に つ い て 、

点 検 ・ 記 録 を 行 う と と も に 、 必 要 な 改 善 措 置 を 講 じ る 必 要 が あ る 。 ま た 、 こ れ を 遵

守 す る た め 、 更 な る 衛 生 知 識 の 普 及 啓 発 に 努 め る 必 要 が あ る 。 と さ れ て お り 、 厚 生

労 働 省 よ り 発 令 さ れ た （ 最 終 改 正 ： 平 成 2 0 年 6 月 1 8 日 食 安 発 第 ( 0 6 1 8 0 0 5 号 ） )。 

食 中 毒 の 発 生 を 防 止 す る 観 点 か ら も 、大 量 調 理 施 設 に お い て は 、本 マ ニ ュ ア ル に 基
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づ く 自 主 的 な 衛 生 管 理 の 徹 底 を 図 る 必 要 が あ る と さ れ て い る 。各 施 設 で は 衛 生 面 に

お い て は 、こ れ を 基 準 と し 給 食 を 運 営 し て お り 、さ ら に 給 食 監 査 な ど の 根 拠 と さ れ

て い る 。「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 は 、 給 食 施 設 に お け る 運 営 上 の 中 核

を な す も の で あ り 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 観 点 か ら も 重 要 で あ る 。 本 研 究 で は 、 本 マ

ニ ュ ア ル を リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 危 機 意 識 の 改 善 項 目 に 採 り 入 れ 、具 体 的 な 改 善 策

の 根 拠 と し 、参 加 者 ら が 、対 象 者 で あ る 乳 幼 児 に 安 全 で 良 質 な 給 食 を 提 供 で き る こ

と に 寄 与 し た い と 考 え 参 考 に し た 。  

注 2） 食 の 安 全 推 進 ア ク シ ョ ン プ ラ ン  

厚 生 労 働 省 が 、国 民 が 日 々 健 康 で 安 心 し て 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、現 行 の

食 品 衛 生 法 の 枠 組 み に 基 づ い て 、迅 速 か つ 的 確 に 、一 層 の 運 用 強 化 を 図 っ て い く た

め に 策 定 し た も の で あ る 。食 品 衛 生 対 策 の 推 進 と 、消 費 者 へ の わ か り や す い 情 報 の

提 供 に 努 め 、 食 の 安 全 対 策 の 推 進 の 説 明 が さ れ て い る 。 食 品 衛 生 行 政 に お い て は 、

食 中 毒 の 防 止 や 、食 品 添 加 物 等 の 安 全 性 確 保 な ど の 伝 統 的 な 課 題 に 加 え 、近 年 の 科

学 技 術 の 発 達 に 伴 い 、 遺 伝 子 組 換 え 食 品 や 、 化 学 物 質 の 未 知 の 健 康 影 響 な ど 、 新 た

な 課 題 が 生 じ て い る 。 ま た 、 平 成 1 2 年 の 夏 に は 、 雪 印 乳 業 食 中 毒 事 故 や 食 品 へ の

異 物 混 入 事 故 も 多 数 発 生 し 、 改 め て 、 食 の 安 全 推 進 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ た 。 も と よ

り 、 食 品 の 安 全 確 保 は 、 第 一 義 的 に は 、 生 産 者 と 販 売 者 の 責 任 で あ り 、 都 道 府 県 及

び 政 令 指 定 都 市・保 健 所 設 置 市 は 、そ の 監 視 指 導 の 役 割 を 担 い 、国 は 、制 度 づ く り 、

基 準 づ く り 、 広 域 問 題 へ の 対 応 、 調 査 研 究 の 推 進 な ど の 役 割 を 担 っ て お り 、 そ れ ぞ

れ の 役 割 分 担 の 下 に 、 対 策 の 推 進 が 必 要 で あ る 。 厚 生 労 働 省 で は 、「 食 の 安 全 推 進
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ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 を 策 定 し 、 食 の 安 全 対 策 の 推 進 の 方 向 を 次 の 1 6 点 か ら 説 明 し

て い る 。① 食 品 添 加 物 の 安 全 性 確 保 の 推 進 、② 食 品 中 の 残 留 農 薬 の 安 全 性 確 保 の 推

進 、 ③ 残 留 動 物 用 医 薬 品 等 の 対 策 の 推 進 、 ④ 抗 生 物 質 耐 性 菌 （ バ ン コ マ イ シ ン 耐 性

腸 球 菌 な ど ） に よ る 食 品 の 汚 染 の 防 止 、 ⑤ 輸 入 食 品 の 安 全 性 確 保 の 推 進 、 ⑥ 食 中 毒

対 策 の 推 進 、 ⑦ 異 物 混 入 の 防 止 対 策 の 推 進 、 ⑧ H A C C P（ ハ サ ッ プ ： 総 合 衛 生 管 理 製

造 過 程 ） の 推 進 、 ⑨ 食 物 ア レ ル ギ ー 対 策 の 推 進 、 ⑩ 遺 伝 子 組 換 え 食 品 の 安 全 性 確 保

の 推 進 、⑪ 器 具・容 器 包 装 及 び お も ち ゃ の 安 全 性 確 保 、⑫ 内 分 泌 か く 乱 化 学 物 質（ い

わ ゆ る 環 境 ホ ル モ ン ）の 調 査 研 究 の 推 進 、⑬ 食 品 中 の ダ イ オ キ シ ン 等 の 調 査 研 究 の

推 進 、 ⑭ 牛 海 綿 状 脳 症 （ Ｂ Ｓ Ｅ ） 対 策 の 推 進 、 ⑮ 保 健 機 能 食 品 制 度 の 創 設 、 ⑯ 食 品

衛 生 行 政 の 推 進 と 情 報 の 提 供 ・ 公 開 。  

 

「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 は 衛 生 管 理 が 主 軸 で あ り 、「 食 の 安 全 推 進

ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 は 、 食 品 全 般 の 安 全 対 策 の 項 目 で あ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 本

研 究 で は 「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 に 加 え 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 危 機

意 識 の 改 善 項 目 に 採 り 入 れ 検 討 し た 。  
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表Ⅱ-1　評価項目及び簡略表現

分野 簡略表現

1 施設のねずみやこん虫の侵入を防止するための設備 ねずみ・こん虫の侵入*

2 (施設清掃)全ての食品を調理場内から完全に搬出後、適切な実施（床面、内壁のうち床面から１ｍ以内の部分） 施設清掃

3 調理作業に不必要な物品の配置 不必要な物品の配置

4 施設の十分な換気および、高温多湿の回避 換気・温度管理

5 手洗い方法および手洗い設備の充実（石けん、爪ブラシ、ペーパータオル、殺菌液など） 手洗い方法*

6 汚染作業区域と非汚染作業区域の明確な区別 作業区域区分

7 各作業区域の入り口手前に手洗い設備、履き物の消毒設備（履き物の交換が困難な場合）の設置 手洗い設備・履物の消毒設備

8 シンクの用途別設置（加熱調理用食材、非加熱調理用食材、器具の洗浄等別） シンクの用途別

9 全ての移動性の器具、容器等を衛生的に保管するための設備設置 器具・容器等の保管

10 トイレ専用の手洗い設備、専用の履き物の設置 トイレ専用の手洗い・履物設備

11 施設は隔壁等による不潔な場所からの完全区別 不潔な場所との完全区分

12 トイレ、休憩室及び更衣室の食品を取り扱う場所との隔壁による区分 食品を取扱う場所の区分

13 健康診断、検便検査の結果の異常 健康診断・検便検査

14 下痢、発熱などの症状、および手指や顔面の化膿創 体調管理

15 着用する外衣、帽子の毎日専用で清潔のものに交換 外衣・帽子の毎日の交換

16 毛髪の帽子からのはみだし 毛髪のはみ出し*

17 作業場専用の履物の利用 作業場専用の履物

18 下処理から調理場への移動の際、外衣・履き物の交換（履き物の交換が困難な場合には、履物の消毒） 下処理、調理場の外衣・履物の交換*

19 調理、点検に従事しない者が、やむを得ず、調理施設に立ち入る場合の、専用の清潔な帽子、外衣及び履き物の着用 部外者の立ち入り*

20
原材料の納入の際、調理従事者等の立ち会い、および検収場で原材料の品質、鮮度、品温、異物の混入等、搬入時
刻および温度の点検・記録

原材料の点検記録*

21 原材料の納入の際、生鮮食品については、１回で使い切る量の調理当日仕入れ、および原材料の分類ごとの区分 原材料の仕入れ・区分*

22 原材料専用の保管場の保管設備、および適切な温度保管（別添：原材料、製品等の保存温度） 原材料専用の保管*

23 原材料の配送用包装のままの非汚染作業区域への持ち込み 原材料の持込み

24 原材料の納入業者の検査結果の提出、および検査結果の１年間の保管 原材料の検査結果*

25
検食の実施（原材料（購入した状態のもの）及び調理済み食品を食品ごとに５０ｇ程度ずつ清潔な容器に密封して入れ、
－２０℃以下で２週間以上保存）

検食の実施

26 包丁、まな板等の調理器具の用途別使用 調理器具等の用途別使用

27 調理器具、容器等の適切な場所に適切な数の配置（作業動線の考慮） 調理器具等の保管場所・数量

28 調理機械、調理器具、および容器等の使用後（必要に応じて使用中）の洗浄・殺菌・乾燥 調理機械等の洗浄

29 水質検査の実施および検査結果の１年間の保管 水質検査*

30 冷蔵庫又は冷凍庫から出した原材料の速やかな下処理、調理の実施 原材料の速やかな下処理・調理

31 野菜及び果物を加熱せずに供する場合の適切な洗浄（必要に応じて殺菌）の実施 非加熱（野菜等）の洗浄

32
加熱調理食品の加熱（中心部が（７５℃（二枚貝等ノロウイルス汚染のおそれのある食品の場合は８５℃）で１分間以上
等）

加熱調理食品の加熱

33
食品及び移動性の調理器具並びに容器の取扱い（床面から６０ｃｍ以上の場所での実施）（ただし、跳ね水等からの直
接汚染が防止できる食缶等で食品を取り扱う場合には、３０ｃｍ以上の台にのせて実施）

食品・調理器具等の取扱い(60㎝↑)

34 加熱調理後、食品を冷却する場合の速やかな冷却（中心温度を下げる工夫） 食品の冷却

35 調理後の食品の適切な温度管理（冷却過程の温度管理を含む。）および時刻及び温度の記録 温度管理・記録

36 調理後の食品の２時間以内の喫食 2時間以内の喫食

37 返却された残渣の、非汚染作業区域への持ち込み 残渣の持込み

38 廃棄物の適切な処理 廃棄物の処理

39 食べ物のアレルギーへの対応 食物アレルギー対応

40 適正な栄養管理 栄養管理

41 献立会議の実施 献立会議の実施

42 園児や保護者への食育指導等 食育指導等

43 非常用メニュー、レシピの準備 非常用メニューの準備

44 緊急時連絡および組織 緊急時連絡

45 OJT（職場内教育訓練）およびOff-JT（職場外教育訓練） OJT・Off-JTの実施

論文中の各評価項目について、簡略表現を用いた

評価項目
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図Ⅱ‐1 保育所給食施設リスクマネジメント（RM）教室の概要

図Ⅱ‐2 対策状況アンケート調査票
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5（人） 23.8（％） 9（人） 42.9（％） 7（人） 33.3（％） 21（人） 100（％）

20代 2 9.5 5 23.8 3 14.3 10 47.6
30代 2 9.5 2 9.5 0 0.0 4 19.0
40代 0 0.0 2 9.5 2 9.5 4 19.0
50代 1 4.8 0 0.0 1 4.8 2 9.5
60代 0 0.0 0 0.0 1 4.8 1 4.8

3年未満 4 19.0 2 9.5 1 4.8 7 33.3
3～5年未満 0 0.0 1 4.8 0 0.0 1 4.8
5～15年未満 1 4.8 4 19.0 4 19.0 9 42.9
15年以上 0 0.0 2 9.5 2 9.5 4 19.0
3年未満 1 4.8 0 0.0 1 4.8 2 9.5

3～5年未満 0 0.0 2 9.5 0 0.0 2 9.5
5～15年未満 4 19.0 0 0.0 1 4.8 0 0.0
15年以上 0 0.0 7 33.3 5 23.8 17 81.0

100人未満 3 14.3 7 33.3 0 0.0 10 47.6

100人以上 2 9.5 2 9.5 7 33.3 11 52.4

mean ± SD

23.2 ± 16.0

78.3 ± 26.7

34.6 ± 11.9

8.2 ± 7.3

n＝21

表Ⅱ-2　回答者の属性

施
設
築
年
数

児
童
数

入
所

栄養士 栄養士＋調理師

年
齢

経
験
年
数

調理師 合　計
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適切度 独立係数 適切度偏差値 独立係数偏差値 角度 修正指数 距離 改善度

1 ねずみ・こん虫の侵入* 35.0 0.3382 39.97 56.42 12.40 0.862 11.91 10.27

2 施設清掃 60.0 0.2674 49.70 51.42 32.98 0.634 1.45 0.92

3 不必要な物品の配置 55.0 0.0915 47.75 39.01 123.43 -0.371 11.22 -4.17

4 換気・温度管理 60.0 0.2257 49.70 48.48 123.75 -0.375 1.55 -0.58

5 手洗い方法* 75.0 0.4906 55.54 67.16 62.88 0.301 18.03 5.43

6 作業区域区分 60.0 0.2549 49.70 50.54 15.62 0.826 0.62 0.51

7 手洗い設備・履物の消毒設備 75.0 0.4504 55.54 64.33 66.13 0.265 15.36 4.07

8 シンクの用途別 35.0 0.2351 39.97 49.14 49.89 0.446 10.07 4.49

9 器具・容器等の保管 60.0 0.0774 49.70 38.02 133.55 -0.484 11.98 -5.80

10 トイレ専用の手洗い・履物設備 65.0 0.1898 51.64 45.95 157.09 -0.745 4.37 -3.26

11 不潔な場所との完全区分 60.0 0.1738 49.70 44.82 131.66 -0.463 5.19 -2.40

12 食品を取扱う場所の区分 80.0 0.3924 57.48 60.24 81.17 0.098 12.68 1.24

13 健康診断・検便検査 100.0 0.1973 65.27 46.48 147.99 -0.644 15.67 -10.10

14 体調管理 80.0 0.2979 57.48 53.57 109.48 -0.216 8.29 -1.79

15 外衣・帽子の毎日の交換 80.0 0.1411 57.48 42.51 179.97 -1.000 10.59 -10.58

16 毛髪のはみ出し* 45.0 0.3317 43.86 55.96 0.86 0.990 8.56 8.48

17 作業場専用の履物 90.0 0.3684 61.38 58.54 98.09 -0.090 14.23 -1.28

18 下処理、調理場の外衣・履物の交換* 40.0 0.4043 41.91 61.08 8.86 0.902 13.71 12.36

19 部外者の立ち入り* 15.0 0.5788 32.18 73.38 7.69 0.915 29.40 26.89

20 原材料の点検記録* 45.0 0.3247 43.86 55.47 3.33 0.963 8.22 7.92

21 原材料の仕入れ・区分* 60.0 0.4434 49.70 63.84 43.75 0.514 13.84 7.11

22 原材料専用の保管* 20.0 0.3888 34.13 59.98 12.83 0.857 18.75 16.08

23 原材料の持込み 40.0 0.1841 41.91 45.55 73.84 0.180 9.23 1.66

24 原材料の検査結果* 5.0 0.4034 28.29 61.01 18.11 0.799 24.35 19.45

25 検食の実施 100.0 0.2353 65.27 49.16 138.16 -0.535 15.29 -8.18

26 調理器具等の用途別使用 85.0 0.1049 59.43 39.96 178.21 -0.980 13.77 -13.50

27 調理器具等の保管場所・数量 75.0 0.0669 55.54 37.28 158.52 -0.761 13.87 -10.56

28 調理機械等の洗浄 75.0 0.2527 55.54 50.38 131.03 -0.456 5.55 -2.53

29 水質検査* 10.0 0.3720 30.23 58.80 21.01 0.767 21.64 16.59

30 原材料の速やかな下処理・調理 95.0 0.4835 63.32 66.66 83.64 0.071 21.33 1.51

31 非加熱（野菜等）の洗浄 70.0 0.1908 53.59 46.02 177.05 -0.967 5.36 -5.18

32 加熱調理食品の加熱 95.0 0.3247 63.32 55.47 112.69 -0.252 14.40 -3.63

33 食品・調理器具等の取扱い(60㎝↑) 85.0 0.2871 59.43 52.81 118.39 -0.315 9.84 -3.10

34 食品の冷却 40.0 0.1398 41.91 42.42 88.14 0.021 11.08 0.23

35 温度管理・記録 40.0 0.0128 41.91 33.47 108.93 -0.210 18.40 -3.87

36 2時間以内の喫食 100.0 0.2353 65.27 49.16 138.16 -0.535 15.29 -8.18

37 残渣の持込み 50.0 0.2190 45.80 48.01 70.40 0.218 4.64 1.01

38 廃棄物の処理 85.0 0.1523 59.43 43.30 170.40 -0.893 11.57 -10.33

39 食物アレルギー対応 85.0 0.1597 59.43 43.83 168.21 -0.869 11.27 -9.79

40 栄養管理 75.0 0.1079 55.54 40.17 164.39 -0.827 11.28 -9.32

41 献立会議の実施 80.0 0.1791 57.48 45.20 167.71 -0.863 8.89 -7.68

42 食育指導等 60.0 0.3252 49.70 55.50 41.85 0.535 5.51 2.95

43 非常用メニューの準備 5.0 0.0060 28.29 32.99 83.08 0.077 27.58 2.12

44 緊急時連絡 40.0 -0.1045 41.91 25.19 116.94 -0.299 26.09 -7.81

45 OJT・Off-JTの実施 45.0 0.1245 43.86 41.34 99.65 -0.107 10.62 -1.14

45 45       *は重点改善項目

60.78 0.2473

25.98 0.1434

表Ⅱ-3　評価項目改善度

件　　　数

平　　　均

標準偏差
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維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

（グラフ内番号は調査項目番号）

部外者の立ち入り

原材料の検査結果
水質検査

原材料専用の保管

ねずみ・こん虫の侵入
下処理、調理場の外衣・履物の交換

原材料の点検記録
毛髪のはみ出し

原材料の仕入れ・区分

図Ⅱ‐3 危機意識の程度
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表Ⅱ-4 シナリオと教育的意図および学習課題（その 1） 

RM 教室 
実施回 
テーマ 

RM 教室① 異物混入および手洗いの改善を目的としたシナリオ 

シナリオ 

 

A 子さんの勤務する H 保育園で、先日配膳された食事に①小さい虫が入っていたと②園

児から言われました。保護者から園長先生にクレームの電話があり、早速に園長先生から

「衛生管理をしっかりしないとね」と注意を受けました。毎年、春先になると小さな虫が発生し

ます。その虫がどのように発生するかわかりませんが、とりあえず殺虫剤をまいています。③

調理室は暑いので窓をあけ扇風機を回しながら調理をしています。虫やハエなどの害虫を

どのように防げばいいのか、④対処法の決め手に欠け悩んでいます。 

ところで一緒に勤務している B 子さんは、この仕事についてから 20 年を迎えるベテラン

で、調理場の陰の取締役です。B 子さんの⑤手の洗浄は、シンクを利用し、汚れたら水で洗

っています。洗い方も、自己流ですが、洗わないときはアルコール消毒します。また、⑥タオ

ルを腰につけ頻繁に手を拭くようにしています。見た目がきれいなら問題ないと黙認していま

す。配膳のときも、⑦いつものようにシンクで手を洗ってから、マスクをせず、おしゃべりしなが

ら盛り付けています。注意をしよう思うのですが、角が立ってはいけないと黙っています。しか

しこれではまずいと思っているこの頃です。 

教育的意図 
下線①では、「虫の混入」や「虫の発生原因」で、施設のねずみやこん虫の侵入を防止す

るための工夫を問題点として表現した。 

下線②では、職員間の連絡や報告の方法を問題点として表現した。 

下線③では、調理施設の運営に関し、適温・適湿についての知識や空気による二次汚染

を作業習慣上の意識の問題点として表現した。 

下線④では、諸問題に対する対応について、日常的に仕事に対する不安をそのままにし

ていることについてを問題点として表現した。 

下線⑤では、「手洗い方法」などについての不適切な処置の仕方についてを問題点として

表現した。 

下線⑥では、B 子さんの衛生管理意識や A 子さんの提言ができないことを問題点として表

現した。 

下線⑦では、手袋やマスクの使用を「いつも」していないことについて⑤⑥と同様に B 子さ

んの衛生管理意識さらに A 子さんの指導（助言）を問題点として表現した。 

学習課題 
・問題点 

・改善策 

・「私がＡ子さんなら」 

 

1.施設のねずみやこん虫の侵入を防止するための工夫 

2.手洗いの方法 
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表Ⅱ-4 シナリオと教育的意図および学習課題（その 2） 

RM 教室 
実施回 
テーマ 

RM 教室② 衛生管理上の問題改善を目的としたシナリオ 

シナリオ 

 

今日も保育士の C さんは、①手洗いもせず、履物も換えず、調理着にも着替えないで調

理場にズカズカと入ってきました。C さんは②散歩に連れて行ったりオムツを換えたり常に

子どもたちと触れ合ってます。調理場への立ち入りは、控えてもらうよう日々お願いしている

のですが、一向に改善してくれません。 

また、先日保育士さんの手が回らないということで、③調理中に呼び出され子どもの嘔吐

の処理をしました。調理場では、調理員の B 子さんが④帽子もかぶらず、マニュキアをつけ

たままの手で調理をしています。「家庭的」がモットーで、「うちではいちいち⑤指輪なんて

はずさないでしょ」とか「⑥多少汚いほうが抵抗力がついて良いじゃない…」などと言いなが

ら調理をしています。 

そのうえ、私の保育園では、⑦衛生区域と非衛生区域が明確に分かれていないため、下

処理と調理の区分けができず、どのような方法がいいか勉強しなくてはならないと考えてい

ます。 

教育的意図 
下線①では、部外者の立ち入りを問題点として表現した。 

下線②では、保育士さんの衛生状態の理解や作業習慣上の意識を問題点として表現し

た。 

下線③では、職員間の職域の混同や組織のありかたを問題点として表現した。また、発

生率の高いノロウイルスについてその発生状況や対応処置の理解について表現した。 

下線④では調理作業員の衛生管理意識を B 子さんの不適切な処置の仕方についてを

問題点として表現した。 

下線⑤⑥では、④同様 B 子さんの衛生管理の知識の低さを、さらに A 子さんの提言がで

きていないことを問題点として表現した。 

下線⑦では、作業区域が明確でない場合の作業を問題点とし表現した。 

学習課題 
・問題点 

・改善策 

・「私がＡ子さんなら」 

1. 給食施設担当者以外の者が、やむを得ず調理施設に立ち入る場合、どのようなことを

考慮すべきか 

2. 下処理から調理場への移動の際、（区域の分別がない場合）どうするか 

3. 帽子から毛髪がはみ出さないような工夫はどうすべきか 
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表Ⅱ-4 シナリオと教育的意図および学習課題（その 3） 

RM 教室 
実施回 
テーマ 

RM 教室③ 原材料の取り扱いについての改善を目的としたシナリオ 

シナリオ 

 

毎日の納品や書類記録の件で、不安なことがあります。私の出勤は 8：30 で、保育園

には 8：20 に着くのですが、すでに納入業者がその日使用する①食材を入り口の外に

置きっぱなしにしていくことがあります。②納品に立ち会えず、先日も②発注した量や品

物が違っており、足りない食材を近くの③スーパーに車で買いに行ってきました。 

また、B 子さんは、納品した④食材を分類ごと区分せず、全部一緒にしていたり、その

まま（ダンボールなど）冷蔵庫に入れることもあります。⑤納入業者は選べないので、強

いことも言えず、納入業者が提出すべき検査結果の報告もしてもらっていません。⑥検

食は、すべての種類について原材料を 50g とり 1 週間冷蔵庫で保管し、調理済み食品

は、展示食から 50g づつとり、原材料と一緒に保管しています。 

私は、⑦水質検査の仕方がよく分からず、記録も取っていません。⑧検収や検査結

果の書類は特になく、検収については、伝票に園長の印鑑を押しています。 

教育的意図 
下線①では、納入業者の納品状況を問題点として表現した。 

下線②では、納入の際、給食施設担当者の立ち合いや記録することの重要性を問題

点として表現した。 

下線③では、行動の方法、作業習慣上の意識を問題点として表現した。 

下線④では、調理作業員の B 子さんの原材料の取り扱いについてを問題点として表

現した。 

下線⑤では、保育園の納入業者の選定や契約方法についてを問題点として表現し

た。 

下線⑥では、検食の保存の方法についてを問題点として表現した。 

下線⑦では、水質検査の方法や書類の記録方法についてを問題点として表現した。

下線⑧では、検収方法についてを問題点として表現した。 

学習課題 
・問題点 

・改善策 

・「私がＡ子さんなら」 

1. 原材料の納入の際、どのようなことを考慮すべきか 

(1) 納入業者 

(2) 原材料の保管場所および保管温度 

(3) 点検記録の項目 

(4) 生鮮食品納入の際の考慮 

(5) 検食の保存方法 

(6) 水質検査の方法、検査結果の保管 

 

RM 教室 
実施回 
テーマ 

RM 教室④ まとめ 給食マネジメント全般  

シナリオ 各自の施設の問題点（悩み）を話し合う。 

教育的意図 ３つのシナリオから、またそれ以外の問題点を取り上げる。 

学習課題 
・問題点 

・改善策 
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表Ⅱ-5　抽出された課題、カテゴリーおよび改善策

テーマ 抽出された課題 カテゴリー 改善策

調理施設

虫の混入
クレームの処理
毎年繰り返している
殺虫剤の使用
窓の開放
手洗方法
アルコールの利用方法
盛り付け時の配慮
調理員B子さんに対する黙認

異物混入
衛生管理
コミュニケーション

園内研修の必要性
保健所などからの指導
施設設備の改善
マニュアルの完備
人間関係の構築
A子さんの知識の向上

衛生管理

保育士C子さんの行動
調理場への部外者の立ち入り
嘔吐の処理
調理員B子さんの言動
家庭的な調理
作業区域が不明瞭
A子さんの知識レベル

コミュニケーション
担当職務の混同
衛生管理
ハード面の問題
従事者の意識レベル
給食の定義

問題点のクローズアップおよび究明
危機意識の共有および習慣化
他職員の給食に対する共通理解
ネットワーク作り
給食担当者の地位向上
栄養士配置規定
A子さんの意識・行動変容
ボーダーラインの明確化

原材料の
取り扱いなど

納品に立ち会っていない
食材の放置
発注または受注ミス
業者の選定
検食保存の誤認
書類の記録方法

食材の選別能力
業者とのコミュニケーション
検収方法（食材、水質）
必要書類・帳票の整備
衛生管理
業者見積り
非常時の対応

衛生管理マニュアルの整備
他園との比較検討
献立作成技能の習得
食育に対する理解

給食
マネジメント
全般

園外保育先への給食提供
寄付などによる予定外の食材利用
監査で指摘されなければ黙認
施設長の嗜好優先
食品のロス

衛生管理
施設設備
献立作成

記録の保管整備
献立立案マニュアルの作成
食育の啓発活動
諸データの蓄積および分析
監査結果などの活用
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第 Ⅲ 章  介 護 老 人 福 祉 施 設 給 食 に お け る リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 分 析  

第 1 節  は じ め に  

今 後 ま す ま す 少 子 高 齢 化 し て い く 中 で 、 高 齢 者 福 祉 施 設 の 社 会 的

意 義 は 極 め て 大 き く な っ て き て い る 。 介 護 保 険 に お け る 施 設 サ ー ビ

ス は 、 要 介 護 者 が 介 護 や 生 活 援 助 を 受 け る 施 設 で あ り 、 介 護 老 人 福

祉 施 設 、 老 人 保 健 施 設 、 介 護 療 養 型 医 療 施 設 が こ れ に 該 当 す る 。 介

護 報 酬 の 改 定 (200 5)に よ り 、 施 設 入 居 者 の 食 費 が 介 護 保 険 給 付 の 対

象 外 と な り 給 食 に 関 す る 費 用 は 、1 日 あ た り 基 準 費 用 額 1,380 円（ 食

材 料 費 780 円 ＋ 調 理 コ ス ト 相 当 費 ） は 全 額 が 利 用 者 の 自 己 負 担 と な

っ た （ 1 ）。 一 方 で 栄 養 管 理 相 当 分 は 引 き 続 き 保 険 給 付 の 対 象 と さ れ 、

管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の 配 置 に よ り 入 所 者 の 状 況 に 合 わ せ 適 切 な 食 事

提 供 を 行 う こ と を 目 的 に 栄 養 管 理 体 制 加 算 が 算 定 さ れ た 。 そ れ ぞ れ

1 日 当 た り 、栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 加 算 14 単 位 、経 口 移 行 加 算 28 単 位 、

経 口 維 持 加 算 28 単 位 な ど で あ る （ 2 ）。 以 上 の こ と に よ り 介 護 老 人 施

設 に お け る 給 食 は 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 に よ り 運 営 さ れ 、 食 事 そ の

も の よ り 食 事 サ ー ビ ス と し て そ の 質 の 向 上 が 求 め ら れ る よ う に な っ

た 。 そ の た め に は 、 安 全 ・ 安 心 な 食 事 が 大 前 提 あ る 。  

よ り 豊 か な 食 事 を 提 供 す る た め に 、 給 食 運 営 上 の リ ス ク を 分 析 す

る こ と は 重 要 で あ る と 考 え る 。 給 食 を 運 営 す る 中 で 、 ど の 項 目 が 適
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切 に 執 行 し づ ら い の か 、 あ る い は ど の 項 目 を 改 善 す れ ば 、 給 食 マ ネ

ジ メ ン ト が 円 滑 に 遂 行 さ れ る の か 、 給 食 施 設 で の 危 機 意 識 及 び リ ス

ク マ ネ ジ メ ン ト の 現 状 と 課 題 を 調 査 す る こ と を 目 的 と し た  

本 研 究 で は 、 介 護 保 険 法 に 基 づ く 三 施 設 （ 介 護 老 人 福 祉 施 設 、 介

護 老 人 保 健 施 設 、 介 護 療 養 型 医 療 施 設 ） の 中 で も 、 在 所 者 の 平 均 在

所 (院 ）日 数 が 突 出 し て 多 く 、衣 食 住 の 生 活 に 密 着 し た サ ー ビ ス が な

さ れ て お り （ 3 ） 日 常 的 生 活 が 営 ま れ て い る （ 4 ） こ と や 、 生 活 の 拠 点

と し て 最 期 ま で 生 活 す る こ と が で き る 施 設 で あ る 特 別 養 護 老 人 ホ ー

ム も し く は 特 養 と 表 現 さ れ て い る 介 護 老 人 福 祉 施 設 に 注 目 し た 。  

北 海 道 の 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 給 食 施 設 に お け る 給 食 担 当 者 の 危 機

意 識 及 び 危 機 管 理 の 現 状 と 課 題 に つ い て 明 ら か に す る た め 、 改 善 す

べ き リ ス ク 項 目 を 抽 出 し た 。 ま た 、 リ ス ク を 抽 出 す る 手 段 と し て の

CS 分 析 の 有 効 性 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

第 2 節  研 究 の 対 象 と 方 法  

北 海 道 に お け る 介 護 老 人 福 祉 施 設 370 件 を 単 純 無 作 為 抽 出 法 に よ

り 、 100 件 選 出 し 郵 送 自 記 式 ア ン ケ ー ト に よ り 調 査 を 行 っ た 。 本 研

究 の 目 的 、 内 容 な ど に つ い て 記 し た 依 頼 文 と 無 記 名 自 記 式 ア ン ケ ー

ト を 郵 送 し 、回 答 後 返 送 し て も ら っ た 。回 収 し た 51 施 設 を 対 象 に 給
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食 施 設 管 理 の 危 機 意 識 の 程 度 と 総 合 的 な 危 機 管 理 評 価 を CS 分 析 に

よ り 、 重 点 改 善 項 目 の 選 定 の た め の 抽 出 を し た 。  

(1) 調 査 項 目 お よ び 分 析 方 法  

1)対 象 者  

① 規 模 (入 所 者 数 ）、② 給 食 施 設 担 当 者 の 職 種 、③ 担 当 者 の 年 代 、

④ 担 当 者 の 性 別 、 ⑤ 担 当 者 の 勤 続 年 数 、 ⑥ 施 設 の 設 立 年 数 、 ⑦ 給

食 業 務 の 委 託 状 況 の 7 項 目 に つ い て 調 査 し た 。 集 計 ・ 分 析 EXCE L

統 計 を 用 い 単 純 集 計 後 χ 2 検 定 を 行 っ た 。  

2)重 点 改 善 項 目  

改 善 す べ き リ ス ク 項 目 と し て 、 前 研 究 の 項 目 を 参 考 に し 「 食 の

安 全 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」、「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 な

ど に 、人 事 管 理 お よ び 非 常 時 の 項 目 に 加 え の 改 善 項 目 を 設 定 し た 。

そ の 項 目 は 、4 つ の 対 策 区 分 ① 食 品 の 安 全 10 項 目 、② 施 設 ・ 設 備

お よ び 食 品 の 衛 生 20 項 目 、③ 人 事 管 理 6 項 目 、④ 非 常 時 8 項 目 の

計 44 項 目 の 危 機 意 識 の 程 度 と 総 合 的 危 機 意 識 評 価 と し た 。調 査 項

目 の 設 定 に あ た っ て は ､今 回 の 調 査 対 象 で は な い 給 食 関 係 者 4 名

と 教 育 関 係 者 3 名 に 対 し ､回 答 し や す い 項 目 で あ る か ど う か 、表 面

的 妥 当 性 の 確 認 を 行 っ た 。  

各 調 査 項 目 の 程 度 の 度 合 を 、４ 段 階（ 0＝ 非 常 に 、充 分 、頻 回 に

… か ら 3 ま っ た く 、不 十 分 、不 満 、気 に な ら な い 、未 実 施 … ）と 、
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危 機 意 識 の 総 合 評 価 （ 0＝ 非 常 に 意 識 し て い る 、 1＝ ど ち ら か と い

え ば 意 識 し て い る 、 2＝ ど ち ら か と い え ば 意 識 し て い な い 、 3＝ 意

識 し て い な い ）の 4 段 階 に よ る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。集 計・

分 析 に は 、EXCEL 品 質 管 理 ver.2. 0 を 用 い CS 分 析 を 行 っ た 。ア ン

ケ ー ト 調 査 票 の 対 策 区 分 ・ 評 価 項 目 を 表 Ⅲ -1、 程 度 の 度 合 を 表 Ⅲ

-2 に 示 し た 。  

3)給 食 運 営 状 況  

該 当 施 設 運 営 の 現 状 把 握 の た め の 参 考 と し ① 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト

加 算 の 有 無 、 ② 厨 房 施 設 の 状 況 （ 熱 源 の 種 類 、 停 電 時 の 対 応 、 断

水 時 の 対 応 ） ③ 非 常 時 の 備 蓄 、 ④ 非 常 用 食 品 管 理 者 、 ⑤ 危 機 管 理

委 員 会 等 の 有 無 お よ び ⑥ 食 材 の 使 用 状 況  に つ い て 調 査 し た 。 集

計 ・ 分 析 EXCEL 統 計 を 用 い 単 純 集 計 後 χ 2 検 定 お よ び ABC 分 析 を

行 っ た 。  

 

第 3節  結 果 お よ び 考 察  

（ 1） 属 性  

表 Ⅲ -3 に 回 答 者 の 属 性 に つ い て ま と め た 。 対 象 と し た 51 施 設 の

規 模 (入 所 者 数 ） の 平 均 は 、 71.8 人 で あ り 標 準 偏 差 31.2 人 だ っ た 。

ま た 、最 大 値 160 人 、最 小 値 20 人 だ っ た 。調 査 対 象 施 設 の 規 模 別 割

合 と 北 海 道 に お け る 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 規 模 別 割 合 ( 5 ） と が 一 致 し
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た こ と か ら 、施 設 を 規 模 別 に 区 分 し 、入 所 者 数 20～ 60 人 の 小 規 模 施

設 を a 施 設 、 61～ 100 名 の 中 規 模 施 設 を b 施 設 、 101～ 160 人 の 大 規

模 施 設 を c 施 設 と し た 。  

施 設 規 模 別 入 所 者 数 で は 、 a 施 設 が 43.1％ 、 b 施 設 が 41.2％ 、 c

施 設 が 15.7％ だ っ た 。 100 人 に 満 た な い 施 設 が 84.3%だ っ た 。 主 な

高 齢 者 福 祉 施 設 で は 、 入 所 者 数 に よ り 従 業 員 の 人 員 が 定 め ら れ て お

り 、例 え ば 、管 理 栄 養 士・栄 養 士 の 配 置 で は 、入 所 者 が 少 な い 場 合 、

必 置 と さ れ て い な い 。 ま た 、 他 職 種 （ 医 師 、 看 護 師 、 介 護 支 援 専 門

員 等 ） も 同 様 で 有 り 、 施 設 の 規 模 は 、 小 中 の 規 模 が 運 営 さ れ や す い

こ と が 示 さ れ て い た 。  

給 食 施 設 担 当 者 の 職 種 で は 、 規 模 が 大 き く な る に つ れ 、 管 理 栄 養

士 の 配 置 率 が 高 く 、 a 施 設 で 68.2％ 、 b 施 設 で 81.0％ 、 c 施 設 で は

100％ だ っ た 。 先 も 述 べ た よ う に 栄 養 士 ・ 管 理 栄 養 士 は ､努 力 配 置 で

は あ る が 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の 配 置 に よ り 、 栄 養 管 理 体 制 が 加 算

で き 、 さ ら に 、 管 理 栄 養 士 の 配 置 に お い て は 、 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト が

加 算 で き る こ と が 、配 置 に つ な が っ て い る と 考 え ら れ る 。年 代 別 は 、

a 施 設 で は 40 代 以 上 が 68.2％ と 多 く 、b 施 設 で は 30 代 以 下 で 71.4%

と 多 か っ た 。a 施 設 で は 年 齢 が 高 く 、b 施 設 で は 年 齢 が 低 い 傾 向 が 見

ら れ た 。 性 別 は す べ て が 女 性 で あ っ た が 、 管 理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 の 養

成 に お け る 性 別 の 割 合 か ら み て も 、 今 後 男 性 の 進 出 は 、 必 至 で あ る
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と 考 え ら れ る 。勤 続 年 数 は 各 施 設 で 5 年 未 満 の も の が 50.0％ を 超 え

て お り 、10 年 未 満 の も の を あ わ せ る と 72.4％ だ っ た 。年 齢 と の 相 関

は な く 勤 続 期 間 の 短 い も の の 割 合 が 高 か っ た が 、 b 施 設 で は 、 年 代

と 勤 続 年 数 に 相 関 が あ り 、 同 一 施 設 で 続 け て 勤 務 し て い る と い う こ

と が わ か っ た 。 設 立 年 数 は 、 10 年 以 上 で 76.0％ を 占 め 、 20 年 以 上

は 44.0％ で あ り 、改 築 等 の 機 会 が な く HACCP の 対 応 が で き な い 施 設

が 散 見 さ れ た 。 a 施 設 で は 、 設 立 年 に ば ら つ き が み ら れ 、 利 用 者 定

員 数 50～ 60 人 の 施 設 は 、 設 立 年 が 古 く 、 30 人 前 後 の 施 設 は 、 新 し

か っ た 。 こ れ は 介 護 保 険 法 の 設 置 基 準 に よ る も の と 示 唆 さ れ た （ 1 ）。

委 託 状 況 は 、 部 分 ・ 全 面 で a 施 設 で 59.0％ 、 b 施 設 で 63.1％ 、 c 施

設 で 75.0％ で あ り 、施 設 の 規 模 が 小 さ い ほ ど 直 営 が 多 く 、委 託 も 部

分 委 託 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 規 模 が 小 さ い ほ ど 従 事 す る 者 が 少

数 で あ る た め 、 委 託 範 囲 に 限 界 が あ り 、 今 後 の 課 題 と な る こ と が 考

え ら れ た 。  

こ れ ら の こ と か ら 、 属 性 に お い て 、 当 該 施 設 の 規 模 は 、 小 中 規 模

の 施 設 が 多 く 、 給 食 担 当 者 の 職 種 は 、 管 理 栄 養 士 の 配 置 が 多 い こ と

が わ か っ た 。ま た 、勤 続 年 数 は 、10 年 未 満 の も の が 多 く 、人 事 が 安

定 し て い な い こ と が 窺 え た 。 厨 房 施 設 は 、 規 模 が 小 さ い 施 設 は 、 新

設 が 多 く 、 規 模 が 大 き い 施 設 は HACC P 対 応 が 困 難 な 旧 態 的 施 設 で あ

る 可 能 性 が 高 い こ と が わ か っ た 。 委 託 状 況 は 、 部 分 委 託 が 半 数 を 占
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め 、 直 営 と の 併 用 が ほ と ん ど で あ り 、 規 模 が 大 き く な る に つ れ 、 委

託 化 し て い る こ と が 分 か っ た 。給 食 に お け る 委 託 は 、経 営 の 効 率 化・

省 力 化 を 目 的 に お こ な わ れ て お り 、 年 々 増 加 傾 向 に あ る （ 6 ） こ と か

ら 、 こ れ か ら は 小 規 模 の 施 設 に も 適 用 さ れ る 可 能 性 が 高 い こ と が 示

唆 さ れ た 。  

（ 2） 危 機 意 識 の 重 点 改 善 項 目  

北 海 道 に お け る 介 護 老 人 福 祉 施 設 給 食 に お い て 、 危 機 意 識 の 対

策 区 分・評 価 項 目 と 総 合 評 価 に つ い て の CS 分 析 結 果 を 図 Ⅲ -1（ 危

機 意 識 の 程 度 ）、 表 Ⅲ -4（ 評 価 項 目 の 改 善 度 指 数 ） に 示 し た 。  

 

1)CS グ ラ フ の 作 成  

対 策 状 況 44 項 目 の 対 策 適 切 度 と 危 機 意 識 の 総 合 評 価 か ら ､適 切 度

偏 差 値 と 独 立 係 数 偏 差 値 を 求 め 、CS グ ラ フ を 作 成 し た 。重 点 維 持 分

野 は ､満 足 度 が 高 く 総 合 評 価 と の 相 関 が 強 い の で 適 切 な 対 応 が な さ

れ て い る と 判 断 で き る 。 こ の こ と か ら 現 状 の 水 準 維 持 が 求 め ら れ  

“ 強 み ” に 相 当 す る 分 野 で あ る 。こ こ に は 、10. 食 品 の 偽 装 、8. 牛

海 線 状 脳 症 （ BSE）、 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ な ど 、 12. ト イ レ の 位 置 ・ 設

備 、2. 食 品 中 の 残 留 農 薬 、34. 従 事 者 等 の 職 業（ 職 場 環 境 ）に よ る

病 気 、  37. 火 災 発 生  、 28. 加 熱 、 冷 却 の 温 度 記 録 、 18. 施 設 の 清

掃 、 消 毒 、 15. 手 洗 い 設 備 、 17. 塵 芥 、 廃 棄 物 の 処 理 、 27. 食 材 の
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温 度 別 、用 途 別 区 分 、6. 食 物 ア レ ル ギ ー 、16. 使 用 水 の 点 検 、5. 異

物 混 入 の 14 項 目 が 位 置 づ け ら れ た 。対 策 区 分 で は 食 品 の 安 全 の 項 目

が 多 か っ た 。 こ の こ と か ら 食 品 の 安 全 対 策 に つ い て は 、 適 切 な 対 応

が な さ れ て お り 、 安 心 で 安 全 な 食 事 提 供 が 実 施 さ れ て い る こ と が わ

か っ た 。  

維 持 分 野 は ､満 足 度 が 高 く 総 合 評 価 と の 相 関 が 弱 い の で 、現 状 で 対

応 は 適 切 に な さ れ て い る と 判 断 で き る が 、 過 剰 対 応 に 注 意 す る べ き

分 野 で あ る 。 こ こ で は 、 20. 部 外 者 の 侵 入 防 止 、 43. 緊 急 時 連 絡 お

よ び 組 織 、 30. 調 理 後 2 時 間 以 内 の 喫 食 、 33. 従 事 者 等 の 人 事 的 能

率 、  29.  調 理 施 設 の 点 検 記 録 （ 毎 日 、 1 ヶ 月 毎 、 3 ヶ 月 毎 の 点 検 ）、

4. 輸 入 食 品 の 安 全 性 、 26. 原 材 料 お よ び 調 理 済 み の 保 管 （ 検 食 ）、

25. 原 材 料 の 取 り 扱 い 、24. 機 械・器 具・容 器 の 洗 浄 、消 毒 、保 管 、

3. 食 中 毒 、 31. 就 労 状 況 （ ご 本 人 ） の 11 項 目 が 位 置 づ け ら れ た 。

対 策 区 分 で は 施 設 、 設 備 お よ び 食 品 の 衛 生 の 項 目 が 多 か っ た 。 衛 生

管 理 に 対 し て は 、満 足 し な が ら も ､重 要 度 と し て は 低 い こ と 示 さ れ た 。 

改 善 分 野 は 、 満 足 度 が 低 く 総 合 評 価 と の 相 関 が 弱 い 。 満 足 度 は 低

い も の の 重 要 度 も 高 く な い の で 満 足 度 を 上 げ る 努 力 は す る べ き で は

あ る が 、総 合 的 満 足 度 に は あ ま り 貢 献 し な い 分 野 で あ る 。こ こ で は 、

11. 非 汚 染 ・ 汚 染 区 域 の 明 確 分 離 、 22. 運 搬 車 両 な ど の 洗 浄 消 毒 設

備 、36. O f f - J T（ 職 場 外 教 育 訓 練 ）、35. OJ T（ 職 場 内 教 育 訓 練 ）、21. 
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シ ン ク の 用 途 別 の 設 置 、14. 換 気 、空 調（ 湿 度 80％ 以 下 、温 度 25℃

以 下 ）、 32. 就 労 状 況 （ 従 事 者 ）、 23. ド ラ イ シ ス テ ム 化 、 13. 更 衣

室 、 休 憩 室 の 9 項 目 が 位 置 づ け ら れ た 。 対 策 区 分 で は 、 人 事 管 理 の

項 目 が 多 か っ た 。 こ の こ と か ら 就 業 状 況 に は ､満 足 は し て い な い が 、

優 先 す べ き 項 目 と 認 識 し て い な い こ と が わ か っ た 。  

重 点 改 善 分 野 は 、満 足 度 が 低 く 総 合 評 価 と の 相 関 が 強 い の で ､重 要

視 し て い る に も か か わ ら ず 満 足 で き て い な い と 判 断 で き る 分 野 で あ

る 。 重 要 度 が 高 く 満 足 度 が 低 い の で 、 こ こ に 位 置 す る 項 目 は 、 い わ

ば“ 弱 み ” で あ り 、総 合 的 な 満 足 度 を 高 め る 上 で 最 優 先 す べ き 対 象

と な る 。こ こ で は 、40. 配 慮 を 要 す る 方（ 食 事 制 限 等 ）の メ ニ ュ ー 、

38. 震 災 発 生 、 41. 非 常 時 用 食 品 の 配 置 （ 置 き 場 所 ）、 9. 保 健 機 能

食 品 、 44. ク レ ー ム 、 マ ス コ ミ 、 42. 非 常 時 用 の 更 新 、 39. 非 常 用

メ ニ ュ ー ・ レ シ ピ 、 7. 遺 伝 子 組 換 え 食 品 、 19. 有 害 小 動 物 （ 昆 虫 、

鼠 族 、 鳥 ） 侵 入 防 止 、 1. 食 品 添 加 物  の 10 項 目 が 位 置 づ け ら れ た 。

対 策 区 分 で は 、 非 常 時 の 項 目 が 非 常 に 多 く 、 対 象 者 の 危 機 意 識 は ､

非 常 時 に 対 し て 顕 著 に 現 れ て い た 。  

2)重 点 改 善 項 目 の 抽 出  

重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る た め に CS 分 析 に 基 づ く 改 善 度 指 数 の 得

点 順 に 並 べ た 。 改 善 度 指 数 は 、 値 の 大 き い ほ ど 改 善 を 優 先 し 、 5 以

上 は 改 善 を 要 し 、10 以 上 は 早 急 な 改 善 が 必 要 な 項 目 で あ る 。こ の こ
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と か ら CS グ ラ フ に お い て 重 点 改 善 分 野 に 属 し 、さ ら に 改 善 度 指 数 が

高 い も の を 重 点 改 善 項 目 と し た 。 そ の 項 目 は 、 対 策 区 分 ： 非 常 時 の

「 配 慮 を 要 す る 方（ 食 事 制 限 等 ）へ の メ ニ ュ ー 」（ 21.5 4）、対 策 区 分：

非 常 時 の「 震 災 発 生 」（ 20.9 6）、対 策 区 分：非 常 時 の「 非 常 時 用 食 品

の 配 置（ 置 き 場 所 ）」（ 18.82）、対 策 区 分 :食 品 の 安 全 の「 保 健 機 能 食

品 」（ 15.1 7）、対 策 区 分：非 常 時 の「 ク レ ー ム 、マ ス コ ミ 」（ 14.8 1）、

対 策 区 分 ： 非 常 時 の 「 非 常 時 用 の 更 新 」（ 12.18） の 6 項 目 だ っ た 。

こ の う ち 5 項 目 は 、対 策 区 分：非 常 時 と し て の 項 目 だ っ た 。「 配 慮 を

要 す る 方 （ 食 事 制 限 等 ） の メ ニ ュ ー 」 や 「 非 常 時 用 の 更 新 」、「 保 健

機 能 食 品 」 の 3 項 目 に つ い て の 対 応 は 、 管 理 栄 養 士 に 特 化 さ れ た も

の で あ る 。日 常 ･非 常 時 を 問 わ ず 発 生 す る も の で あ る が 、特 に 非 常 時

の 場 合 、 配 慮 を 要 す る 方 へ の 対 応 は 、 猶 予 が な く 日 頃 か ら 「 震 災 発

生 」 を 想 定 し 、 施 設 職 員 と と も に 利 用 者 の 状 況 を 把 握 し て お く こ と

が 危 機 意 識 を 軽 減 し て く れ る も の と 考 え る 。「 非 常 時 用 食 品 の 配 置

（ 置 き 場 所 ）」、「 ク レ ー ム 、マ ス コ ミ 」は 、施 設 設 備 、お よ び 施 設 運

営 に 関 わ る こ と で あ り 、 給 食 担 当 者 の 判 断 だ け で は 対 応 し か ね る 項

目 で あ り 、こ れ ら に つ い て も 、教 育 プ ロ グ ラ ム な ど の 構 築 と 共 に OJT

（ 職 場 内 教 育 訓 練 ） を 利 用 し 、 対 応 し て い く こ と が 肝 要 で あ る 。  

筆 者 ら は 、2010 年 に A 市 内 の 保 育 所 給 食 担 当 者 を 対 象 と し リ ス ク

マ ネ ジ メ ン ト の 現 状 を 明 ら か に す る た め に 、 本 調 査 と 同 様 の 調 査 項
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目 で CS 分 析 の 手 法 を 用 い て リ ス ク 項 目 の 抽 出 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、

「 部 外 者 の 侵 入 防 止 」、「 有 害 小 動 物 （ 昆 虫 、 鼠 族 、 鳥 ） 侵 入 防 止 」、

「 使 用 水 の 点 検 」な ど 10 項 目 の 重 点 改 善 項 目 が 抽 出 さ れ 、そ の 全 て

は 対 策 項 目 ② 施 設 ・ 設 備 お よ び 食 品 の 衛 生 で 形 成 さ れ 、 当 時 、 保 育

所 給 食 の 衛 生 管 理 は リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 中 核 を な す も の だ っ た 。

本 調 査 に お い て は 対 策 区 分 ： 非 常 時 に 集 中 し て お り 、 現 時 点 で の 介

護 老 人 福 祉 施 設 の 危 機 意 識 は 、 非 常 時 が リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 中 核

を な し て い た こ と が わ か っ た 。 こ の こ と は 、 社 会 情 勢 が 大 き く 関 与

し て い る と 考 え ら れ る 。 給 食 運 営 に お け る そ の 時 々 の タ ー ゲ ッ ト と

す べ き 課 題 は 、趨 勢 に あ り 、前 者 の 調 査 時 期 は 、2009 年 の 新 型 イ ン

フ ル エ ン ザ の 世 界 的 流 行 を 受 け 、 衛 生 管 理 の 周 辺 に 意 識 が 集 中 し 、

本 調 査 時 期 は 、 近 年 の 災 害 や イ ン フ ル エ ン ザ の 蔓 延 な ど に よ る 危 機

感 よ り 、 非 常 時 の 食 事 や 備 蓄 の 手 法 に 危 機 意 識 に 影 響 す る も の と 考

え ら れ た 。こ れ ら の こ と か ら 、重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る こ と に よ り 、

意 識 下 に あ る 課 題 を 顕 在 化 で き る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

3） 規 模 別 に よ る 危 機 意 識 の 重 点 改 善 項 目  

該 当 し た 51 施 設 の 全 体 的 リ ス ク 項 目 を 抽 出 す る こ と に 加 え 、規 模

別 に よ る 危 機 意 識 の 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 し 、 よ り 具 体 的 な 対 応 策 を

考 察 し た 。 各 規 模 施 設 の 重 点 改 善 項 目 に お い て 、 a 施 設 で は 、 対 策
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区 分 ： 非 常 時 の 項 目 が 2 項 目 で 全 2 項 目 、 b 施 設 で は 、 対 策 区 分 ：

非 常 時 の 項 目 が 6 項 目 、対 策 区 分：施 設 ･設 備 お よ び 食 品 の 衛 生 の 項

目 が 1 項 目 の 全 7 項 目 、c 施 設 で は 、対 策 区 分 ： 施 設 ･設 備 お よ び 食

品 の 衛 生 の 項 目 が 2 項 目 、 対 策 区 分 ： 人 事 管 理 の 項 目 が 2 項 目 、 対

策 区 分 ： 食 品 の 安 全 の 項 目 が １ 項 目 、 対 策 区 分 ： 非 常 時 の 項 目 が １

項 目 の 全 6 項 目 が 抽 出 さ れ た 。 利 用 者 数 の 規 模 に よ る 危 機 意 識 に つ

い て は 、 規 模 が 大 き く な る に つ れ て 、 重 点 改 善 項 目 数 が 増 す と と も

に そ の 種 類 も 多 岐 に わ た る こ と が わ か っ た 。 こ の こ と に よ り 、 重 点

改 善 項 目 の 抽 出 で は 、 全 体 像 を 捉 え る こ と に 加 え 、 規 模 等 の 対 象 別

に 検 討 す る こ と で 、 定 性 的 ・ 定 期 的 な 見 積 も り が で き る こ と が わ か

っ た （ 表 Ⅲ -5： 規 模 別 重 点 改 善 項 目 ）。  

4)給 食 運 営 状 況  

 表 Ⅲ -6 は 、該 当 施 設 運 営 の 現 状 把 握 の た め に 参 考 と し た 項 目 を 規

模 別 に ま と め た 結 果 で あ る 。 管 理 栄 養 士 の 配 置 が 必 要 で あ る 栄 養 マ

ネ ジ メ ン ト 加 算 は 、 規 模 が 大 き く な る に つ れ て 、 加 算 さ れ て い た 。

一 方 で 管 理 栄 養 士 を 配 置 し て い て も 加 算 を し て い な い 施 設 が 5 施 設

あ っ た 。杉 山 は 、「 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 加 算 の 算 定 要 件 で あ る 管 理 栄 養

士 が 配 置 さ れ 、 栄 養 管 理 体 制 加 算 を 算 定 し て い る に も か か わ ら ず 、

栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 加 算 を し て い な い 施 設 が あ り 、 そ の 理 由 と し て ､

施 設 長 の 判 断 、 人 員 不 足 、 他 職 種 の 理 解 や 協 力 が 得 ら れ て い な い 。」
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と 述 べ て い る （ 7）。  

厨 房 施 設 に お け る 熱 源 は 、プ ロ パ ン の み を 熱 源 に し て い る 施 設 は 、

a 規 模 ほ ど 高 く 、 c 施 設 で は ､プ ロ パ ン ガ ス と 電 気 を 併 用 し て お り ､

非 常 時 対 応 の 準 備 が み ら れ た 。 停 電 時 対 応 の 有 無 は 、 a 施 設 に お い

て 、わ ず か に 対 応 し て い た が 、 b、 c 施 設 は 、ほ ぼ 半 数 強 だ っ た 。断

水 時 の 対 応 は 規 模 が 大 き く な る に つ れ て 対 応 さ れ て い た 。 以 上 の こ

と か ら 、厨 房 施 設 の 非 常 時 に お け る 対 応 は ､規 模 が 大 き い 施 設 が そ の

対 策 が さ れ て い る 傾 向 に あ る こ と が わ か っ た 。  

非 常 用 備 蓄 は 、全 施 設 で 85.7％ し て お り 、行 政 の 指 導 や 、サ ー ビ

ス と し て の 認 識 に よ り 執 行 さ れ て い る こ と が わ か っ た 。 備 蓄 を 全 く

し て い な い 施 設 も 見 受 け ら れ た 。 そ の 理 由 と し て 、 予 算 、 場 所 、 必

要 性 が な い な ど の 意 見 が あ っ た 。 非 常 用 食 品 の 管 理 者 は 、 給 食 担 当

者 が b 施 設 で 93.3％ と 高 く 、 そ の 他 の 施 設 で も 80.0%を 超 え 、 給 食

担 当 者 ら は 自 ら が 担 当 で あ る こ と を 認 識 し て い る こ と が わ か っ た 。

危 機 管 理 の 対 策 に つ い て 、 委 員 会 等 設 置 の 有 無 に つ い て は 、 全 体 で

72.3％ に 設 置 が さ れ て い な か っ た 。 規 模 が 小 さ く な る ほ ど 、 設 置 さ

れ て い な い 傾 向 に あ っ た 。  

CS 分 析 に よ る 結 果 か ら 、給 食 担 当 者 は 、メ ニ ュ ー や 食 材 に 危 機 意

識 を 感 じ て い た こ と が わ か っ た 。 そ こ で 現 状 把 握 の た め 、 食 材 の 使

用 状 況 に つ い て 資 料 を 作 成 し た 。2012 年 度 に お け る 野 菜 お よ び 在 庫
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食 品 の 出 現 頻 度 を 算 出 し 、 そ の 構 成 を ま と め た 。 評 価 方 法 は 、 構 成

比 累 計 80％ ま で A ラ ン ク 、90％ ま で B ラ ン ク 、そ れ 以 外 C ラ ン ク と

し た 。図 Ⅲ -2 に 野 菜 の 使 用 頻 度 を 、図 Ⅲ -3 に 在 庫 品 の 使 用 頻 度 を 示

し た 。 野 菜 の 使 用 頻 度 は 、 人 参 、 大 根 、 玉 ね ぎ 、 キ ャ ベ ツ 、 白 菜 の

5 品 目 が A ラ ン ク 、 じ ゃ が い も 、 長 ね ぎ の 2 品 目 が B ラ ン ク 、 ほ う

れ ん 草 、 き ゅ う り 、 か ぼ ち ゃ 、 い ん げ ん 、 か ぶ 、 き の こ 類 、 チ ン ゲ

ン 菜 、 も や し 、 こ ね ぎ 、 ブ ロ ッ コ リ ー の 11 品 目 は C ラ ン ク だ っ た 。

野 菜 は 、 栄 養 管 理 上 ビ タ ミ ン お よ び ミ ネ ラ ル の 補 給 に 欠 か さ な い 食

材 で あ る 。 し か し 、 鮮 度 や 重 量 ・ 容 量 な ど に よ り そ の 保 管 は 限 定 さ

れ 、 使 用 分 を 当 日 入 れ る こ と が 勧 め ら れ て い る （ 当 該 給 食 施 設 の よ

う な 小 中 規 模 の 施 設 に お い て も 、 厚 生 労 働 省 に よ る 大 量 調 理 施 設 衛

生 管 理 マ ニ ュ ア ル に 準 じ て 実 施 す る よ う 通 達 が 出 さ れ て い る ）。  

使 用 頻 度 が 高 い A ラ ン ク に 該 当 す る 5 品 目 の 野 菜 に つ い て 検 討 す

る こ と に よ り 、 経 済 的 側 面 か ら の 分 析 が 可 能 で あ り 、 さ ら に 保 管 状

況 を 考 慮 す る こ と に よ り 、 備 蓄 食 材 に な り 得 る こ と が 考 え ら れ た 。  

在 庫 品 の 使 用 頻 度 は 、米 、砂 糖 、醤 油 の 3 品 目 が A ラ ン ク 、み そ 、

み り ん 、 料 理 酒 の 3 品 目 が B ラ ン ク 、 食 用 油 、 魚 味 付 け 缶 詰 、 の り

佃 煮 、 食 塩 、 だ し の 素 、 麦 茶 、 め ん つ ゆ 、 イ ナ ア ガ ー L 注 1） の 8 品

目 が C ラ ン ク だ っ た 。 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 加 算 の 対 象 施 設 は 、 帳 票 類

記 載 に お い て 米 の み が そ の 対 象 と な る 。 在 庫 管 理 に お い て は 、 米 を
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中 心 と し 、 数 種 類 の 調 味 料 を 3 日 か ら 1 週 間 分 は 確 保 す る こ と が 必

要 で あ る 。  

以 上 の こ と よ り 、 今 後 重 要 と さ れ て い る 非 常 時 の 対 策 は 、 給 食 担

当 者 が 中 心 と な り ､そ の 運 営 に 努 め る こ と が 示 唆 さ れ た 。非 常 時 の 対

策 と し て ､日 常 の 食 材 管 理 が 重 要 視 さ れ る 。そ の た め に は 、そ れ ぞ れ

の 課 題 に つ い て 把 握 し ､対 応 で き る よ う 研 鑽 を 積 ん で い く こ と が 求

め ら れ る 。  

 

第 4 節  ま と め  

本 研 究 は 、 北 海 道 に お け る 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 給 食 施 設 担 当 者 を

対 象 と し 、 給 食 施 設 管 理 の 危 機 意 識 の 程 度 と 総 合 的 な 危 機 管 理 評 価

に つ い て CS 分 析 を 活 用 し 、給 食 施 設 担 当 者 が 、日 常 か ら 危 機 意 識 を

感 じ て い る 業 務 の 問 題 点 、改 善 し た い 事 項 を 抽 出 す る こ と と CS 分 析

の 有 効 性 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  

そ の 結 果 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

（ 1）北 海 道 に お け る 介 護 老 人 福 祉 施 設 給 食 の 重 点 改 善 項 目 は 、非 常

時 の 配 慮 を 要 す る 方（ 食 事 制 限 等 ）の メ ニ ュ ー 、 震 災 発 生 、非 常

時 用 食 品 の 配 置 （ 置 き 場 所 ）、 保 健 機 能 食 品 、  ク レ ー ム 、 マ ス コ

ミ 、 非 常 時 用 の 更 新 、 非 常 用 メ ニ ュ ー ・ レ シ ピ で あ り 、 対 策 区 分
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と し て 非 常 時 へ の 対 応 が リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 中 核 を な し て い る

こ と が わ か っ た 。  

（ 2）重 点 改 善 項 目 の 抽 出 は 、全 体 像 を 捉 え る こ と に 加 え 、規 模 等 の

対 象 別 に 検 討 す る こ と で 、 定 性 的 ・ 定 期 的 な 見 積 も り が で き 、 よ

り 効 力 を 発 揮 で き る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

（ 3）非 常 時 の 対 策 と し て 、日 常 の 食 材 管 理 を 重 要 視 し 使 用 頻 度 の 高

い 食 材 を 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

以 上 の こ と か ら 、CS 分 析 を 活 用 し 、重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る こ と

は 、 早 急 に 改 善 す べ き 課 題 を 明 ら か に す る と と も に 、 そ の 後 の 方 策

に 導 く こ と が で き る 。 業 務 上 何 を 優 先 す べ き か を 認 知 す る こ と が で

き 、 利 用 者 へ の サ ー ビ ス の 一 環 と し て 不 利 益 回 避 に 対 応 で き る こ と

が わ か っ た 。 よ っ て 、 給 食 運 営 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 寄 与 で き る

こ と が 示 さ れ た 。  

今 後 の 課 題 と し て 、 本 調 査 で 抽 出 さ れ た 重 点 改 善 項 目 で あ る 非 常

時 に お け る 食 材 等 の 取 り 扱 い に つ い て の ツ ー ル を 検 討 し 、 フ ィ ー ド

バ ッ ク し て い き た い と 考 え て い る 。  
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[注 釈 ]  

注 1） イ ナ ア ガ ー L  介 護 食 向 け の 寒 天 、 食 べ 物 の 咀 嚼 や 嚥 下 が 困 難 な 利 用 者 の 食

事 や 水 分 補 給 に 使 わ れ て い る 食 材  
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評価項目NO

1 食品添加物 1～10,45 非常に意識している まったく意識していない
2 食品中の残留農薬 　11～30  対応は充分である 不十分である
3 食中毒 　31～32　 非常に満足(しているようだ） 不満（のようだ）
4 輸入食品の安全性 33～34 非常に気になる　 気にならない
5 異物混入 　35～36　 頻回に実施 未実施
6 食物アレルギー 37～44 対応は充分である 不十分である
7 遺伝子組換え食品
8 牛海線状脳症（ＢＳＥ）、鳥インフルエンザなど
9 保健機能食品

10 食品の偽装
11 非汚染・汚染区域の明確分離
12 トイレの位置・設備
13 更衣室、休憩室
14 換気、空調（湿度80％以下、温度25℃以下）
15 手洗い設備
16 使用水の点検
17 塵芥、廃棄物の処理
18 施設の清掃、消毒
19 有害小動物（昆虫、鼠族、鳥）侵入防止
20 部外者の侵入防止
21 シンクの用途別の設置
22 運搬車両などの洗浄消毒設備
23 ドライシステム化
24 機械・器具・容器の洗浄、消毒、保管
25 原材料の取り扱い
26 原材料および調理済みの保管（検食）
27 食材の温度別、用途別区分
28 加熱、冷却の温度記録
29 調理施設の点検記録（毎日、1ヶ月毎、3ヶ月毎の点検）

30 調理後2時間以内の喫食
31 就労状況（ご本人）
32 就労状況（給食担当の調理従事者）
33 従事者等の人事的能率
34 従事者等の職業（職場環境）による病気
35 OJT（職場内教育訓練）
36 Off-JT（職場外教育訓練）
37 火災発生
38 震災発生
39 非常用メニュー、レシピ
40 配慮を要する方（食事制限等）のメニュー
41 非常時用食品の配置（置き場所）
42 非常時用の更新
43 緊急時連絡および組織
44 クレーム、マスコミ

⑤ 45 総合的に、危機管理に関して

0　　　→　　　1　　　→　　　2　　　→　　　3

調
査
項
目
番
号

表Ⅲ-2　程度の度合

④
非
常
時

表Ⅲ-1　調査表における対策区分・評価項目
対策区分・評価項目

①
食
品
の
安
全

②
施
設
、

設
備
お
よ
び
食
品
の
衛
生

③
人
事
管
理
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施設規模別

22施設 43.1（％） 21施設 41.2（％） 8施設 15.7（％） 51施設 100（％）
栄養士 7 31.8 4 19.0 0 0.0 11 21.6

管理栄養士 15 68.2 17 81.0 8 100.0 40 78.4
20代 4 18.2 7 33.3 3 37.5 14 27.5
30代 3 13.6 8 38.1 0 0.0 11 21.6
40代 10 45.5 2 9.5 2 25.0 14 27.5
50代 4 18.2 2 9.5 3 37.5 9 17.6
60代 1 4.5 2 9.5 0 0.0 3 5.9
男性 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
女性 22 100.0 21 100.0 8 100.0 51 100.0

5年未満 11 50.0 12 57.1 4 50.0 27 52.8
5年以上10年未満 4 18.2 5 23.8 1 12.5 10 19.6
10年以上15年未満 3 13.6 2 9.5 0 0.0 5 9.8
15年以上20年未満 1 4.5 2 9.5 1 12.5 4 7.8

20年以上 3 13.6 0 0.0 2 25.0 5 9.8
5年未満 4 19.0 0 0.0 1 12.5 5 10.0

5年以上10年未満 5 23.8 1 4.8 1 12.5 7 14.0
10年以上15年未満 1 4.8 6 28.6 1 12.5 8 16.0
15年以上20年未満 4 19.0 4 19.0 0 0.0 8 16.0

20年以上 7 33.3 10 47.6 5 62.5 22 44.0
直営 9 40.9 7 36.8 2 25.0 18 36.7

部分委託 12 54.5 10 52.6 4 50.0 26 53.1

全面委託 1 4.5 2 10.5 2 25.0 5 10.2
*ｐ ＜0.05

*

Ｐ

表Ⅲ-3　回答者の属性

合　計
20～60 61～100 101～160

a b c

入所者数(人）

委
託
化

*

*

n＝51

n＝51

n＝51

n＝51

n＝50

職
種

*

*
年
代

勤
続
年
数

設
立
年
数

性
別

n＝49
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図Ⅲ-1 危機意識の程度

維持分野（11項目）
20. 部外者の侵入防止

43. 緊急時連絡および組織

30. 調理後2時間以内の喫食

33. 従事者等の人事的能率

29. 調理施設の点検記録（毎日、1ヶ月毎、3ヶ月毎

の点検）

4. 輸入食品の安全性

26. 原材料および調理済みの保管（検食）

25. 原材料の取り扱い

24. 機械・器具・容器の洗浄、消毒、保管

3. 食中毒

31. 就労状況（ご本人）

重点維持分野 （14項目）
10. 食品の偽装

8. 牛海線状脳症（ＢＳＥ）、鳥インフルエンザなど

12. トイレの位置・設備

2. 食品中の残留農薬

34. 従事者等の職業（職場環境）による病気

37. 火災発生

28. 加熱、冷却の温度記録

18. 施設の清掃、消毒

15. 手洗い設備

17. 塵芥、廃棄物の処理

27. 食材の温度別、用途別区分

6. 食物アレルギー

改善分野（9項目）
11. 非汚染・汚染区域の明確分離

22. 運搬車両などの洗浄消毒設備

36. Off‐JT（職場外教育訓練）

35. OJT（職場内教育訓練）

21. シンクの用途別の設置

14. 換気、空調（湿度80％以下、温度25℃以下）

32. 就労状況（従事者）

23. ドライシステム化

13. 更衣室、休憩室

重点改善分野（10項目）
40. 配慮を要する方（食事制限等）のメニュー

38. 震災発生

41. 非常時用食品の配置（置き場所）

9. 保健機能食品

44. クレーム、マスコミ

42. 非常時用の更新

39. 非常用メニュー、レシピ

7. 遺伝子組換え食品

19. 有害小動物（昆虫、鼠族、鳥）侵入防止

改善度指数高い順
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表Ⅲ-4　評価項目の改善度指数

調　査　項　目
満足率
偏差値

独立係数
偏差値

改善度
指数

満足率
偏差値

独立係
数偏差

値

改善度
指数

40. 配慮を要する方（食事制限等）のメニュー 22.94 53.40 21.54 44.81 72.15 19.33

38. 震災発生 42.98 72.62 20.96 36.89 57.7 14.72

41. 非常時用食品の配置（置き場所） 33.20 59.81 18.82 34.32 61.34 19.10

 9. 保健機能食品 47.85 69.30 15.17 27.21 52.62 17.96

44. クレーム、マスコミ 39.45 60.39 14.81 31.03 55.86 17.56

42. 非常時用の更新 46.38 63.61 12.18 40.90 63.50 15.98

10. 食品の偽装 56.44 70.37 9.85 47.49 69.40 15.50

  8. 牛海線状脳症（ＢＳＥ）、鳥インフルエンザなど 52.24 65.48 9.36 44.20 63.73 13.81

39. 非常用メニュー、レシピ 41.99 54.49 8.84 37.61 56.72 13.51

11. 非汚染・汚染区域の明確分離 36.13 48.25 8.57 32.79 64.60 22.49

  7. 遺伝子組換え食品 44.48 56.23 8.31 43.16 70.23 19.14

22. 運搬車両などの洗浄消毒設備 37.32 48.10 7.62 32.79 59.81 19.11

19. 有害小動物（昆虫、鼠族、鳥）侵入防止 46.38 54.48 5.72 40.57 61.30 14.66

  1. 食品添加物 46.38 50.36 2.81 48.35 66.67 12.96

12. トイレの位置・設備 52.24 54.92 1.89 48.35 65.41 12.07

  2. 食品中の残留農薬 50.78 52.20 1.00

36. Off-JT（職場外教育訓練） 34.87 36.10 0.87

34. 従事者等の職業（職場環境）による病気 50.46 51.30 0.59 対策区分

37. 火災発生 50.78 51.60 0.58 ①食品の安全

35. OJT（職場内教育訓練） 40.97 38.23 -1.94 ②施設、設備および食品の衛生

21. シンクの用途別の設置 43.45 40.70 -1.95 ③人事管理

28. 加熱、冷却の温度記録 58.11 55.35 -1.95 ④非常時

20. 部外者の侵入防止 53.45 49.86 -2.54

14. 換気、空調（湿度80％以下、温度25℃以下） 37.59 33.99 -2.55

18. 施設の清掃、消毒 59.57 55.64 -2.78

32. 就労状況（従事者） 33.35 29.03 -3.05

15. 手洗い設備 56.64 51.74 -3.46

17. 塵芥、廃棄物の処理 57.93 52.39 -3.92

43. 緊急時連絡および組織 55.17 49.39 -4.09

27. 食材の温度別、用途別区分 58.11 51.74 -4.50

30. 調理後2時間以内の喫食 55.17 47.97 -5.09

  6. 食物アレルギー 59.57 52.32 -5.13

33. 従事者等の人事的能率 50.46 42.83 -5.39

16. 使用水の点検 63.97 55.76 -5.80

23. ドライシステム化 43.45 33.49 -7.04

29. 調理施設の点検記録（毎日、1ヶ月毎、3ヶ月毎の点検） 56.64 44.94 -8.27

13. 更衣室、休憩室 49.31 36.92 -8.76

  4. 輸入食品の安全性 57.93 45.14 -9.05

26. 原材料および調理済みの保管（検食） 63.97 48.81 -10.72

25. 原材料の取り扱い 63.97 48.33 -11.06

  5. 異物混入 66.90 50.32 -11.72

24. 機械・器具・容器の洗浄、消毒、保管 57.93 35.90 -15.58

  3. 食中毒 66.90 44.49 -15.84

31. 就労状況（ご本人） 56.22 31.73 -17.32

太字50以下 太字50以上 太字5以上

13. 更衣室、休憩室

表Ⅲ-5　規模別重点改善項目

a
施
設

b
施
設

c
施
設

調　査　項　目

38.震災発生

41.非常時用食品の配置（置き場所）

41.非常時用食品の配置（置き場所）

22. 運搬車両などの洗浄消毒設備

40.配慮を要する方（食事制限等）のメニュー

38.震災発生

42. 非常時用の更新

39. 非常用メニュー、レシピ

44. クレーム、マスコミ

 9. 保健機能食品

44. クレーム、マスコミ

32. 就労状況（従事者）

12. トイレの位置・設備

34. 従事者等の職業（職場環境）による病気
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表Ⅲ-6 給食運営状況
施設規模別

項　目 入所者数(人）

％ ％ 件数 ％ 件数 ％

ある 12 57.1 13 68.4 6 100.0 31 67.4

ない 9 28.6 6 31.6 0 0.0 15 32.6

プロパン単独 13 59.1 10 50.0 3 42.9 26 53.1

都市ガス単独 1 4.5 2 10.0 1 14.3 4 8.2

電気単独 3 13.6 1 5.0 0 0.0 4 8.2

プロパン+電気 3 13.6 5 25.0 3 42.9 11 22.4

都市ガス+電気 2 9.1 2 10.0 0 0.0 4 8.2

ある 13 59.1 10 50.0 3 50.0 26 54.2

なし 9 40.9 10 50.0 3 50.0 22 45.8

ある 12 54.5 14 77.8 5 83.3 31 67.4

なし 10 45.5 4 22.2 1 16.7 15 32.6

ある 19 86.4 16 80.0 7 100.0 42 85.7

ない 3 13.6 4 20.0 0 0.0 7 14.3

給食担当者 13 68.4 14 93.3 4 66.7 31 79.5

施設長 2 10.5 0 0.0 1 16.7 3 7.7

その他 4 21.1 1 6.7 1 16.7 5 12.8

ある 3 14.3 7 36.8 3 42.9 13 27.7

ない 18 85.7 12 63.2 4 57.0 34 72.3

*ｐ ＜0.05、**ｐ ＜0.01

熱
源 **

合計
a b c

件数 件数

n＝49
**

*

20～60 61～100 101～160

n＝47

マネジメン
ト加算 n＝46

委員会等 *

停電時
の対応 **

n＝48

断水時
の対応 **

n＝46

n＝49

非常用食品
管理者

非常用備蓄

n＝39
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品名 使用頻度 構成比 構成累計

1 人参 83 23.65 23.71

2 大根 69 19.66 43.30

3 玉ねぎ 57 16.24 59.54

4 キャベツ 41 11.68 71.23

5 白菜 27 7.69 78.92

6 じゃがいも 24 6.84 85.75

7 長ねぎ 15 4.27 90.03

8 ほうれん草 11 3.13 93.16 C

9 きゅうり 5 1.42 94.59

10 かぼちゃ 5 1.42 96.01

11 いんげん 4 1.14 97.15

12 かぶ 2 0.57 97.72

13 きのこ類 2 0.57 98.29

14 チンゲン 2 0.57 98.86

15 もやし 2 0.57 99.43

16 こねぎ 1 0.28 99.72

17 ブロッコリー 1 0.28 100.00

品名 使用頻度構成比構成累計

1 米 112 35.56 35.60

2 砂糖 56 17.78 53.33

3 醤油 48 15.24 68.57

4 みそ 42 13.33 81.90

5 みりん 16 5.08 86.98

6 料理酒 9 2.86 89.84

7 食用油 8 2.54 92.38

8 魚味付け缶詰 7 2.22 94.60

9 のり佃煮 4 1.27 95.87

10 食塩 4 1.27 97.14

11 だしの素 4 1.27 98.41

12 麦茶 2 0.63 99.05

13 めんつゆ 2 0.63 99.68

14 イナアガーL 1 0.32 100.00

B

C

A

A

B
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27 24
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図Ⅲ‐2 野菜の使用頻度

図Ⅲ‐3 在庫品の使用頻度
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第 Ⅳ 章  給 食 施 設 に お け る 対 応 シ ス テ ム の 企 画  

    ～ 備 蓄 食 品 に お け る 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 導 入 ～  

第 1 節  は じ め に  

東 北 地 方 に 大 き な 被 害 を も た ら し た 東 日 本 大 震 災 は 、 防 災 に 対 し

て 多 く の 教 訓 を も た ら し た 。 と り わ け 少 子 高 齢 化 が 進 み 地 域 防 災 力

の 低 下 が み ら れ る こ と か ら 、 一 人 一 人 の 防 災 に 対 す る 取 り 組 み が 、

ま す ま す 重 要 に な る と 思 わ れ る 。 平 成 24 年 度 版 防 災 白 書 に よ る と 、

国 ・ 地 方 公 共 団 体 に よ る 「 公 助 」 の 役 割 と そ の 限 界 を 踏 ま え つ つ 、

国 民 一 人 一 人 や 企 業 が 自 ら の 命 、安 全 を 守 る「 自 助 」、地 域 の 人 々 や

企 業 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 団 体 等 が 協 働 し て 地 域 の 安 全 を 守 る 「 共 助 」

の 理 念 や そ れ ぞ れ の 役 割 に つ い て 検 討 を 進 め て い る 。 さ ら に 法 的 に

も 明 確 に し て い く こ と を 検 討 し て い く 必 要 が あ る（ 1 ）と さ れ て お り 、

危 機 へ の 対 策 に は 、自 分 自 身 の「 自 助 」の 精 神 が 必 要 と さ れ て い る 。

災 害 に は 、 さ ま ざ ま な も の が あ り 、 一 般 的 に 考 え ら れ て い る 異 常 な

自 然 現 象 の 他 、 地 球 の 温 暖 化 に 伴 う 暖 冬 、 猛 暑 、 旱 魃 な ど は 食 糧 危

機 を 引 き 起 こ す 要 因 と な っ て く る 。 ま た 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 流 行 の

場 合 は 感 染 拡 大 を 防 ぐ た め に 長 期 間 外 出 を 強 い ら れ る 場 合 も 考 え ら

れ る （ 2）。  

災 害 時 に お け る 栄 養 ・ 食 生 活 支 援 は 、 被 害 者 の 栄 養 状 態 を 良 好 に

保 つ こ と で あ る 。 災 害 対 策 は 、 ど の 地 方 公 共 団 体 で も 低 3 日 分 は
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家 庭 に 備 蓄 す る こ と を 呼 び 掛 け て い る 。 し か し 、 被 害 者 の 栄 養 状 態

を 良 好 に 保 つ た め に は 、栄 養 の バ ラ ン ス を 考 え た 備 蓄 が 必 要 で あ る 。

実 際 に 、 震 災 時 で は 十 分 な 非 常 食 が 届 か な い 地 域 や 、 非 常 食 が 届 い

て い た に も 関 わ ら ず そ の 中 身 が 偏 り 、 栄 養 バ ラ ン ス の よ い 食 生 活 が

送 れ な い 地 域 が あ る こ と が 問 題 と な り（ 3 ）、非 常 時 に お け る 物 資 の 分

配 に つ い て 課 題 が 残 さ れ た 。  

一 方 、 病 院 、 高 齢 者 福 祉 施 設 等 を 含 め た 給 食 施 設 に お い て は 3 日

分 の 食 料 お よ び 飲 料 水 の 備 蓄 、 並 び に 危 機 発 生 時 の 対 応 へ の 準 備 が

求 め ら れ て お る （ 4）。給 食 に お け る 役 割 は 、サ ー ビ ス の 一 環 と し て 安

全 で 安 心 な 食 事 の 提 供 が 必 須 で あ る か ら 、 日 常 だ け で は な く 非 常 時

に お い て そ の 対 応 は 、 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 し か し 現 実 に は 、

備 蓄 食 品 の 内 容 に つ い て ま で 検 討 す る こ と は 容 易 で は な い 。 そ の た

め 、 備 蓄 可 能 な 食 品 の み で エ ネ ル ギ ー や 栄 養 素 を 考 慮 し 組 合 せ を 手

軽 に で き る ツ ー ル が 必 要 で あ る 。  

日 常 時 の 食 事 に つ い て 、 栄 養 バ ラ ン ス を 容 易 に で き る ツ ー ル と し

て 「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 が 存 在 す る 。 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド は 、 健

康 で 豊 か な 食 生 活 を 目 的 に 策 定 さ れ た 「 食 生 活 指 針 」（ 5 ）（ 2000 年 3

月 ）を 具 体 的 に 行 動 に 結 び つ け る ツ ー ル と し て 、2005 に 農 林 水 産 省

と 厚 生 労 働 省 に よ り 決 定 さ れ た も の で あ り 、 一 般 の 人 々 が い わ ゆ る

栄 養 教 室 等 で 改 ま っ た 学 習 を し な く て も 、 手 軽 に バ ラ ン ス の 良 い 食
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べ 方 が で き る よ う に な る こ と を 目 指 し た も の で あ る （ 6 ）。  

本 研 究 で は 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 用 い て 日 常 の 栄 養 バ ラ ン ス を

考 え る と と も に 、非 日 常 に 相 当 す る 備 蓄 食 品 に つ い て 検 討 し 、「 防 災

の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 を 作 成 し 備 蓄 に お け る 栄 養 バ ラ ン ス

改 善 の 可 能 性 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し 、 さ ら に 、 給 食 施 設

等 へ の 対 応 や 救 援 物 資 の 分 配 方 法 へ の 提 案 を 終 的 な 目 標 と し て い

る 。  

 

第 2 節  食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド  

「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」と は 、 1 日 に「 何 を 」「 ど れ だ け 」食 べ た ら

良 い か に つ い て コ マ を イ メ ー ジ し 、イ ラ ス ト で 示 し た も の で あ る（ 図

Ⅳ -1： 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド ）。「 食 育 推 進 基 本 計 画 」（ 7 ） で は 、 平 成

22 年 度 ま で に「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 等 を 参 考 に 食 生 活 を 送 っ て い る

も の の 割 合 」を 60％ 以 上 に す る と い う 目 標 を 設 定 し 、さ ま ざ ま な 場

で の 啓 発 普 及 が 進 め ら れ た 。平 成 22 年 度  「『 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 』

認 知 及 び 参 考 度 に 関 す る 全 国 調 査 」（ 農 林 水 産 省 ） に お い て 、「 食 事

バ ラ ン ス ガ イ ド 」を「 内 容 を 含 め て 知 っ て い る 」は 、23.9％ 、「 名 前

程 度 は 聞 い た こ と が あ る 」が 37.1％ で 、両 者 の 合 計 で あ る《 認 知 し

て い る 》 は 、 61.0％ で あ り 、 60％ を 超 え 目 標 が 達 成 で き た と 評 価 さ

れ た （ 8）。 と さ れ て い る 。 一 方 で 認 知 は 広 が っ た も の の 、「 食 事 バ ラ
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ン ス ガ イ ド 」 を 参 考 に 食 生 活 を 送 っ て い る 人 は い ま だ 低 位 に 留 ま っ

て い る こ と か ら 、 今 後 の 「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 活 用 」 の 実 践 を 促

す た め に は 、 そ の 具 体 的 な 普 及 手 法 の 確 立 と と も に 科 学 的 な 見 地 に

基 づ く 効 果 の 証 明 の 蓄 積 が 不 可 欠 と さ れ た （ 9 ）。  

（ 1）「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 の 料 理 区 分  

「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 は 、 適 正 な 栄 養 素 を 摂 取 す る こ と を 目 的

に 、食 物 に 含 有 さ れ る 栄 養 素 の 特 徴 に 基 づ き「 つ（ SV=サ ー ビ ン グ ）」

と い う 単 位 で 数 値 化 し 、 主 食 、 副 菜 、 主 菜 、 牛 乳 ・ 乳 製 品 、 果 物

の 5 つ の 料 理 区 分 に 分 類 し て い る 。 そ れ ぞ れ の 区 分 に 含 ま れ る 料

理 等 に つ い て は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

1）主 食 に は 、主 に 炭 水 化 物 等 の 供 給 源 で あ る ご は ん 、パ ン 、麺 ・

パ ス タ な ど を 主 材 料 と す る 料 理 が 含 ま れ 、炭 水 化 物 40g が 1 つ（ SV）

に 相 当 す る 。 1 つ （ SV） の 例 と し て 、 ご は ん 小 盛 り 1 杯 、 コ ン ビ

ニ の お に ぎ り 1 個 な ど で あ る 。  

2） 副 菜 に は 、 主 に ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 食 物 繊 維 等 の 供 給 源 で

あ る 野 菜 、 い も 、 豆 類 （ 大 豆 を 除 く 。）、 き の こ 、 海 藻 な ど を 主 材

料 と す る 料 理 が 含 ま れ 、そ れ ら の 重 量 約 70g が 1 つ（ SV）に 相 当

す る 。1 つ（ SV）の 例 と し て 、 野 菜 サ ラ ダ 、き ゅ う り と わ か め の

酢 の 物 の 小 鉢 な ど 1 個 、 具 だ く さ ん の 味 噌 汁 1 杯 な ど で あ る 。  
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3） 主 菜 に は 、 主 に た ん ぱ く 質 等 の 供 給 源 で あ る 肉 、 魚 、 卵 、 大

豆 及 び 大 豆 製 品 な ど を 主 材 料 と す る 料 理 が 含 ま れ 、た ん ぱ く 質 約

6g が 1 つ （ SV） に 相 当 す る 。 1 つ （ SV） の 例 と し て 、 納 豆 1 パ ッ

ク 、 目 玉 焼 き （ 卵 1 個 ） 1 皿 、 2 つ （ SV） の 例 と し て 、 焼 き 魚 1

皿 、3 つ（ SV）の 例 と し て 、ハ ン バ ー グ ス テ ー キ 1 皿 な ど で あ る 。   

4） 牛 乳 ・ 乳 製 品 に は 、 主 に カ ル シ ウ ム 等 の 供 給 源 で あ る 牛 乳 、

ヨ ー グ ル ト 、チ ー ズ な ど が 含 ま れ 、カ ル シ ウ ム 約 100m g が 1 つ（ SV）

に 相 当 す る 。 1 つ （ SV） の 例 と し て 、 牛 乳 コ ッ プ 半 分 、 チ ー ズ 1

か け な ど で あ る 。  

5）果 物 に は 、主 に ビ タ ミ ン C、カ リ ウ ム 等 の 供 給 源 で あ る り ん ご 、

み か ん な ど の 果 実 及 び す い か 、 い ち ご な ど の 果 実 的 な 野 菜 が 含 ま

れ 、 そ れ ら の 重 量 約 100g が 1 つ （ SV） に 相 当 す る 。 1 つ （ SV） の

例 と し て 、み か ん 1 個 、り ん ご 半 分 な ど で あ る（ 図 Ⅳ － 2：1 つ（ SV）

の 基 準 ）。  

「 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 は 、 同 様 の 栄 養 素 を 含 有 す る 食 物 を 主 に

使 っ た 料 理 を 1 つ の グ ル ー プ と し て い る 。「 主 な 料 理・食 品 」は 、国

民 栄 養 調 査 結 果 の 解 析 か ら 得 ら れ た 平 均 的 な 値 を 基 に 、 調 理 学 的 な

観 点 か ら 微 調 整 を 加 え た も の で あ り 、 主 食 37 種 類 、 副 菜 35 種 類 、

主 菜 33 種 類 、 乳 類 3 種 類 、 果 物 6 種 類 の 114 料 理 の 「 つ （ SV)」 サ
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イ ズ 一 覧 が 収 載 さ れ て い る 。 ま た 、 各 料 理 群 か ら 適 正 量 を 選 択 し 、

全 体 と し て 全 て の 栄 養 素 の 必 要 量 が 確 保 で き る よ う に 工 夫 さ れ て お

り 、 さ ら に と る べ き 量 を 概 念 的 に 把 握 し や す く す る た め に 、 コ マ の

イ ラ ス ト の 中 で 多 く 摂 取 す べ き 物 は そ れ だ け 広 い 面 積 で 表 現 し て あ

る （ 図 Ⅳ -1 参 照 ）。  

（ 2）加 工 品 等 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド に「 主 な 料 理・食 品 」と し て 例 が

な い 場 合 の 料 理 や レ シ ピ に「 つ（ SV）」を 表 示 す る 場 合 の 算 出 法 （ 1 0 ）  

1） SV 数 を 計 算 す る 場 合 に は 、 主 材 料 の み 計 算 す る 。  

2） 1 つ （ SV)の 基 準 （ 前 述 の と お り 及 び 図 Ⅳ -2）  

3）「 つ （ SV)」 の 表 示 お よ び 算 出 方 法 （ 表 Ⅳ -1）  

4）「 つ （ SV)」 の 計 算 手 順  

① 料 理 ご と に 1 人 分 （ ま た は 提 供 量 ） あ た り の 使 用 食 材 量 を 算 出

す る 。（ ※ こ こ ま で は 通 常 の 栄 養 価 計 算 を 行 う 手 順 と 同 じ 。）  

② 各 料 理 別 に 、そ の 料 理 の「 主 材 料 」を 5 つ（ 主 食・副 菜・主 菜 ・

牛 乳・乳 製 品・果 物 ）の 料 理 区 分 に 分 類 す る 。主 材 料 の 考 え 方 は 、

基 本 的 に は 、 薬 味 や 彩 り 等 の 少 量 使 い の 食 材 量 は 主 材 料 で は な い

と 整 理 し て い る 。た だ し レ シ ピ に よ っ て 、使 用 す る 分 量 が 多 い 等 、
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主 材 料 と し て 扱 う こ と が 適 当 で あ る と 判 断 す る 場 合 に は 計 算 に 入

れ る こ と が で き る 。  

③ 各 料 理 別 に 、 1 食 あ た り の 主 材 料 由 来 の 栄 養 素 ま た は 、 重 量 を

合 計 す る 。  

④ 各 料 理 毎 に 、1 つ（ SV)の 基 準 に 従 い 、「 つ（ SV)」の 計 算 を す る 。

（ ※ 料 理 区 分 を 超 え て 合 計 し な い ）  

⑤ 「 つ （ SV)」 の 数 字 を 丸 め て 表 示 す る （ 表 Ⅳ － 2：「 つ （ SV）」 の

表 示 お よ び 算 出 法 ）。  

（ 3） 5 つ の 料 理 区 分 以 外 の 食 品 の 取 り 扱 い 方  

1） 菓 子 ・ 嗜 好 飲 料 お よ び 水 分 の 取 り 扱 い  

① 菓 子 ・ 嗜 好 飲 料 に つ い て は 、 食 生 活 に つ い て ア ク セ ン ト を 加 え  

る 役 割 と し て “ コ マ の ヒ モ ” と し て 表 さ れ て い る 。 こ れ ら は 防 災  

の 意 味 合 い か ら 考 え て も 、 生 活 の う る お い に は 欠 か せ な い も の で  

あ る 。 そ こ で 、 こ れ ら に つ い て は 、 エ ネ ル ギ ー と し て と ら え 、 備  

蓄 で き る 代 表 的 な 商 品 を 示 し た （ 写 真 Ⅳ -1： 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド  

嗜 好 品 ）。  

②  水 分 の 取 り 扱 い  



 
 

119 

水 の 必 要 量 は 、 19 歳 以 上 の 運 動 量 の 少 な い 人 で 、 飲 料 （ 80％ ） と

食 料 （ 20％ ） を 含 め た 総 摂 取 量 と し て 、 女 性 で は 1 日 2.7ℓ、 男 性

で は 3.7ℓで あ る 。 備 蓄 食 品 は 、 水 分 が 低 い 食 品 で 構 成 さ れ る こ と

よ り 、 3～ 4 リ ッ ト ル の 水 の 準 備 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 温 暖 な 気 温

（ 20℃ ） か ら 高 温 （ 40℃ ） に な る と 1 日 の 水 必 要 量 は 1.3 倍 と 著

し く 増 え る 。 高 温 環 境 下 に お い て は 、 水 分 摂 取 と 共 に 電 解 質 を 補

給 が で き る 飲 料 を 考 え る べ き で あ る （ 2 ）。  

 

第 3 節 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 の 作 成  

 ス ー パ ー や コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 、 自 動 販 売 機 等 が 普 及 し 、 い つ

で も 食 べ 物 が 手 に 入 る 今 日 、 災 害 時 を 想 定 し た 食 品 等 の 備 え を 行 っ

て い な い 家 庭 が 多 い と さ れ て い る 。 危 機 管 理 の 一 環 と し て 家 庭 に お

い て も 、 給 食 施 設 に お い て も 、 3 日 分 の 備 蓄 食 品 が 必 要 と さ れ て お

り 、何 を ど の く ら い 準 備 す れ ば よ い の か の 備 蓄 例 は 自 治 体 （ 1 1 , 1 2 ） や

市 販 さ れ て い る 書 籍 （ 1 3） 等 に 数 多 く 示 さ れ て い る も の の 、現 実 と し

て 家 庭 に と り 入 れ ら れ て い る こ と は 少 な く 、給 食 施 設 等 に お い て は 、

行 政 の 指 導 に よ り 執 り 行 わ れ て い る 。 物 資 的 な 部 分 は 、 そ れ で 対 応

で き る が 、 非 常 時 の 場 合 、 何 を ど の よ う に 必 要 な の か 、 食 に 対 す る

知 識 が 日 常 か ら 必 要 で あ る 。 そ こ で 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 概 念 を 導

入 す る こ と に よ り 、 備 蓄 品 を 分 類 し 備 え る べ き 量 を イ メ ー ジ 的 に 把
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握 で き る こ と を 目 的 と し 備 蓄 食 品 の 分 類 を 検 討 し た 。  

具 体 的 に は 、 備 蓄 で き る 食 品 と し て 、 ① 長 期 （ 6 か 月 程 度 ） 保 管

可 能 な こ と 。 ② 軽 量 で あ る こ と 。 ③ 調 理 に 手 間 が か か ら な い こ と 。

④ 必 要 な 栄 養 素 が 確 保 で き る こ と ⑤ 入 手 し や す い こ と を 条 件 と し 、

各 料 理 区 分 ご と に 代 表 的 な 加 工 食 品 を 主 食 8 種 類 、 副 菜 9 種 類 、 主

菜 10 種 類 、乳 類 5 種 類 、果 物 4 種 類 選 出 し 、表 Ⅳ -3「 防 災 の た め の

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 を 作 成 し た （ 写 真 Ⅳ － 2）。 作 成 の 手 順 は 、 上

述 の 料 理 や レ シ ピ に「 つ（ SV）」を 表 示 す る 場 合 の 算 出 法 に 倣 っ た（ 表

Ⅳ － 1、2）。ま た 、こ の 際 、副 菜 及 び 果 物 の 選 出 が 困 難 で あ り 、備 蓄

食 品 に お け る こ れ ら の 料 理 区 分 に は 、 工 夫 を 要 す る こ と が 示 唆 さ れ

た 。 過 去 の 災 害 時 の 反 省 か ら 、 高 齢 者 が 災 害 時 に 食 べ た か っ た も の

筆 頭 に 、「 野 菜 」が 挙 げ ら れ て お り 、野 菜 の 備 蓄 に つ い て 検 討 さ れ て

い る （ 1 4）。本 研 究 に お い て は 、そ の 対 策 と し て「 干 し 野 菜 」及 び「 ド

ラ イ フ ル ー ツ 」を 例 示 し た（ 写 真 Ⅳ -3）。な お 、こ の 作 成 に つ い て は 、

管 理 栄 養 士 養 成 施 設 学 生 に 協 力 を 得 て 作 成 し た（ 写 真 Ⅳ -4）。さ ら に 、

後 述 の 防 災 フ ォ ー ラ ム 特 設 ブ ー ス に お い て 、 防 災 用 品 の メ ー カ ー に

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 活 用 し た 防 災 食 メ ニ ュ ー の 提 案 （ 図 Ⅳ -3） を

実 施 し た 。  
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第 4 節 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 ア ン ケ ー ト 調 査  

非 常 時 に 何 を 食 べ る か は 、平 常 時 に 考 え て お か な く て は な ら な い 。

大 災 害 後 の 非 日 常 で も 、 そ れ が 何 日 も 続 け ば 日 常 と な る 。 普 段 か ら

万 が 一 の 時 に 備 え て バ ラ ン ス の 良 い 食 事 と は 何 か を 考 え て お か な け

れ ば な ら な い 。 さ ら に 被 災 し て 避 難 所 で の 生 活 を 余 儀 な く 強 い ら れ

た 場 合 に お い て 、 配 給 す る 側 や 、 配 給 さ れ る 側 に な る 可 能 性 も 考 え

ら れ る 。そ の 際 に も「 何 を 」「 ど れ く ら い 」食 べ れ ば い い の か の 知 識

が 必 要 と な る 。  

前 述 の よ う に 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド は 、 認 知 は さ れ て は い る も の

の 、 日 常 で は 参 考 に さ れ に く い と さ れ て い る 。 そ こ で 、 加 工 食 品 等

に「 つ（ SV）」を 表 示 し た「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」に つ

い て 、 ど の く ら い の 理 解 を 得 る こ と が で き る か 調 査 ・ 検 討 し た の で

報 告 す る 。  

（ 1） ア ン ケ ー ト 調 査 ①  

1） 方 法  

2012 年 8 月 札 幌 市 で 開 催 さ れ た 食 品 工 学 系 の 学 会 に お い て 、開

設 し た 防 災 フ ォ ー ラ ム 特 設 ブ ー ス （ 写 真 Ⅳ -4） の 見 学 者 を 対 象 と

し 自 記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。 調 査 項 目 は 、 基 本 属 性 、 食 事

バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 、 備 蓄 品 の 有 無 な ど と 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ
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ド に よ る 1 日 に 必 要 な 食 品 の 組 み 合 わ せ に つ い て 前 述 の 「 防 災 の

た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 に よ る ミ ニ テ ス ト の 正 答 率 を 調 査 し

た 。 解 析 は 、 ク ロ ス 集 計 後 χ 2 検 定 を 用 い た 。 ア ン ケ ー ト の 標 本

数 は 、 114 だ っ た 。  

2） 結 果 お よ び 考 察  

ア ン ケ ー ト の 対 象 者 に つ い て 性 別 で は 、 男 性 51.3％ 、 女 性

48.7％ だ っ た 。 年 齢 は 、 20 歳 代 ～ 40 歳 代 で 82.7％ あ り 、 特 に 20

歳 代 が 48.2％ を 占 め て い た 。居 住 地 は 、北 海 道 33.3％ の 他 、全 国

各 地 だ っ た 。 全 員 が 食 品 工 学 系 の 会 員 で あ り 、 大 学 生 の 他 、 公 的

研 究 機 関 、食 品 企 業 の 研 究 開 発 部 門 な ど に 勤 務 し て い た 。よ っ て 、

食 に 関 す る バ イ ア ス は あ る も の の 、傾 向 を 見 る こ と は 可 能 で あ る 。 

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 は 、 全 体 で 68.4％ で あ り 、 平 成 22

年 度 「『 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 』 認 知 及 び 参 考 度 に 関 す る 全 国 調 査 」

結 果（ 農 林 水 産 省 ）に お け る 61.0％ よ り 認 知 度 は 高 か っ た 。「 食 」

に 関 す る 集 団 で あ る こ と に よ り 、 認 知 が 高 い こ と が 考 え ら れ た 。

男 女 間 で は 、 認 知 あ り で は 女 性 （ 53.8％ ） が 、 認 知 な し で は 男 性

が 多 か っ た（ 62.9％ ）。居 住 地 で は 、北 海 道 と 北 海 道 以 外 で 検 討 し
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た と こ ろ 、認 知 あ り で は 、北 海 道 居 住 者（ 26.0％ ）、北 海 道 以 外 居

住 者 （ 74.0％ ） で あ り 、 北 海 道 居 住 者 が 食 事 バ ラ ン ス の 認 知 度 が

有 意 に 低 か っ た （ p＜ 0.05）。 北 海 道 居 住 者 で は 男 性 の 割 合 が 多 い

こ と か ら 、北 海 道 居 住 男 性 の 認 知 が 低 い こ と が 分 か っ た（ 表 Ⅳ -4）。

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 食 意 識 の 関 連 で は 、 普 段 か ら 食 事 に

つ い て 考 え て い な い 者（ は い 以 外 66.7％ ）と 比 較 し て 、考 え て い

る 者 （ 57.7％ ） で 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 度 が 有 意 に 高 か っ た

（ p＜ 0.0 5）。 普 段 か ら 食 事 に つ い て 考 え て い る 者 は 、 食 事 バ ラ ン

ス ガ イ ド に つ い て も 、 認 知 し て お り 食 に 対 し て 関 心 が 高 い こ と が

分 か っ た （ 表 Ⅳ -5）。  

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 食 品 備 蓄 状 況 の 関 連 で は 、 非 常 時 に

備 え て 食 料 の 貯 蔵 を し て い な い 者 （ 66.7％ ） と 比 較 し て 、 し て い る

者（ 63.6％ ）は 、食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 度 が 有 意 に 高 か っ た（ p

＜ 0.01）（ 表 Ⅳ -6）具 体 的 に は 、水 な ど の 飲 料 お よ び 主 食（ パ ッ ク ご

は ん 、 カ ッ プ ラ ー メ ン 、 パ ン な ど ） を 中 心 と し た 備 蓄 を し て い た 。

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」
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を 用 い た ミ ニ テ ス ト は 、全 体 で 73.5％ の 正 解 率 だ っ た 。食 事 バ ラ ン

ス ガ イ ド の 認 知 度 は 、 正 誤 に つ い て 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。 こ の

こ と は 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド が 利 用 出

来 る こ と と は 、 関 係 が 見 ら れ な い こ と が 分 か っ た （ 表 Ⅳ -7）。  

（ 2） ア ン ケ ー ト 調 査 ②  

1） 方 法  

2013 年 9 月 江 別 市 で 開 催 さ れ た 市 民 防 災 訓 練「 防 災 フ ェ ス 」お

い て 、 開 設 し た 「 備 蓄 食 品 と 栄 養 バ ラ ン ス 」 の 江 別 市 民 を 対 象 と

し 前 調 査 同 様 の 自 記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。 調 査 項 目 は 、 基

本 属 性 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 、 備 蓄 品 の 有 無 な ど と 、 食 事

バ ラ ン ス ガ イ ド に よ る 1 日 に 必 要 な 食 品 の 組 み 合 わ せ に つ い て 前

述 の 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 に よ る ミ ニ テ ス ト の 正

答 率 を 調 査 し た 。 解 析 は 、 ク ロ ス 集 計 後 χ 2 検 定 を 用 い た 。 ア ン

ケ ー ト の 標 本 数 は 、 146 だ っ た 。  

2） 結 果 お よ び 考 察  

ア ン ケ ー ト の 対 象 者 に つ い て 性 別 で は 、 男 性 53.4％ 、 女 性

46.7％ だ っ た 。 年 齢 は 、 10 歳 代 （ 9.8％ ）、 20 歳 代 （ 9.2％ ）、 30

歳 代（ 11.3％ ）、40 歳 代（ 14.8％ ）、50 歳 代（ 22.5％ ）、60 歳 代（ 16.9％ ）、
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7 0 歳 代 以 降 （ 15.5 %） で あ り 、 40～ 50 代 が 中 心 だ っ た （ 表 Ⅳ -8）。

全 員 が 江 別 市 民 で あ り 、 家 族 連 れ が 多 く 見 受 け ら れ た 。 食 事 バ ラ

ン ス ガ イ ド の 認 知 は 、全 体 で 35.6％ で あ り 、前 調 査 に 比 べ 低 か っ

た 。 ま た 、 先 行 研 究 に み ら れ る 結 果 に 比 べ て も 低 か っ た が 、 現 実

的 な 数 値 で あ る と 考 え る 。男 女 間 で は 、認 知 あ り で は 女 性（ 57.7％ ）

が 、 認 知 な し で は 男 性 が 多 か っ た （ 59.6％ ）。 前 調 査 に お い て も 、

北 海 道 の 男 性 は 、 認 知 な し が 多 か っ た こ と か ら 、 食 事 バ ラ ン ス ガ

イ ド の 認 知 は 、 北 海 道 の 男 性 に お い て 低 い こ と が わ か っ た 。  

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 食 品 備 蓄 状 況 の 関 連 で は 、 非 常 時

に 備 え て 食 料 の 貯 蔵 を し て い な い 者 （ 48.9％ ） と 比 較 し て 、 し て

い る 者 （ 60.4％ ） は 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 度 が 有 意 に 高 か

っ た（ p＜ 0.05）（ 表 Ⅳ － 9）具 体 的 に は 、水 な ど の 飲 料  お よ び 主

食 （ レ ト ル ト の お か ず 、 カ ッ プ 麺 、 お 菓 子 な ど ） を 中 心 と し た 備

蓄 を し て い た 。  

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ

ド 」を 用 い た ミ ニ テ ス ト は 、全 体 で 69.6％ の 正 解 率 だ っ た 。食 事
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バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 度 は 、 正 誤 に つ い て 有 意 差 は 見 ら れ な か っ

た 。 こ の こ と は 、 前 調 査 同 様 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 、 食

事 バ ラ ン ス ガ イ ド が 利 用 出 来 る こ と と は 、 関 係 が 見 ら れ な い こ と

が 分 か っ た （ 表 Ⅳ -10）。  

（ 3） 結 論  

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 と 食 意 識 の 関 連 お よ び 食 品 の 備 蓄 状

況 に は 、 関 係 が み ら れ 、 普 段 か ら の 考 え や 行 動 に よ り 自 助 で 食 に

関 す る リ ス ク 管 理 が 可 能 で あ る こ と が わ か っ た 。一 方 、「 食 事 バ ラ

ン ス ガ イ ド 」 は 、 改 ま っ た 学 習 を し な く て も 、 手 軽 に 、 バ ラ ン ス

の 良 い 食 べ 方 が で き る よ う に な る こ と を 目 指 し た も の 」 な の で 、

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 知 ら な く て も 、表 示 さ れ た「 つ（ SV）」の 足

し 算 が で き れ ば 料 理 を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る ツ ー ル で あ る こ

と が 示 さ れ た 。 本 調 査 の 目 的 で あ る 食 品 を 区 分 す る 手 段 と し て の

「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」は 、日 常 、非 日 常 に お い て 、

あ る い は 、家 庭 や 給 食 施 設 に お い て も 、区 分 さ れ た「 つ（ SV）」の

表 示 が あ れ ば 、 有 効 に 活 用 で き る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、 区 分 さ
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れ た「 つ（ SV）」の 表 示 は 、現 役 の 管 理 栄 養 士 、栄 養 士 で あ れ ば 可

能 で あ る 。  

 

第 5 節  実 施 例  

 備 蓄 食 品 に お い て 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 導 入 が 、 可 能 か ど う か 、

す な わ ち 、食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド で 区 分 さ れ た「 つ（ SV）」の 表 示 が で

き る か 、 現 役 の 管 理 栄 養 士 養 成 校 1 年 生 （ 栄 養 士 レ ベ ル ） 95 名 に 、

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 料 理 区 分 に つ い て 簡 単 な 説 明 の 後 、表 Ⅲ -3 の

SV の 表 示 に つ い て の 回 答 を 求 め た と こ ろ 、90 名 の 学 生 が 例 に 倣 い 算

出 し 表 示 す る こ と が で き た 。  

 ま た 、 第 3 章 に お い て 事 前 調 査 並 び に ア ン ケ ー ト に 協 力 い た だ い

た 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 管 理 栄 養 士 A 氏 に 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 活

用 し た 備 蓄 食 品 の 提 示 （ 図 Ⅳ -4） を し た う え 、 実 際 に 備 蓄 さ れ て い

る 加 工 食 品 に 各 料 理 毎 に 、 1 つ（ SV)の 基 準 に 従 い 、「 つ（ SV)」の 計

算 を し 、 各 加 工 品 に 表 示 し て 、 配 置 ま で を 実 施 し た と こ ろ 、 時 間 を

要 さ ず 執 行 可 能 だ っ た（ 写 真 Ⅳ -7、8）こ の こ と は 、現 役 の 管 理 栄 養

士・栄 養 士 で あ れ ば 区 分 さ れ た「 つ（ SV）」の 表 示 は 可 能 で あ る こ と

を 示 し て い る 。 日 常 に お い て 、 給 食 従 事 者 等 と 情 報 を 共 有 し 、 非 常

時 に 取 り 扱 う 備 蓄 品 に つ い て 管 理 を す る こ と に よ り 、 非 常 時 の 対 応
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の 一 環 と し て 物 資 の 分 配 が 円 滑 に 運 営 さ れ る こ と が 期 待 で き る と 考

え ら れ た 。  

 

第 6 節  ま と め  

１ 次 災 害 で あ る 地 震 や 風 水 害 の 難 を 逃 れ て も 、 2 次 災 害 と も い え

る 感 染 症 な ど に 命 を お び や か さ れ て し ま う 。 そ の よ う な 不 幸 を さ け

る た め に も 、 危 機 管 理 対 策 の ひ と つ と し て 、 災 害 時 の 「 食 」 の あ り

方 に つ い て 、 官 民 あ げ て 考 え る 時 期 を 迎 え て い る 。 2 次 災 害 と し て

の 健 康 被 害 を 防 ぐ 栄 養 管 理 と し て 、 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 利 用 し 日

頃 か ら 栄 養 状 態 の リ ス ク を 予 防 で き る 訓 練 が 必 要 で あ る 。  

各 市 町 村 で は 、 地 域 防 災 計 画 を 作 成 し 、 そ の 中 に 備 蓄 計 画 が 含 ま

れ て い る も の の 、計 画 通 り 備 蓄 し て い る と こ ろ は 極 め て 低 い 。ま た 、

企 業 や 行 政 の 備 蓄 食 品 は 賞 味 期 限 も あ り 、 半 数 が 破 棄 さ れ 、 半 数 が

社 員 な ど へ の 配 布 と い う 状 況 に あ る（ 2 ）。平 時 に 循 環 さ せ る シ ス テ ム

を 構 築 す る こ と が 必 要 で あ り 、 平 時 で も 利 用 で き る 備 蓄 品 の 充 実 が

望 ま れ る 。  

本 研 究 で は 、 備 蓄 食 品 に 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 概 念 を 導 入 し 検 討

し た 。 そ の 結 果 は 、 以 下 の よ う に ま と め ら れ る 。  

1.  食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 度 は 、そ の 対 象 に よ り 認 知 の 程 度 に

差 が あ っ た 。  
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2 .  食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 知 ら な く て も 、料 理 を 組 み 合 わ せ る こ と

が 可 能 で あ る こ と か ら 、 備 蓄 食 品 に 単 位 「 つ （ SV）」 の 表 示 が

あ れ ば 、備 蓄 品 の 組 み 合 わ せ は も と よ り 、救 援 物 資 の 分 配 に も

役 立 つ 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

3.  「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」を 作 成 す る に 当 た り 、管

理 栄 養 士 、栄 養 士 に お い て は 、食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド で 区 分 さ れ

た 「 つ （ SV）」 の 表 示 が 可 能 で あ る こ と が わ か っ た 。  

4.  副 菜 及 び 果 物 の 備 蓄 食 品 は 、出 回 り 品 が 少 な く 選 出 は 、困 難 だ

っ た 。  

 

備 蓄 食 品 は 、 日 常 的 に ラ ン ニ ン グ ス ト ッ ク と し て 、 順 次 利 用 し 食

べ 慣 れ て お く と と も に 、 新 し い も の に 買 い 替 え る 際 に は 、 同 じ グ ル

ー プ の 物 の 食 品 を 購 入 す る 際 の 指 標 に な る 。 ま た 非 常 時 に お け る 物

資 の 分 配 に つ い て 円 滑 に 運 営 さ れ る こ と が 期 待 で き る な ど 備 蓄 品 に

お け る 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 は 有 効 な ツ ー ル で あ る

こ と は 明 ら か で あ り 、そ の 仕 組 み を 構 築 し て い く こ と が 推 奨 さ れ る 。

今 後 は 、「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」を 充 実 さ せ る こ と を 目
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標 に 、 副 菜 に あ た る 野 菜 等 に つ い て 検 討 す る と と も に 、 備 蓄 食 品 の

循 環 シ ス テ ム の 事 例 研 究 を 課 題 と し た い 。  
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つ 表示

正味重量 エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 カルシウム
食塩相当

量
（SV） （整数）

（g） （kcal） （g） （g） （g） （mg） （g）
ご飯 主食 200 336 5 0.6 74.2 6 0 74.2 1.86 2
豚もも肉 主菜 60 89 12.9 3.6 0.1 2 0.1 12.9 2.15 2
ジャガイモ 副菜 65 49 1 0.1 11.4 2 0
玉ねぎ 副菜 65 24 0.7 0.1 5.7 14 0
にんじん 副菜 30 11 0.2 0 2.7 8 0
しょうが 主材料 2 1 0 0 0.1 0 0 － － －

にんにく
ではな

い
2 3 0.1 0 0.5 0 0 － － －

油 － 12 111 0 12 0 0 0 － － －
カレールウ － 25 128 1.6 8.5 11.2 23 2.7 － － －
食塩 － 0.5 0 0 0 0 0 0.5 － － －
ウスターソース － 4 5 0 0 1.1 2 0.3 － － －
トマトケチャップ － 4 5 0.1 0 1.1 1 0.1 － － －
水 － 200 － － － － － － － － －

計 669 761 21.6 24.9 108.2 58 3.7

2.29 2

料
理
名

食品名
主材料
として
の扱い

1人分のエネルギー・栄養素量等
各料理区
分合計

カ
レ
ー

ラ
イ
ス

160

主食 0～0.25 0.25～0.67 0.67～1.25 1.25～1.75 1.75～2.25 2.25～2.75 2.75～3.25

副菜
主菜
牛乳
果物

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

0SV 0.5SV 1SV 1.5SV 2SV 2.5SV 3SV
注）上記の欄に「0～0.25」とある場合は、0SV以上0.25SV未満を表す。

0以上
0.25未満

0.25～0.67 0.67～1.50 1.50～2.50 2.50～3.5

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表Ⅳ－1 「つ(SV)」の表示および算出法 

表Ⅳ－2 摂取 SV)数の算出 
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「防災のためめの食事バランスガイ
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ド」の料理

5 

理区分と SV（例） 

 

 

 

<換算例>
乾燥野菜×8 

海藻サラダ×5

フリーズドライ×

100％ジュース×

 

 

×8 

×0.5 
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写真Ⅳ-1 食事バランスガイド：嗜好品 

写真Ⅳ-2 防災のための食事バランスガイド 

写真Ⅳ-3 「干し野菜」と 

「ドライフルーツ」の展示 

写真Ⅳ-5 防災フォーラム特設ブース 

（2012.8.31） 

写真Ⅳ-4  

「防災のための食事バランスガイド」作成風景 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅳ-3 食食事バランス
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認知あり 認知なし
78（100.0） 36（100.0）

性別                                        　　 n＝113
　男性 58（51.3） 36（ 46.2） 22（ 62.9）
　女性 55（48.7） 42（ 53.8） 13（ 37.1）

年齢                                        　　 n＝114
  10代 1（0.9） 1(1.3) 0(0.0)
  20代 55（48.2） 37(47.4) 18(50.0)
  30代 22（19.3） 14(17.9)  8(22.2)
  40代 18（15.2） 15(19.2) 3(8.3)
  50代 10（8.8） 7(9.0) 3(8.3)
  60代 7（6.1） 3(3.8) 4(11.1)
  70代以降 1（0.9） 1(1.3) 0(0.0)

居住地　*　　　　　　　　　　　　　     　　n＝108
　北海道 36（33.3） 19（ 26.0） 17（ 48.6）

　北海道以外 72（66.7） 54（ 74.0） 18（ 51.4）

 *：p<0.05（χ
2
検定）

欠損値は除外した．

認知あり 認知なし
78（100.0） 36（100.0）

普段から食事について考えていますか*

　はい 57（50.0） 45（ 57.7） 12（ 33.3）
　ふつう 53（46.5） 30（ 33.3） 23（ 63.9）
　いいえ  4（3.5）  3（  3.8）  1（  2.8）

認知あり 認知なし
78（100.0） 36（100.0）

非常時の備えた食糧の貯蔵**
　している 61（54.0） 49（63.6） 12（ 33.3）
　していない 52（46.0） 28（36.4） 24（ 66.7）

欠損値は除外した．

全体 認知あり 認知なし

114 78 36

主食 87（76.3） 58（ 74.4） 29（ 80.6）

副菜 78（68.4） 49（ 62.8） 29（ 80.6）
主菜 69（60.5） 48（ 61.5） 21（ 58.3）
牛乳・乳製品 99（86.8） 69（ 88.5） 30（ 83.3）
果物 86（75.4） 61（ 78.2） 25（ 69.4）

欠損値は除外した．

 **：p<0.01（χ
2
検定）

表Ⅳ-4 食事バランスガイドの認知と基本属性　　　　　　                                                 n（％）

　項　目 全体

表Ⅳ-5 食事バランスガイドの認知と食意識の関連　　　　                            　n＝114 （％）

　項　目 全体

表Ⅳ-7 食事バランスガイドの認知と食品の組み合わせの正答率　　　　　　  　n＝114　　（％）

　項　目

数値は正答群

 *：p<0.05（χ
2
検定）

表Ⅳ-6 食事バランスガイドの認知と食品備蓄状況の関連　　                      　n＝113   （％）

　項　目 全体
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認知あり 認知なし
52（100.0） 94（100.0）

性別                                        　　 n＝146
　男性 78 22(42.3) 56(59.6)
　女性 68 30(57.7) 38(40.4)

年齢                                        　　 n＝142
  10代 14 3(5.9) 11(12.1)
  20代 13 6(11.8) 7(7.7)
  30代 16 6(11.8) 10(11.0)
  40代 21 8(15.7) 13(14.3)
  50代 32 9(17.6) 23(25.3)
  60代 24 11(21.6) 13(14.3)
  70代 20 7(13.7) 13(14.3)
　80代 2 1(2.0) 1(1.1)

認知あり 認知なし
52（100.0） 94（100.0）

非常時の備えた食糧の貯蔵**
　している 74 29(60.4) 45(51.1)
　していない 62 19(39.6) 43(48.9)

欠損値は除外した．

全体 認知あり 認知なし
50 79

主食 　78(60.5） 28(56.0) 50(63.3)
副菜 　74(57.4) 23(46.0) 51(64.6)
主菜 73(56.6) 25(50.0) 28(35.4)
牛乳・乳製品 114(88.4) 42(84.0) 72(91.1)
果物 110(85.3) 37(74.0) 73(92.4)
数値は正答群

欠損値は除外した．

表Ⅳ-8　 食事バランスガイドの認知と基本属性　　　　　　                                                 n（％）

　項　目 全体

表Ⅳ-10  食事バランスガイドの認知と食品の組み合わせの正答率　　　　　　  　n＝129　　（％）

　項　目

表Ⅳ-9  食事バランスガイドの認知と食品備蓄状況の関連　　                      　       n＝136  （％）

　項　目 全体

 **：p<0.01（χ
2
検定）



 

 

写

備

図Ⅳ-

写真Ⅳ-7 給

備蓄食品の掲

-4 食事バ

給食施設に

掲示例（主

ランスガイ

おける 

食） 

140

ドを活用し

写真Ⅳ-8

0 

た備蓄食品

給食施設

品の掲示例 

における備備蓄食品の掲掲示例（全区区分）
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第 Ⅴ 章  本 研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題  

第 Ⅰ 章 は 、 こ れ ま で 給 食 経 営 管 理 分 野 に お い て 展 開 さ れ て き た

様 々 な 議 論 の 中 で 、 今 後 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 課 題 の ひ と つ と

し て 、 現 実 的 で 有 意 義 な 給 食 経 営 管 理 を す る た め に は 、 現 場 に 目 を

向 け る こ と が 必 要 で あ る こ と を 示 し 、 さ ら に 実 務 や ス キ ル が 要 求 さ

れ る マ ー ケ テ ィ ン グ や 危 機 管 理 お よ び 外 食 産 業 ・ 給 食 デ リ バ リ ー サ

ー ビ ス に お い て 議 論 の 少 な さ が 顕 著 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 中

で も 危 機 管 理 に お い て は 、 食 中 毒 等 の 衛 生 問 題 や 大 規 模 災 害 発 生 の

対 応 な ど 緊 急 を 要 し 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト は 、 給 食 担 当 者 の 日 々 の

業 務 上 の 意 識 を 軽 減 で き る と 考 え 、 今 後 ま す ま す 需 要 が あ る こ と が

確 認 で き た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 給 食 経 営 管 理 分 野 に お い て は 、 補

足 す べ き 分 野 が 「 危 機 管 理 」 に 関 す る こ と で あ る こ と を 明 ら か に し

た 。  

第 Ⅱ 章 は 、 保 育 所 給 食 マ ネ ジ メ ン ト に お け る 危 機 意 識 及 び リ ス ク

マ ネ ジ メ ン ト の 現 状 と 課 題 か ら 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 し 、 さ ら に そ れ

ら の 項 目 を 保 育 所 給 食 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 改 善 に 関 す る 教 育 プ ロ

グ ラ ム に 採 り 入 れ た 。 そ の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 有 用 性 な ら び に 問 題 解
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決 に 向 け た 行 動 変 容 効 果 に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 と し て 、 ① 対

象 者 の 属 性 や 「 食 物 ア レ ル ギ ー 」、「 栄 養 管 理 」 に 深 く 関 わ っ て い な

い こ と か ら 給 食 担 当 者 の 役 割 は 、 栄 養 士 と し て の 専 門 性 よ り も 調 理

従 事 者 と し て 位 置 づ け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。 ② 重 要 改 善 項 目

は 「 部 外 者 の 立 ち 入 り 」、「 原 材 料 検 査 結 果 」、「 水 質 検 査 」、「 原 材 料

専 用 の 保 管 」な ど の 10 項 目 で あ り 、そ の す べ て が 大 量 調 理 施 設 衛 生

管 理 マ ニ ュ ア ル の 毎 日 の 点 検 項 目 に 該 当 し 、 日 々 の 衛 生 管 理 は A 市

内 認 可 保 育 所 給 食 の 調 理 作 業 管 理 に お け る リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 中

核 を な す も の だ っ た 。③ CS 分 析 を 活 用 し 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る こ

と に よ り リ ス ク が 可 視 化 さ れ 、 給 食 に お け る リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の

対 策 に 寄 与 で き る こ と が 明 ら か と な っ た 。 以 上 の こ と か ら 、 重 点 改

善 項 目 の 抽 出 し 、 そ れ ら の 項 目 を シ ナ リ オ に 採 り 入 れ た 「 保 育 所 給

食 施 設 RM 教 室 」は 、A 市 内 の 保 育 所 に お い て 、給 食 の 対 象 者 で あ る

乳 幼 児 に よ り よ い 食 育 環 境 す な わ ち 、 安 心 で 安 全 な 給 食 を 提 供 で き

る こ と に 有 効 性 が あ る こ と が 認 め ら れ た 。 本 章 は 、 保 育 所 の 給 食 に

焦 点 を 当 て そ の 重 点 改 善 項 目 を 抽 出 し た が 、 他 施 設 の 給 食 担 当 者 に
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つ い て も 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 分 析 に つ い て 検 討 す る こ と が 重 要 で

あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

第 Ⅲ 章 は 、 北 海 道 に お け る 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 給 食 施 設 担 当 者 を

対 象 と し 、 給 食 施 設 管 理 の 危 機 意 識 の 程 度 と 総 合 的 な 危 機 管 理 評 価

に つ い て CS 分 析 を 活 用 し 、給 食 施 設 担 当 者 が 、日 常 か ら 危 機 意 識 を

感 じ て い る 業 務 の 問 題 点 、 改 善 し た い 事 項 を 抽 出 す る こ と を 目 的 と

し さ ら に CS 分 析 の 有 効 性 に つ い て 検 討 し た 。そ の 結 果 は 、① 北 海 道

に お け る 介 護 老 人 福 祉 施 設 給 食 の 重 点 改 善 項 目 は 、 非 常 時 の 配 慮 を

要 す る 方（ 食 事 制 限 等 ）の メ ニ ュ ー 、 震 災 発 生 、非 常 時 用 食 品 の 配

置 （ 置 き 場 所 ）、 保 健 機 能 食 品 、  ク レ ー ム 、 マ ス コ ミ 、 非 常 時 用 の

更 新 、 非 常 用 メ ニ ュ ー ・ レ シ ピ で あ り 、 非 常 時 へ の 対 応 が リ ス ク マ

ネ ジ メ ン ト の 中 核 を な し て い る こ と が わ か っ た 。 ② 重 点 改 善 項 目 の

抽 出 は 、 全 体 像 を 捉 え る こ と に 加 え 、 規 模 等 の 対 象 別 に 検 討 す る こ

と で 、 定 性 的 ・ 定 期 的 な 見 積 も り が で き 、 よ り 効 力 を 発 揮 で き る こ

と が 明 ら か と な っ た 。 ③ 非 常 時 の 対 策 と し て 、 日 常 の 食 材 管 理 を 重
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要 視 し 使 用 頻 度 の 高 い 食 材 を 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る こ と が

示 唆 さ れ た 。  

第 Ⅱ 章 お よ び 第 Ⅲ 章 の 結 果 か ら 、CS 分 析 の 有 効 性 に つ い て 検 討 し

た 結 果 、 リ ス ク は 、 複 雑 多 岐 に 亘 り さ ら に 流 動 的 で あ り す べ て の リ

ス ク を も れ な く 洗 い 出 す こ と は 不 可 能 だ っ た 。 一 回 の リ ス ク 発 見 に

完 璧 を 求 め る の で は な く 、 日 常 的 に か つ 継 続 的 に リ ス ク の 洗 い 出 し

を 行 な う こ と に よ っ て リ ス ク の 把 握 に 近 づ け る 。 す な わ ち 、 リ ス ク

は 、 定 性 的 ・ 定 期 的 な 見 積 も り が 必 要 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。

重 点 改 善 項 目 を 抽 出 す る こ と は 、 早 急 に 改 善 す べ き 課 題 を 明 ら か に

す る と と も に 、 そ の 後 の 方 策 に 導 く こ と が で き る 。 業 務 上 何 を 優 先

す べ き か を 認 知 す る こ と が で き 、 利 用 者 へ の サ ー ビ ス の 一 環 と し て

不 利 益 回 避 に 対 応 で き る こ と が わ か っ た 。 よ っ て 、 給 食 経 営 管 理 に

お い て 、CS 分 析 を 活 用 し 、議 論 す べ き リ ス ク 項 目 を 定 期 的 に 抽 出 す

る こ と は 、 給 食 運 営 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 寄 与 で き る こ と が 明 ら

か と な っ た 。  
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第 Ⅳ 章 は 、 危 機 管 理 対 策 の ひ と つ と し て 、 災 害 時 の 「 食 」 の あ り

方 に つ い て 、 備 蓄 食 品 に 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 概 念 を 導 入 し 検 討 し

た 。 そ の 結 果 、 ① 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 認 知 度 は 、 そ の 対 象 に よ り

認 知 の 程 度 に 差 が あ っ た 。 ② 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 知 ら な く て も 、

料 理 を 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と か ら 、備 蓄 食 品 に 単 位「 つ

（ SV）」の 表 示 が あ れ ば 、備 蓄 品 の 組 み 合 わ せ は も と よ り 、救 援 物 資

の 分 配 に も 役 立 つ 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ③ 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ

ン ス ガ イ ド 」を 作 成 す る に 当 た り 、管 理 栄 養 士・栄 養 士 に お い て は 、

食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド で 区 分 さ れ た「 つ（ SV）」の 算 出 お よ び 表 示 が 可

能 で あ る こ と が わ か っ た 。 ④ 副 菜 及 び 果 物 の 備 蓄 食 品 は 、 出 回 り 品

が 少 な く 選 出 は 、 困 難 で あ る こ と が わ か っ た 。  

備 蓄 食 品 は 、 日 常 的 に ラ ン ニ ン グ ス ト ッ ク と し て 、 順 次 利 用 し 食

べ 慣 れ て お く と と も に 、 新 し い も の に 買 い 替 え る 際 に は 、 同 じ グ ル

ー プ の 物 の 食 品 を 購 入 す る 際 の 指 標 に な る 。 ま た 非 常 時 に お け る 物

資 の 分 配 に つ い て 円 滑 に 運 営 さ れ る こ と が 期 待 で き る な ど 備 蓄 品 に
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お け る 「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 は 有 効 な ツ ー ル で あ る

こ と を 明 ら か に し た 。  

 

以 上 の ま と め と し て 、 給 食 経 営 管 理 に つ い て そ の 担 当 者 で あ る 管

理 栄 養 士 ・ 栄 養 士 ら が 、 課 題 を 分 析 し 改 善 策 を 見 出 せ る よ う に 、 危

機 意 識 を 明 ら か に す る 方 法 と し て CS 分 析 を 活 用 し た 。そ の 結 果 、議

論 す べ き リ ス ク 項 目 を 定 期 的 に 抽 出 す る こ と は 、 給 食 運 営 の リ ス ク

マ ネ ジ メ ン ト に 寄 与 で き る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、 課 題 で あ る

危 機 意 識 を 払 拭 さ せ る た め の シ ス テ ム と し て 、 保 育 所 給 食 で は 、 栄

養 士 と し て の 専 門 性 よ り も 調 理 従 事 者 と し て の 位 置 付 け で あ っ た た

め 、 対 応 と し て 改 善 支 援 プ ロ グ ラ ム を 企 画 ・ 運 営 し た 。 介 護 福 祉 老

人 施 設 に お け る 給 食 施 設 で は 、 ほ と ん ど の 施 設 に 管 理 栄 養 士 が 配 置

さ れ て い る と こ ろ か ら 、 日 常 の 業 務 に お い て の 危 機 意 識 は 少 な く 、

リ ス ク 項 目 が 非 常 時 に 集 中 し て い た 。 こ の こ と か ら 危 機 管 理 対 策 の

ひ と つ と し て 備 蓄 食 品 に 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 概 念 を 導 入 し 検 討 し

た 。 こ れ ら の 結 果 、 対 応 シ ス テ ム と し て の 改 善 支 援 プ ロ グ ラ ム 及 び
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食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の 活 用 は 、 有 効 な ツ ー ル で あ り 、 地 域 的 ・ 社 会

的 に も 成 立 す る 可 能 性 が あ る こ と を 明 ら か に し た 。  

今 後 は 、「 防 災 の た め の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」を 充 実 さ せ る こ と を

目 標 に 、 副 菜 に あ た る 野 菜 等 に つ い て 検 討 す る と と も に 、 備 蓄 食 品

の 循 環 シ ス テ ム の 事 例 研 究 を 課 題 と し た い 。  
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r i s k s ,  a n a l y z e  t h o s e  r i s k s ,  c o n s t r u c t i o n  o f  a  r e s p o n s e  s y s t e m ,  

i m p l e m e n t a t i o n  a n d  i n v e s t i g a t i o n  o f  t h e  r i s k  r e s p o n s e  a s  w e l l  a s  

o u r  e v a l u a t i o n  o f  t h e  r e s p o n s e .  T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  s t u d y  w a s  t o  

d e m o n s t r a t e  s t a n d a r d s  w h e n  a  s y s t e m  o f  m e a s u r e s  w a s  i n t r o d u c e d  

a f t e r  r i s k  m a n a g e m e n t  a n a l y s i s  o f  f o o d  s e r v i c e  m a n a g e m e n t ,  a n d  

c l a r i f y  t h e  p o s s i b i l i t y  o f  i t s  e s t a b l i s h m e n t  b o t h  r e g i o n a l l y  a n d  

s o c i a l l y .  
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1 .  M e t h o d  o f  r i s k  m a n a g e m e n t  a n a l y s i s （ E x t r a c t i o n  o f  i m p o r t a n t  

p o i n t s  f o r  i m p r o v e m e n t ）  

W i t h  r e g a r d  t o  m e a l  s e r v i c e  p r o g r a m  f o r  n u r s e r i e s ,  t h e r e  w e r e  

1 0  i m p o r t a n t  p o i n t s  f o r  i m p r o v e m e n t  i n c l u d i n g  “ E n t r a n c e  o f  

v i s i t o r s , ”  “ t e s t  r e s u l t s  f o r  i n g r e d i e n t s , ”  “ t e s t  o f  w a t e r  q u a l i t y , ”  

a n d  “ d e s i g n a t e d  s t o r a g e  s p a c e  f o r  i n g r e d i e n t s ” .  F o r  m e a l  s e r v i c e  

a t  f a c i l i t i e s  f o r  a g e d  c a r e ,  t h e r e  w e r e  6  i m p o r t a n t  p o i n t s  f o r  

i m p r o v e m e n t  i n c l u d i n g  “ s p e c i f i c  m e n u s  f o r  t h o s e  n e e d i n g  

p a r t i c u l a r  c a r e  i n  c a s e s  o f  e m e r g e n c y , ”  “ e a r t h q u a k e s , ”  a n d  

“ s t o r a g e  o f  f o o d  f o r  e m e r g e n c i e s . ”  N o t e  t h a t  w i t h  t h e  

c a t e g o r i z a t i o n  o f  m e a s u r e s ,  e m p h a s i s  w a s  p l a c e d  o n  e m e r g e n c y  

r e s p o n s e .  T h e  e x t r a c t i o n  o f  i m p o r t a n t  p o i n t s  f o r  i m p r o v e m e n t  

u t i l i z i n g  C u s t o m e r  S a t i s f a c t i o n  ( C S )  a n a l y s i s ,  a s  s h o w n  a b o v e ,  

e n a b l e d  r i s k s  t o  b e  v i s u a l i z e d  a n d  t h e  f a c t o r s  t o  b e  p r i o r i t i z e d  

o n - t h e - j o b  t o  b e  r e c o g n i z e d ,  a n d  m e a s u r e s  t h a t  c o u l d  c o n t r i b u t e  

t o  r i s k  m a n a g e m e n t  i n  t h e  p r o v i s i o n  o f  m e a l  s e r v i c e  w e r e  

c l a r i f i e d .  

 

2 .  I m p r o v e d  s u p p o r t  p r o g r a m  
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T h e  i m p r o v e d  s u p p o r t  p r o g r a m ,  w h i c h  i n c l u d e d  t h e  i m p o r t a n t  

p o i n t s  f o r  i m p r o v e m e n t ,  s h o w e d  a  t r a n s f o r m a t i o n  i n  a c t i o n s  w i t h  

t h e  n u r s e r y  i n  A  C i t y ,  p r o v i d i n g  m e a l  s e r v i c e  f o r  t h e  s u b j e c t  

i n f a n t s  i n  a  b e t t e r  e n v i r o n m e n t  i n  t e r m s  o f  d i e t a r y  e d u c a t i o n .  I n  

o t h e r  w o r d s ,  r e l i a b l e  a n d  s a f e  l u n c h e s  w e r e  p r o v i d e d ,  i n d i c a t i n g  

t h e  e f f e c t i v e n e s s  o f  t h e  p r o g r a m .  

 

3 .  I n t r o d u c t i o n  o f  t h e  J a p a n e s e  F o o d  G u i d e  S p i n n i n g  T o p  f o r  

s t o c k e d  f o o d s   

T h e  c o n c e p t  o f  t h e  J a p a n e s e  F o o d  G u i d e  S p i n n i n g  T o p  f o r  

e m e r g e n c y  s t o r e s  w a s  i n t r o d u c e d  a n d  i n v e s t i g a t e d .  T h e  r e s u l t s  

c o n f i r m e d  t h a t  e v e n  w h e n  t h e  d i e t a r y  b a l a n c e  g u i d e  i s  n o t  

e m p l o y e d ,  i t  i s  p o s s i b l e  t o  p u t  m e a l s  t o g e t h e r .  T h e r e f o r e ,  i f  

t h e r e  i s  a  m e t h o d  o f  i n d i c a t i n g  t h e  q u a n t i t i e s  o f  s t o c k e d  f o o d s  

( S V : s e r v i n g  v o l u m e ) ,  i t  c a n  b e  h e l p f u l  i n  d i s t r i b u t i n g  r e l i e f  

s u p p l i e s ,  b a s e d  o n  t h e  c o m b i n a t i o n  o f  s t o c k e d  f o o d s ,  a n d  p r o v i d e  

a n  e f f e c t i v e  t o o l .  
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